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憲
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は
じ
め
に

一
九
八
一
年
七
月
一
五
日
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
決
定
(
い
わ
ゆ
る
「
砂
利
採
取
決
定
」
)
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
「
憲
法
に
よ
っ
て
保
障

さ
れ
て
い
る
所
有
権
の
概
念
は
、
憲
法
自
体
か
ら
導
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
憲
法
の
下
位
に
位
置
す
る
通
常
の
法
規
範
か
ら
、
憲
法

上
の
意
味
に
お
け
る
所
有
権
概
念
が
導
か
れ
る
こ
と
は
な
い
し
、
私
法
的
な
法
的
地
位
か
ら
具
体
的
所
有
権
の
保
障
の
外
延
が
規
定
さ
れ

る
こ
と
は

L
U」
同
決
定
に
一
不
さ
れ
た
「
憲
法
上
の
所
有
権
」
と
い
う
観
念
を
軸
に
、
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
(
以
下
回
〈

2
5
と
表
示
)

の
所
有
権
観
を
分
析
す
る
こ
と
、
そ
れ
が
本
稿
の
課
題
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
今
日
の
あ
ら
ゆ
る
国
家
に
あ
っ
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
こ
ろ
の
土
地
利
用
規
制
は
、
そ
の
国
の
憲
法
が
所
有
権
の
保
障
を

認
め
て
い
る
限
り
不
可
避
的
に
、
法
的
な
矛
盾
・
緊
張
関
係
を
生
ぜ
し
め
る
。
「
所
有
権
お
よ
び
相
続
権
は
保
障
さ
れ
る
」
と
い
う
憲
法

規
定
を
有
す
る
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
(
基
本
法
一
四
条
一
項
一
文
)
も
、
も
ち
ろ
ん
そ
の
例
外
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
ボ
ン
基
本
法
(
以
下



G
G
と
表
示
)
体
制
下
の
(
西
)
ド
イ
ツ
に
あ
っ
て
、

所
有
権
論
は
二
重
の
課
題
を
(
論
者
自
身
に
ど
こ
ま
で
意
識
さ
れ
て
い
た
か
は
別
に
し
て
)

2 

憲法上の所有権?

内
包
し
て
い
た
。
第
一
に
、
そ
の
極
限
形
態
に
あ
っ
て
は
、
基
本
権
を
「
民
族
同
胞
と
し
て
の
法
的
地
位
」
へ
と
転
換
さ
せ
、
所
有
権
を

(
3
)
 

「
受
託
者
的
管
理
権
限
」
と
し
て
と
ら
え
る
に
至
っ
た
ナ
チ
ス
期
の
所
有
権
論
か
ら
の
徹
底
的
訣
別
が
図
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
第

(
4
)
 

二
に
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
ワ
イ
マ

l
ル
期
の
議
論
へ
の
単
純
な
復
帰
も
、
満
足
す
べ
き
解
答
に
は
な
ら
な
い
。
「
収
用
」
概
念
を
拡
張
し

て
、
財
産
的
権
利
の
規
制
に
対
し
て
広
範
に
補
償
義
務
を
認
め
た
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
の
諸
判
決
が
、
例
え
ば
領
主
的
財
産
の
解
消
を
め
ざ
す

(

5

)

(

6

)

 

州
立
法
者
や
建
築
規
制
を
志
向
す
る
自
治
体
に
と
っ
て
は
大
き
な
脅
威
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
だ
け
で
も
そ
れ
は
明
ら
か
な
は
ず

で
あ
る
。

所
有
権
に
関
わ
る
法
律
や
行
政
処
分
に
対
し
て
数
多
く
の
訴
訟
が
提
起
さ
わ
~
。
憲
法
異
議
や
取
消
訴
訟
な
ど
の
形
で
直
載
に
法
律
又

は
処
分
の
合
憲
性
・
合
法
性
を
問
う
も
の
も
あ
っ
た
が
、
法
律
・
処
分
が
認
め
な
か
っ
た
損
失
補
償
を
直
接
訴
求
す
る
訴
訟
も
ま
た
多
く

(
8
)
 

一
九
五
二
年
の
賃
料
損
失
判
決
で

存
在
し
た
。
そ
れ
ら
訴
訟
は
通
常
裁
判
所
に
提
起
さ
れ
、
連
邦
通
常
裁
判
所
が
(
以
下

E
Eと
表
示
)

設
定
し
た
枠
組
み
に
基
本
的
に
沿
い
な
が
ら
処
理
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
中
で
積
み
重
ね
ら
れ
た
回
。
同
の
判
例
が
、
所
有
権
論
の
展
開
を

リ
ー
ド
し
て
き
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
官
頭
に
引
用
し
た
回
〈
巾
止
の
の
い
わ
ゆ
る
「
砂
利
採
取
決
定
」

(
Z
ω
F
E
r
-
2
5間
1
F
E
r
-
c
p
)
は
か
か
る
状
況
を
決
定
的
に

転
換
し
た
o

所
有
権
概
念
と
法
的
規
制
と
の
論
理
的
関
係
、
「
収
用
」
と
「
内
容
規
定
」
の
関
係
、
行
政
訴
訟
と
損
失
補
償
請
求
と
の
関

係
等
に
つ
い
て
の
同
決
定
の
判
示
は
、
問
題
設
定
の
新
た
な
枠
組
み
を
提
供
す
る
も
の
だ
っ
た
。
副
題
の
一
部
と
し
た
「
砂
利
採
取
決
定

以
後
」
と
で
も
評
す
べ
き
状
況
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
同
決
定
は
、
先
に
挙
げ
た
所
有
権
論
の
二
重
の
課
題
に
対
す
る
い

わ
ば
中
間
総
括
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

さ
て
本
稿
は
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
切
〈
巾
え
の
の
諸
判
決
に
み
ら
れ
る
所
有
権
観
を
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
る



が
、
こ
こ
で
本
稿
の
方
法
・
叙
述
に
か
か
わ
る
い
く
つ
か
の
点
に
つ
い
て
触
れ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

第
一
に
、
本
稿
は
、
砂
利
採
取
決
定
以
後
の
状
況
を
踏
ま
え
た
上
で
、
む
し
ろ
リ
ト
ロ
ス
ベ
ク
テ
ィ
ヴ
に
諸
判
決
の
判
旨
を
検
討
す

る
。
間
決
定
に
か
か
わ
る
各
論
点
毎
に
、
∞
〈
巾
同
刊
の
の
考
え
方
と
他
の
あ
り
う
べ
き
考
え
方
と
を
比
較
し
な
が
ら
論
ず
る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
た
め
、

ま
た
筆
者
の
時
間
的
・
能
力
的
限
界
か
ら
、
諸
判
決
の
網
羅
的
・
時
系
列
的
分
析
は
目
指
さ
れ
て
い
な
い
。

第
二
に
、
本
稿
は
、
回
〈
巾
止
の
の
諸
判
決
に
見
ら
れ
る
差
異
よ
り
も
む
し
ろ
そ
れ
ら
の
一
貫
し
た
特
徴
|
特
に
切
の
国
や
学
説
と
の
対

比
で
ー
を
強
調
す
る
こ
と
に
な
る
。
後
に
触
れ
る
よ
う
に
、
砂
利
採
取
決
定
が
回
〈
巾
止
の
自
身
に
と
っ
て
も
「
転
換
」
な
の
で
は
な
い
か

と
い
う
点
は
議
論
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
本
稿
は
そ
の
よ
う
な
問
題
に
深
く
立
ち
入
る
こ
と
は
し
な
い
。
そ
も
そ
も
、
あ
る

意
味
で
自
明
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
物
に
「
同
一
性
」
が
あ
る
か
ど
う
か
|
類
似
点
と
相
違
点
の
ど
ち
ら
に
重
点
を
お
く

(
9
)
 

か
ー
は
多
分
に
論
者
の
認
識
枠
組
と
問
題
関
心
と
に
規
定
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
客
観
的
解
答
の
可
能
性
に
は
疑
問
が
あ
る
。
所
有

権
論
に
関
わ
る
基
本
的
な
分
岐
点
を
示
そ
う
と
い
う
本
稿
の
目
的
は
、
右
の
よ
う
な
取
扱
を
あ
る
程
度
正
当
化
す
る
だ
ろ
う
。

第
三
に
、
回
〈
巾
止
の
の
考
え
方
を
知
る
手
が
か
り
と
し
て
、
本
稿
は
、
約
一
八
年
間
(
一
九
六
五
|
一
九
八
三
)
に
わ
た
っ
て
同
裁
判
所

(

叩

)

(

日

)

第
E
部
の
判
事
を
務
め
た
W
・ベ

l
マ
l
の
見
解
を
し
ば
し
ば
参
照
す
る
。
本
稿
で
と
り
あ
げ
る
判
決
に
ほ
と
ん
ど
関
与
し
た
彼
の
影
響

(ロ)

力
は
無
視
で
き
な
い
と
推
測
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
但
し
、
合
議
の
産
物
で
あ
り
ま
た
個
別
事
案
の
事
情
に
ど
う
し
て
も
左
右
さ
れ
る
裁

判
判
決
と
一
判
事
個
人
の
見
解
と
を
安
易
に
同
視
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
許
さ
れ
な
い
。

決
で
あ
る
、

い
わ
ゆ
る
「
私
用
収
用
」
に
つ
い
て
の
重
要
判

(
日
)

ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
判
決
に
お
い
て
、
ベ

l
マ
ー
が
判
決
理
由
に
反
対
し
、
長
大
な
補
足
意
見
を
執
筆
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、

説

そ
れ
は
裏
付
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

第
四
に
、
叙
述
の
方
法
で
あ
る
が
、
各
項
の
冒
頭
に
判
決
(
砂
利
採
取
決
定
、
堤
防
判
決
な
ど
)
の
引
用
文
を
摘
示
し
、

そ
こ
で
用
い
ら

論

れ
て
い
る
論
理
の
分
析
と
そ
れ
に
対
比
さ
れ
る
べ
き
判
例
学
説
を
検
討
す
る
と
い
う
方
法
を
と
っ
た
。
各
項
冒
頭
以
外
の
場
所
で
も
、
煩

3 



憲法上の所有権?

雑
を
承
知
の
上
で
、
「
判
決
自
ら
に
語
ら
し
め
る
」
こ
と
に
重
点
を
お
い
た
。
諸
判
決
の
内
在
的
検
討
の
た
め
に
は
最
善
の
方
法
と
考
え

た
た
め
で
あ
る
が
、
読
み
難
さ
を
招
い
た
こ
と
は
読
者
の
寛
容
を
願
う
し
か
な
い
。

4 

そ
こ
で
本
論
の
構
成
で
あ
る
が
、

に
わ
け
で
考
察
し
た
上
で
、

ま
ず
さ
ま
ざ
ま
な
論
点
を
①
立
法
権
・
憲
法
裁
判
権
の
優
位

(
E
)
②
人
格
的
自
由

(
E
)

ま
と
め
及
び
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
論
ず
る

(
W
)
こ
と
に

d
m
o

の

ペコ

(
1
)

回〈
2
S
H
w
a
-
u
c
c
(
8
3
・
同
判
決
は
次
の
よ
う
な
事
案
で
あ
っ
た
。
一
九
五
七
年
連
邦
水
収
支
法
(
巧
S
Z
H
Z
E
E
-
Z開
2
2
N
な
お
、
水

収
支
(
者
2
5
Z
E
E
r
)
の
概
念
に
つ
い
て
参
照
、
。
一
2
会
。
¥
巧
E

3

2ロ¥の
N可円『
0
3
r
r
Jそ
B
S
E
E
r
乱
高
2
2
P
F
E
E
Z
E
-
品・

〉
丘
一

zg-ω
・
怠

18)
は
地
上
水
地
下
水
を
問
わ
ず
あ
ら
ゆ
る
水
利
使
用
を
行
政
庁
の
裁
量
的
許
可
の
下
に
お
い
て
い
た
。
(
七
条
)
さ
ら
に
同

法
に
は
一
九
七
六
年
の
改
正
で
「
土
地
所
有
は
、
:
:
:
許
可
ま
た
は
承
認
を
要
す
る
水
利
使
用
の
権
利
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
」
(
一
a
条
二
項

一
文
)
と
い
う
規
定
が
挿
入
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
連
邦
水
収
支
法
は
土
地
所
有
権
の
内
容
か
ら
水
利
使
用
を
除
外
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
、
市

の
水
保
護
区
域
に
位
置
す
る
砂
利
採
取
業
者
が
事
業
許
可
を
申
請
し
た
と
こ
ろ
、
事
業
が
地
下
水
に
与
え
る
悪
影
響
を
理
由
に
(
水
収
支
に
悪
影
響

を
及
ぼ
す
行
為
も
「
水
利
使
用
」
に
含
め
ら
れ
て
い
る
。
三
条
二
項
二
文
)
拒
T

食
さ
れ
た
。
そ
こ
で
業
者
は
損
失
補
償
を
求
め
、
出
訴
し
た
。

宮
司
は
、
水
収
支
法
に
は
違
憲
の
疑
い
が
あ
る
と
し
て
、
事
案
を
凶
〈

2
5
に
移
送
し
、
判
断
を
求
め
た
。
(
以
下
「
移
送
決
定
」
と
呼
ぶ
。
思
出

足巴豆、

sa-ω
・
N
N
g
)

切
〈
命
止
の
は
同
法
を
合
憲
と
判
示
し
た
。

(
2
)

「
憲
法
上
の
所
有
権
」
と
い
う
問
題
設
定
の
起
源
を
、
グ
レ
ッ
シ
ェ
ル
は
、
M
・
ヴ
ォ
ル
ブ
の
「
記
念
碑
的
」
論
文
「
ラ
イ
ヒ
憲
法
と
所
有
権
」

に
求
め
て
い
る
。

(
F
S
R
Z
=
-
h
h
E
E
S
H
H
U∞Y
ω
M
H
(
u
d
u
戸
巧
由
民
『
-
F
5
2
2
F
E
E間
口
昆
巴
m
S
E
E
-
Fに
h
Q
Z
冶
、
ま
S
と
富

民主
FSNM-ω
・
臼
同
『
・
同
論
文
を
主
題
的
に
考
察
し
た
論
考
と
し
て
石
部
雅
亮
「
ヴ
ァ
イ
マ
ル
憲
法
と
所
有
権
|
M
-
ヴ
ォ
ル
フ
の
所
有
権
論
に
つ

い
て

l
」
(
乾
昭
三
編
『
土
地
法
の
理
論
的
展
開
』
一
九
九

O
年
)
、
二
二
頁
以
下
)
同
論
文
が
、
「
現
行
民
法
上
の
所
有
権
の
み
な
ら
ず
、
あ
ら

ゆ
る
私
的
財
産
的
権
利
|
債
権
、
株
式
、
物
権
、
著
作
権
な
ど
」
を
憲
法
的
保
障
の
対
象
と
し
た
こ
と
が
「
憲
法
上
の
所
有
権
」
概
念
の
出
発
点

だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
所
有
権
保
障
対
象
の
外
延
を
ど
こ
に
見
い
だ
す
か
と
い
う
こ
の
問
題
の
重
要
性
は
い
う
ま
で
も
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
本

稿
は
や
や
異
な
っ
た
側
面
を
取
り
扱
う
。

(
3
)

開

gaHNgιc]四
国

g
r
o
p
oぽ
MN2rgω
円
。
ロ
ロ
ロ
岡
島
出
〈
。
-rω
問。ロ
D
ω
Z
P
開
ユ

bUMg『
同

mwHH回
目
。
広
三
角
川
}
牛
耳
切
一
問
。
E
C
S
ω
O己
ロ
ロ
ロ
m-N2H句hEZLE叫
宮
、

札
弘
、
。
、
話
若
芯
匂
E
な

S
E
S
R
F
Q」占・

ω・
主
白
山
岡
り
g
ロ
N
t司
高
官
官

H-
司
令
ミ
~
s
h
S
R同句、阿川
t
h
S
H
S
Z
Eミ
E
E誌
や

HEm-ω
・
2
・
ナ
チ
ス
期
の
所
有



説

権
論
に
つ
い
て
、
さ
し
あ
た
り
参
照
、
切
S
F
E
C
R
n
F
~
u
h
3
H
S
H
R
S
K
H
Y笠
宮
g
h
g
h
v江
容
認
河
内
凡
n
p
g∞
m-
広
渡
清
五
日
「
ナ
チ
ス
民
族
法

典
の
所
有
権
規
定
」
(
『
土
地
法
の
理
論
的
展
開
』
(
註
2
)
)

一
四
二
頁
以
下
。

(
4
)

諸
判
決
を
概
観
す
る
邦
語
文
献
と
し
て
、
述
悶
斉
「
ヴ
ァ
イ
マ
l
ル
・
ド
イ
ツ
に
お
け
る
公
用
収
用
問
題
の
推
移
」
(
『
中
央
大
学
大
学
院
研
究

年
報
』
一
入
号
I

一
)
一
二
三
頁
以
下
。
同
時
代
の
文
献
は
枚
挙
に
暇
な
い
が
、
判
例
お
よ
び
そ
れ
に
親
和
的
な
学
説
の
傾
向
に
対
し
て
左
翼

的
・
民
主
主
義
的
立
場
か
ら
異
議
申
し
立
て
を
試
み
た
も
の
と
し
て
、

C
円円
C

百
円
口
r
Z
F
E
Z
-
C書
記
S
R同
町
、
凶
ミ
2
宮
g
h
-
s
u
o
-
(
5
・
EHnr-

r色
白

R
、銀、込一
h
e
u
E
S匂匂
hhNミ
句
史
君
同
弘
町
、
手
ミ
vE句史、
P
R
N内
hww吋

h
E
N一守宮、
F
Z叶
N.ω
・
M
M
印
『
『
)
が
あ
る
。

(5)

問
。
N
H
H
Y
】M
M

は
、
領
主
世
襲
財
産
の
国
有
財
産
へ
の
移
行
を
「
収
用
」
と
み
な
し
て
違
憲
と
し
た
。

(
6
)

問
。
NHN∞
-
Z
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
一
八
七
五
年
建
築
線
法
七
条
・
一
一
条
に
基
づ
く
建
築
禁
止
を
や
は
り
「
収
用
」
と
み
な
し
、
無
補
償
で

は
違
憲
と
な
る
と
し
た
(
な
お
、
同
判
決
の
理
解
に
つ
い
て
野
呂
充
氏
(
広
島
大
学
)
よ
り
教
示
を
受
け
た
)
。
一
九
世
紀
に
既
に
制
定
さ
れ
て
い

た
法
律
が
攻
撃
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
「
わ
れ
わ
れ
の
従
来
の
都
市
建
設
制
度
の
根
本
に
疑
い
を
な
げ
か
け
よ
う
と
す
る
も
の
」
と
し
て
受
け
と

め
ら
れ
た
。
剛
山
F
B
r
F
2
5
2・
巴
問
。
ロ
ZBω
四日
ω
E
-
o
z
m
2口
Z
Z同町田
ωロ
ロ
聞
広
口
《
-
m
2
T
E司百円
r民
国
間

(
N
5『え

SMWC)
・
z
u
h勺
Nh主
一
足
。
君
、
樋
色
町
匂

め
haQH句
・
:
(
み
認
書
-hp)
・
ω・
J可同町

(NNlNU)

(
7
)

切
の
戸
切
〈
2
君
。
(
連
邦
行
政
裁
判
所
)
、
回
〈
命
止
の
の
判
例
の
網
羅
的
分
析
と
し
て
、
〉
Z
E
E
2
〈
-
F
Zロロ
o
n
F
b
な
尽
h
S
E喝さ
h
Q
Eミ
=

与
え
U
E
沼会
2
5
2
3ま・

ω
N
S
I
N
S
-
所
有
権
に
つ
い
て
の
戦
後
の
立
法
・
学
説
・
判
例
を
一
貫
し
た
観
点
か
ら
分
析
し
た
同
書
に
、
本
稿
は

多
く
を
負
っ
て
い
る
。

(
8
)

切
の
Z
N
F
N斗
0
・

(
9
)

参
照
、
池
田
清
彦
『
分
類
と
い
う
思
想
』
一
九
九
二
年
。

(
叩
)
参
照
、
手
塚
和
男
「
西
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
第
一
部
と
第
二
部
の
管
轄
に
つ
い
て
」
(
『
法
学
』
五

O
巻
七
号
)
一
三
六
九
頁
以
下
(
一
三

八
九
頁
)

(
日
)
巧
ゆ
門
田
耳
切
与
S
F
F。
r
F
E
O
仏
2
0
0
m
g
m
t
r
E
ι
ω
3
Z
B
R
F
品
。
円
百
m
g
Z
B
ユ2
5
5
5問
。
ロ
仏
2
P
E
L間
Z
O
R
g
-
h
h
E
ミ
nEH

H∞∞
P
図
。
『
神
品
切
巴
-
旬
開
伶
同

ω
N同町-
U

《同
2
y
円
)
芯
円
。
nZω
問。田
n
r
w
z
z
n
r
o
D
の『
Z
P
L
E
m
g
R凶
作
『
〉
rm円。ロ
NEM問
ω司『
c
r
F
E
R
-
r
4
0ロ
ω
S
E
r
-
E
L
Z口問

Eロ
内
日
開
口
芯
釘
ロ
ロ
ロ
m
-
bミ
~wEミ
巴
∞
m-
∞・

5J可同町一内田
z
m
"
の
2
ロ
ι『g
問。ロ《由。『〈
2
P
Eロロ
mωznr己
佐

rEHOedZFHユ
巴
ω同区回開

ι
2
開-問。
HMggω
宮

内田
2
m
2
r
g司耳円
rzロ
向
島
内
出
回
ロ
出
品
。
ω〈
2Eω
切口口問
ω四
2
F
n
r
F
之
、
告
、
回
申
∞
∞
-
∞
ヨ
回
目
白
】
同
町
・

5 

論



憲法上の所有権?

(
ロ
)
ラ
イ
ス
ナ
l
は
、
回
〈
2

5
の
所
有
権
観
に
と
っ
て
ベ

l
マ
l
は
食
品
2
m
g巴
問
。
〈
号
円
ョ
で
あ
っ
た
と
評
す
る
。
当
巳
5
r
E
R
H
U
m
S
E
m
-

間
mWEE-mw
仏
g
H
W日間
2
H
E
S
ω
l〈
O
B
∞
2
m
z
n
r同ロロ
5
2巳ロ
-2九
巴
〈
∞
-H
由∞∞
-ω
・
回
目
印
(
回
明
白
)
〈
問
-
o
z
r
p
〈
2
『陶器ロロ間的〈
D

ロω口
問
ロ
ロ
内
目
。
。
.

ω
O
R
g住民間
r
E同
「
包
内
山
内
片
岡
ロ
}
百
-
z
r
g
t
g自
己
ロ
悶
仏
2
何一問。ロ
Z
B
ω
ι
z円nr
回。
rω
ロロ国間
ω三位ロ
p
b

。てH
3
0・
ω・∞
om(∞
o
p
m，ロ・戸)

(
日
)
切
〈

2
R何
回
F
N
S
(
M
g
h
)

多
数
意
見
が
権
限
論
の
み
に
絞
っ
た
の
に
対
し
、
ベ

l

マ
l
は
私
用
収
用
の
可
否
の
議
論
に
ま
で
踏
み
込
む
こ

と
を
主
張
し
た
。
従
っ
て
、
収
用
に
つ
い
て
の
彼
の
議
論
が
内
容
的
に
否
定
さ
れ
た
訳
で
は
な
い
。

(
U
H
)

本
稿
の
テ
l

マ
に
関
連
す
る
先
行
文
献
は
枚
挙
に
暇
な
い
が
、
論
点
全
体
に
わ
た
る
も
の
で
、
筆
者
が
特
に
参
考
に
し
た
も
の
と
し
て
、
栗
城

喜
夫
「
憲
法
と
財
産
権
」
(
『
公
法
研
究
五
一
号
』
〕
六
三
頁
以
下
、
藤
田
宙
靖
『
西
ド
イ
ツ
の
土
地
法
と
日
本
の
土
地
法
』
(
一
九
八
八
年
)
、
阿
部

泰
隆
「
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
土
地
利
用
規
制
と
損
失
補
償
」
(
『
国
土
開
発
と
環
境
保
全
』
(
一
九
八
九
年
)
)
一
七
三
頁
以
下
、
中
島
茂
樹
「
ボ
ン
基

本
法
と
土
地
所
有
権
『
建
築
の
自
由
』
を
め
ぐ
る
一
考
察
」
(
山
下
健
次
編
『
都
市
の
環
境
管
理
と
財
産
権
』
(
一
九
九
三
年
)
)
。
な
お
、
中
島
論

文
は
本
稿
の
問
題
意
識
と
も
大
幅
に
重
な
る
問
題
を
簡
潔
明
快
に
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
脱
稿
間
際
に
接
し
た
た
め
、
そ
の
成
果
を
本
稿
に
十

分
に
盛
り
込
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

(日

)

G

G
一
四
条
「
①
所
有
権
と
相
続
権
は
保
障
さ
れ
る
。
内
容
と
限
界
は
法
律
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
。
②
所
有
は
義
務
づ
け
る
。
そ
の
行
使
は

同
時
に
公
共
の
福
祉
に
資
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
③
収
用
は
公
共
の
福
祉
の
た
め
に
の
み
許
さ
れ
る
。
収
用
は
、
補
償
の
種
類
と
範
囲

を
規
定
し
た
法
律
に
よ
っ
て
、
ま
た
は
法
律
に
基
づ
い
て
の
み
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
補
償
は
公
衆
の
利
害
と
関
係
者
の
利
害
を
適
切
に
衡
量
し
た

上
で
定
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
補
償
の
額
に
つ
い
て
争
い
が
あ
る
と
き
は
、
通
常
裁
判
所
に
出
訴
す
る
事
が
で
き
る
。
」

6 

E 

立
法
権
・
憲
法
裁
判
権
の
優
位

所
有
権
と
そ
れ
に
関
す
る
法
的
規
制
と
の
関
係
を
考
察
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
二
つ
の
レ
ベ
ル
の
問
題
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
に
、
「
権
利
」
と
規
制
と
の
論
理
的
関
係
に
関
す
る
問
題
で
あ
り
、
第
二
に
、
法
的
規
制
を
め
ぐ
る
国
家
機
関
相
互
の
関
係
で
あ
る
。

相
対
的
に
は
区
別
さ
れ
る
こ
れ
ら
二
つ
の
問
題
は
、
も
ち
ろ
ん
密
接
に
関
連
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
所
有
権
に
つ
い
て
の
一
定
の
内
容
、



あ
る
い
は
一
定
の
制
約
が
法
律
を
待
た
ず
し
て
生
じ
る
(
「
法
律
に
先
在
す
る
」
)
と
観
念
さ
れ
る
場
合
に
は
、

そ
れ
を
裁
判
所
が
判
断
で
き

(

1

)

 

る
と
い
う
主
張
と
結
び
付
き
ゃ
す
い
だ
ろ
う
。
回
〈
町
民
の
の
所
有
権
観
に
つ
い
て
は
、
特
に
一
九
八
一
年
の
砂
利
採
取
決
定
以
後
、
上
記

二
つ
の
問
題
を
共
に
含
む
意
味
で
「
立
法
権
・
憲
法
裁
判
権
の
優
位
」
と
い
う
基
本
的
観
点
の
下
で
分
析
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
以

下
、
派
生
す
る
い
く
つ
か
の
論
点
を
吟
味
分
析
し
て
い
く
こ
と
と
し
よ
う
。

収
用
か
ら
内
容
規
定
へ

「G
G
一
四
条
一
項
二
文
(
「
(
所
有
権
の
)
内
容
と
限
界
は
法
律
で
定
め
る
」
l
引
用
者
注
)
の
意
味
に
お
け
る
諸
規
定
と
、
一
四
条
三
項
の
意
味
に

お
け
る
収
用
は
、
と
も
に
、
関
係
憲
法
規
定
に
合
致
す
る
と
き
の
み
有
効
で
あ
る
。
ま
た
、
憲
法
違
反
の
内
容
規
定
が
収
用
と
し
て
再
解
釈
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
も
な
い
の
で
あ
り
、
憲
法
違
反
が
法
律
の
予
定
し
な
い
補
償
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
『
治
癒
』
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
」
(
タ
ラ
イ
ン
ガ
ル

(
2
)
 

テ
ン
判
決
)

G
G
一
四
条
と
「
収
用
」
・
「
内
容
規
定
」

(
3
)
 

G
G
一
四
条
は
、
所
有
権
に
関
す
る
法
律
規
定
を
「
内
容
規
定
」
と
「
収
用
」
と
の
二
つ
に
区
分
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て

∞
〈
巾
同
町
の
の
定
義
を
見
て
み
よ
う
o

第
一
に
、
「
内
容
規
定
」

(
z
z
-
z
g
E
5
2
5
m
)
(
一
四
条
一
項
二
文
)
は
、

「
所
有
者
の
権
利
義
務
を

一
般
抽
象
的
に
確
定
す
る
」
規
範
、
あ
る
い
は
「
客
観
法
の
平
面
に
お
い
て
、
所
有
者
の
法
的
地
位
を
基
礎
付
け
形
成
す
る
法
命
題
」
と

定
義
さ
れ
る
。
第
二
に
「
収
用
」
(
一
四
条
コ
一
項
二
文
「
収
用
は
、
補
償
の
態
様
と
範
囲
を
規
律
す
る
法
律
に
よ
り
、
ま
た
は
法
律
に
基
づ
い
て
の
み
、

こ
れ
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
乙
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
再
び
回
〈
巾
止
の
に
よ
れ
ば
、

「
特
定
・
特
定
可
能
な
人
的
範
囲
か
ら
、

G
G
一
四
条

説

一
項
二
文
に
言
う
一
般
的
法
律
に
基
づ
き
適
法
に
取
得
し
た
具
体
的
財
産
的
権
利
を
剥
奪
す
る
こ
と
」
と
定
義
さ
れ
る
。
「
法
律
に
よ
り
」

(
4
)
 

直
接
に
行
わ
れ
る
も
の
が
「
立
法
収
用
」
(
『
四
回

-
S
E
m
Eロ
問
)
で
あ
り
、

「
法
律
に
基
づ
い
て
」
行
政
権
に
授
権
さ
れ
た
も
の
が
「
行
政

論

収
用
」
(
〉
島
B
Z
E
E
-
2
5巳
関
口

gm)
と
さ
れ
る
。

7 



憲法上の所有権?

こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
回
〈
巾
止
の
が
、
「
内
容
規
定
」
「
立
法
収
用
」
「
行
政
収
用
」
を
「
各
々
独
自
の
法
制
度
で
あ
っ
て
、

G
G
は
そ

(
5
)
 

れ
ら
を
互
い
に
明
瞭
に
区
切
っ
て
い
る
。
」
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
は
従
来
の
議
論
枠
組
の
決
定
的
転
換
を
意
味
す
る
。

(
6
)
 

従
来
の
枠
組
み
の
基
礎
を
作
っ
た
の
は
、
∞
の
国
連
合
部
一
九
五
二
年
六
月
一

O
日
判
決
(
賃
料
損
失
判
決
)
で
あ
る
。
同
判
決
も
や
は

8 

り
、
「
内
容
規
定
」
と
「
収
用
」
と
の
対
比
に
立
脚
す
る
。
ま
ず
、
「
内
容
規
定
し
は
「
一
般
的
で
あ
り
等
し
く
作
用
す
る
、
関
係
す
る
権

利
の
本
質
に
合
致
し
得
る
財
産
的
権
利
の
内
容
の
規
定
、
限
界
付
け
」
と
定
義
さ
れ
る
。
そ
の
規
制
が
必
要
と
な
る
根
拠
は
、
歴
史
的
情

勢
に
応
じ
て
規
定
さ
れ
る
社
会
的
拘
束
に
求
め
ら
れ
、
補
償
を
伴
わ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
「
収
用
」
は
次
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
る
。

「
法
律
に
よ
っ
て
許
容
さ
れ
た
所
有
権
へ
の
強
制
的
国
家
的
侵
害
で
、
・
・
:
関
係
す
る
個
人
あ
る
い
は
集
団
に
他
と
の
関
係
で
不
平
等
特

別
に
影
響
し
、
特
別
の
他
に
は
期
待
さ
れ
な
い
犠
牲
を
、
公
共
の
た
め
に
強
制
す
る
も
の
」
つ
ま
り
、
「
平
等
原
則
違
反
が
収
用
を
特
徴

(
8
)
 

付
け
る
」
こ
と
に
な
る
。
こ
の
場
合
、
平
等
原
則
を
回
復
さ
せ
る
た
め
に
補
償
が
必
要
に
な
る
。

一
見
し
た
と
こ
ろ
大
し
た
違
い
は
な
い
回
〈
巾
止
の
の
定
義
と
∞
の
出
の
定
義
で
あ
る
が
、
以
下
の
二
点
の
差
異
が
重
要
で
あ
る
o

第

一
に
、
切
の
国
の
定
義
で
は
「
内
容
規
定
か
収
用
か
」
と
い
う
問
題
と
、
補
償
の
要
否
と
が
直
接
に
連
動
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
「
内
零

規
定

u
無
補
償
」
「
収
用
日
補
償
」
と
い
う
二
分
法
が
成
立
し
、
そ
の
後
の
判
例
で
は
、
あ
る
規
制
が
「
収
用
的
処
分
な
の
か
、
原
告
の

(
9
)
 

土
地
が
他
の
全
て
の
所
有
権
と
同
様
服
し
て
い
る
社
会
的
拘
束
の
枠
内
に
あ
る
の
か
」
と
い
う
問
題
設
定
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で

あ
る
。
ま
た
、
補
償
の
要
否
に
対
す
る
判
断
か
ら
、
あ
る
規
制
が
「
内
容
規
定
」
か
「
収
用
」
か
を
決
し
よ
う
と
す
る
逆
推
論
も
こ
こ
か

ら
生
ま
れ
て
く
る
。

第
二
に
、
「
内
容
規
定
L

と
「
収
用
」
と
の
論
理
的
関
連
で
あ
る
。
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
、
回
〈
巾
止
の
は
両
者
を
そ
れ
ぞ
れ
「
独
自

の
法
制
度
」
と
し
て
、

一
四
条
一
項
二
文
に
い
う
規
律

互
い
の
移
行
を
否
定
す
る
。
「
内
容
規
定
的
条
項
は
、
そ
れ
が
違
憲
の
場
合
も
、

(
U
)
 

一
四
条
三
項
の
要
件
に
服
す
る
収
用
規
範
に
転
化
す
る
も
の
で
は
な
い
」
こ
の
点
は
、
切
の
国
の
定
義
に
あ

と
し
て
の
性
質
を
保
持
し
、



つ
で
も
一
応
は
異
な
ら
な
い
。
「
(
社
会
的
拘
束
に
基
づ
き
)
一
般
的
に
定
め
ら
れ
た
所
有
権
の
内
容
的
拘
束
と
限
界
付
け
は
、

収
用
で
は
な

い
O
i
-
-
-
そ
れ
が
、
拘
束
の
憲
法
上
又
は
法
律
よ
り
も
上
位
の
限
界
を
超
え
た
場
合
で
も
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
そ
れ
が
補
償
義
務
を
と
も

(

ロ

)

な
う
収
用
に
な
る
訳
で
は
な
い
。
限
界
を
超
え
た
場
合
、
む
し
ろ
立
法
行
為
が
無
効
に
な
る
。
」
し
か
し
、
切
の
国
は
次
の
よ
う
に
続
け

る
。
「
無
効
な
立
法
行
為
の
違
法
な
個
別
的
執
行
が
あ
っ
て
初
め
て
、
収
用
類
似
の
作
用
を
生
ず
る
こ
と
が
あ
り
う
る
」
こ
こ
で
は
、
傍

(

U

)

 

論
的
に
で
は
あ
る
が
、
裁
判
所
が
法
律
を
内
容
的
に
審
査
|
侵
害
が
権
利
の
種
類
に
一
般
的
に
特
徴
的
な
も
の
で
あ
る
か
、
実
質
的
根
拠

が
あ
る
か
ー
し
た
上
で
、

そ
の
執
行
が
「
特
別
の
犠
牲
」
を
発
生
さ
せ
る
場
合
は
補
償
を
与
え
る
と
い
う
可
能
性
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
法
律
よ
り
も
下
位
の
規
範
の
場
合
、
よ
り
端
的
に
「
所
有
権
の
社
会
的
拘
束
の
限
界
を
超
え
る
犠
牲
」
は
収
用
に
な
る
と
さ
れ

(
日
)

た
上
で
そ
の
限
界
設
定
が
問
題
と
さ
れ
る
。
(
い
わ
ゆ
る
「
関
値
理
論
」

(ω
岳
毛
色
g
F
7
2
)
)
。

」
の
よ
う
な
切
の
出
の
姿
勢
は
、

一
般
に
「
特
別
犠
牲
説
」
と
総
括
さ
れ
る
が
、
他
の
裁
判
所
や
学
説
に
は
こ
れ
に
対
す
る
異
論
も
見

ら
れ
た
。
「
侵
害
の
重
大
さ
と
範
囲
(
伊
「

5
2
5仏
が
お

3
5
)」
(
連
邦
行
政
裁
判
所
)
「
要
保
護
性

(
ω
n
E
R
主
主
百
Z
F
)
」
(
W
・
イ
ェ
リ

ネ
ッ
ク
)
「
受
忍
限
度

(
N
g
g
E
Z昇
。
伊
丹
)
」
(
シ
ュ
テ
ッ
タ
l
)
「
私
的
効
用

(
F
2
5
5
E間
宮
町
)
」
(
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
)
な
ど
の
概
念
が
提
起
さ
れ

(
凶
)

て
き
た
所
以
で
あ
る
。
こ
れ
ら
諸
説
は
、
切
の
出
(
あ
る
い
は
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
)
の
基
準
を
「
形
式
的
」
と
批
判
し
、
よ
り
「
実
質
的
観
点
」

か
ら
の
区
別
を
主
張
す
る
点
で
共
通
し
て
い
る
が
、
そ
の
批
判
は
単
な
る
理
論
的
見
地
か
ら
の
も
の
で
は
な
く
、
実
際
的
動
機
も
あ
っ
た

(
凶
)

と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
反
対
説
も
、
上
記
二
点
の
切
の
国
の
前
提
l

「
内
容
規
定
」
と
「
収
用
」
と
の
区
別
を
補
償
の
要
否
と

説

連
動
さ
せ
る
こ
と
、
「
内
容
規
定
」
的
法
律
が
(
間
接
的
に
)
「
収
用
」
に
転
化
す
る
こ
と
を
承
認
す
る
こ
と
ー
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な

(
印
)

く
、
そ
の
点
で
同
じ
土
俵
の
上
に
あ
っ
た
。

こ
こ
で
再
び
砂
利
採
取
決
定
に
立
ち
返
っ
て
み
よ
う
o

国
〈
巾
止
の
は
、
上
記
二
点
の
前
提
を
全
面
否
定
す
る
。
便
宜
後
者
か
ら
み
れ

論

ば
、
内
容
規
定
の
収
用
へ
の
転
化
は
明
確
に
否
定
さ
れ
て
い
る
o

先
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
内
容
規
定
的
法
律
が
直
接
収
用
に
転
化
す
る

9 



憲法上の所有権?

こ
と
が
な
い
と
い
う
の
は
、
回
〈
巾
氏
。
、
切
の
国
共
通
の
前
提
だ
っ
た
。
問
題
は
、
行
政
庁
に
よ
る
そ
の
執
行
な
の
だ
が
、
砂
利
採
取
決

10 

定
は
、
水
収
支
法
に
基
づ
い
た
申
請
拒
否
処
分
川
行
政
行
為
が
問
題
に
な
っ
た
、

ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
事
案
だ
っ
た
。
そ
の
違
法
を
理
由

と
し
て
提
起
さ
れ
た
損
失
補
償
請
求
訴
訟
に
対
し
て
、
∞
の
出
は
水
収
支
法
を
「
内
容
規
定
」
と
み
な
し
つ
つ
、
「
同
法
の
合
憲
性
に
つ

い
て
の
判
断
が
必
要
」
と
し
、
事
案
を
∞
〈
巾
止
の
に
移
送
し
た
o

し
か
し
、
こ
れ
に
対
し
て
回
〈
巾
止
の
は
、
「
(
内
容
規
定
的
法
律
が
合
憲

か
ど
う
か
と
い
う
問
題
は
)
収
用
法
的
観
点
か
ら
は
意
味
が
な
い
。

同
法
が
有
効
で
あ
ろ
う
と
無
効
で
あ
ろ
う
と
、

そ
れ
が
収
用
と
し
て
補

償
義
務
を
発
生
さ
せ
る
こ
と
は
な
い
。
:
:
:
行
政
庁
に
よ
る
か
か
る
規
定
の
適
用
も
、
補
償
義
務
を
伴
う
行
政
収
用
で
は
な
く
、
単
な
る

(
羽
)

法
律
の
執
行
で
あ
っ
て
、
も
ち
ろ
ん
訴
訟
に
よ
っ
て
取
り
消
さ
れ
う
る
」
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
至
っ
て
回
〈
巾
止
の
の
立
場
と
切
の
出

の
立
場
と
は
決
定
的
に
衝
突
す
る
こ
と
に
な
る
。

つ
い
で
前
者
で
あ
る
が
、
砂
利
採
取
決
定
は
「
内
容
規
定
」
「
収
用
し
そ
れ
ぞ
れ
の
概
念
を
「
補
償
」
か
ら
ひ
と
ま
ず
切
り
離
し
て
い

(
れ
)

(

n

)

る
o

と
は
い
え
、
収
用
に
補
償
を
与
え
る
こ
と
は
G
G
一
四
条
三
項
の
要
請
で
あ
り
、
問
題
は
「
補
償
を
と
も
な
う
内
容
規
定
」
と
い
う

カ
テ
ゴ
リ
ー
を
認
め
る
か
ど
う
か
で
あ
る
o

切
〈
m
止
の
は
、
砂
利
採
取
決
定
の
前
日
に
出
さ
れ
た
決
定
(
献
本
義
務
決
定
)
に
お
い
て
、
こ

の
点
に
つ
い
て
の
解
答
を
示
唆
し
て
い
る
。
同
決
定
で
は
、
出
版
物
の
一
部
を
国
立
図
書
館
に
献
本
す
べ
き
こ
と
を
義
務
づ
け
る
(
こ
と

を
授
権
す
る
)
ヘ
ッ
セ
ン
州
出
版
法
九
条
が
違
憲
と
さ
九
日
o

そ
の
際
、
出
版
法
は
「
献
本
と
い
う
形
に
お
い
て
現
物
給
付
義
務
を
一
般

抽
象
的
に
定
め
る
も
の
」
で
あ
り
、
収
用
で
は
な
く
内
容
規
定
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
の
上
で
決
定
は
、
費
用
償
還
措
置
な
し
の
献
本
義

務
が
「
巨
額
の
費
用
を
要
し
、
少
部
数
で
発
行
さ
れ
る
出
版
物
に
対
し
て
も
L

適
用
さ
れ
る
限
り
に
お
い
て
、
同
条
の
平
等
原
則
違
反
、

比
例
原
則
違
反
を
認
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
決
定
は
、
一
般
に
「
補
償
を
要
す
る
内
容
規
定
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
承
認
し
た

(
お
)

も
の
と
受
け
取
ら
れ
て
い
る
。
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
「
補
償
を
要
す
る
内
容
規
定
」
を
承
認
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
補
償
を
裁
判
所

で
直
接
請
求
で
き
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
場
合
、
立
法
者
が
補
償
を
定
め
て
い
な
け
れ
ば
法
律
は
違



憲
と
な
る
が
、
砂
利
採
取
決
定
の
判
旨
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
関
係
者
に
補
償
請
求
権
は
発
生
し
な
い
。
そ
し
て
献
本
義
務
決
定
が
述

(
幻
)

べ
る
よ
う
に
、
立
法
者
に
は
新
た
な
法
形
成
の
複
数
の
可
能
性
が
開
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
循
環
論
法
」
?

2 項
二
文
に
言
う
、

先
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
砂
利
採
取
決
定
は
、
収
用
(
立
法
収
用
・
行
政
収
用
)
の
対
象
た
る
具
体
的
財
産
的
権
利
を
「
G
G
一
四
条
一

一
般
的
効
力
を
持
つ
法
律
に
基
つ
い
て
適
法
に
取
得
さ
れ
た
も
の
」
と
規
定
し
て
し
泌
o

こ
の
見
解
は
、
必
ず
し
も
新

奇
な
も
の
で
は
な
い
。
決
定
が
引
用
す
る
堤
防
判
決
に
は
、
「
法
律
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
所
有
権
の
み
が
所
有
権
保
障
の
対
象
で
あ
り
、

(

却

)

憲
法
上
の
保
護
を
受
け
る
。
」
と
い
う
極
め
て
明
快
な
論
述
が
既
に
含
ま
れ
て
い
る
。

(ω) 

お
そ
ら
く
砂
利
採
取
決
定
が
従
来
の
実
務
を
覆
す
も
の
だ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
「
循
環
論
法
」
あ
る

(
出
)

い
は
「
憲
法
的
保
護
の
終
鷲
」
と
い
う
厳
し
い
批
判
が
浴
び
せ
ら
れ
た
。
確
か
に
、
こ
れ
ら
学
説
が
い
う
よ
う
に
、
「
収
用
」
概
念
を
用

い
て
立
法
の
憲
法
適
合
性
を
審
査
し
そ
れ
を
統
制
し
て
い
く
可
能
性
は
、
砂
利
採
取
決
定
に
よ
っ
て
決
定
的
に
狭
め
ら
れ
た
と
い
え
る
だ

し
か
し
、

ろ
う
o

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
砂
利
採
取
決
定
が
立
法
者
の
恋
意
に
途
を
聞
く
も
の
だ
と
は
言
え
な
い
。
先
に
示
し
た
よ
う
に
、
決
定
と
時

期
を
同
じ
く
し
て
、
回
〈
巾
同
町
の
は
所
有
権
に
関
す
る
こ
つ
の
内
容
規
定
的
法
律
に
つ
い
て
違
憲
判
決
を
下
し
て
い
る
。
砂
利
採
取
決
定
の

意
味
は
、
何
よ
り
も
、
「
収
用
」
か
ら
「
内
容
規
定
」
へ
と
議
論
の
場
を
移
動
さ
せ
た
こ
と
に
あ
る
。

(
お
)

で
は
そ
の
よ
う
な
「
一
四
条
三
項
か
ら
一
項
へ
の
実
質
的
問
題
の
移
動
」
に
は
何
か
意
味
が
あ
る
の
か
?
「
収
用
」
概
念
に
よ
る
統
制

が
、
個
人
的
財
産
的
権
利
の
存
否
、

つ
い
で
そ
れ
に
対
す
る
侵
害
の
有
無
と
い
う
主
観
法
的
問
題
設
定
を
意
味
す
る
の
に
対
し
て
、
「
内

説

容
規
定
」
の
違
憲
審
査
は
あ
く
ま
で
客
観
法
的
統
制
で
あ
る
。
主
観
法
か
ら
客
観
法
へ
の
焦
点
の
移
動
は
、
所
有
者
の
視
点
か
ら
国
家
活

動
の
視
点
へ
の
移
動
と
言
い
替
え
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
「
収
用
」
の
有
無
と
い
う
問
題
設
定
に
あ
っ
て
は
、
所
有
者
の
権
利
の
実
体
的
内

論

容
を
具
体
化
し
、
主
観
的
不
可
侵
領
域
を
構
成
す
る
こ
と
が
試
み
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
「
内
容
規
定
」
の
合
憲
判
断
に
あ
っ
て
は
、
国

11 



家
活
動
を
比
例
原
則
・
平
等
原
則
の
よ
う
な
、
客
観
法
的
・
裁
量
統
制
的
手
法
で
統
制
し
て
い
く
ア
プ
ロ
ー
チ
が
取
ら
れ
る
こ
と
に
な
る

12 

憲法上の所有権?

の
で
あ
る
。

3 

本
質
内
容

こ
の
変
化
を
示
し
て
い
る
の
が
、
基
本
権
の
「
本
質
内
容
(
者
22ω
間
喜
善
)
し
と
所
有
権
と
の
関
係
に
関
す
る
理
解
で
あ
る
o
G
G
一

九
条
二
項
は
、
「
い
か
な
る
場
合
で
も
基
本
権
を
そ
の
本
質
内
容
に
お
い
て
侵
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
定
め
て
い
る
。

一
九
七
三
年
の

切
の
同
の
判
例
は
、
内
容
規
定
と
収
用
と
の
区
別
が
通
常
平
等
原
則
侵
害
の
有
無
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
と
論
じ
た
上
で
、
「
ま
た
、
所
有

(
お
)

権
の
本
質
内
容
が
侵
さ
れ
る
と
き
は
、
常
に
収
用
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
「
本
質
内
容
」
は
客
観
法
的
限
界
川
平
等
原
則
と

切
り
離
さ
れ
た
実
体
的
な
も
の
と
観
念
さ
れ
、
規
制
の
目
的
を
問
わ
ず
侵
す
こ
と
が
で
き
な
い
排
他
的
な
領
域
と
理
解
さ
れ
て
い
る
と
考

(
お
)

え
ら
れ
る
。
こ
の
点
、
リ

I
デ

ィ

ン

グ

ケ

l

ス
の
賃
料
損
失
判
決
の
立
場
は
な
お
微
妙
だ
っ
た
。
「
所
有
権
保
障
は
法
律
よ
り
も
上
位
で

あ
る
か
ら
、
そ
れ
が
(
所
有
権
の
内
容
規
定
に
よ
っ
て
)
そ
の
本
質
内
容
に
お
い
て
侵
さ
れ
る
こ
と
、

そ
の
実
体

(ω
与
え
EN)
に
お
い
て
損

な
わ
れ
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
:
:
:
制
限
の
理
由
と
な
る
実
質
的
根
拠

(
E
n
r
F
Z

円。E
ロ
仏
)
が
必
然
的
に
要
請
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
よ

(
幻
)

り
も
強
く
、
広
範
に
所
有
権
を
制
限
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
」
と
す
る
判
旨
は
、
制
限
の
「
根
拠
」
と
権
利
と
の
相
関
関
係
を
問
題
に

(

持

)

(

持

)

い
わ
ゆ
る
「
相
対
説
」
の
文
脈
で
理
解
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
理
解
は
全
面
的
に
誤
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ

す
る
も
の
で
あ
り
、

こ
で
基
本
権
の
超
国
家
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
「
実
体
」
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
着
目
す
れ
ば
、
異
な
っ
た
理
解

(
拍
)

も
可
能
で
あ
ろ
う
。

お
そ
ら
く
従
来
の
見
解
に
立
脚
し
た
上
で
、
水
収
支
法
の
規
定
を

(
引
)

「
本
質
内
容
保
障
の
領
域
に
ま
で
達
す
る
よ
う
な
侵
害
」
で
あ
り
違
憲
と
考
え
ら
れ
る
と
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
∞
〈
巾
広
の
は
、

砂
利
採
取
決
定
の
立
場
は
全
く
異
な
る
。
切
の
出
の
移
送
決
定
は
、

「
内
容
限
界
規
定
に
あ
た
り
立
法
者
に
課
さ
れ
た
限
界
は
、

G
G
一
四
条
一
項
一
文
の
制
度
保
障
・
現
状
保
障
お
よ
び
比
例
原
則
か
ら
直



(
位
)

接
に
生
じ
る
。
こ
の
限
界
が
遵
守
さ
れ
て
い
る
限
り
、

G
G
一
九
条
二
項
の
侵
害
は
存
し
な
い
O
L

と
す
る
。
つ
ま
り
、
少
な
く
と
も
所

(
必
)

有
権
の
内
容
規
定
に
関
す
る
限
り
、
「
本
質
内
容
」
概
念
の
道
具
概
念
性
は
否
定
さ
れ
、
同
条
は
「
宣
言
的
意
義
」
し
か
有
し
な
い
こ
と

に
な
る
。
主
観
法
的
実
体
的
領
域
を
構
成
し
よ
う
と
い
う
方
法
は
退
け
ら
れ
、
こ
こ
で
も
ま
た
比
例
原
則
・
制
度
保
障
な
ど
の
客
観
法
的

限
界
が
強
調
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

4 

客
観
法
の
優
位

し
か
し
そ
も
そ
も
客
観
法
の
優
位
と
は
、
賃
料
損
失
判
決
が
「
収
用
H
平
等
原
則
違
反
」
と
い
う
定
式
を
確
立
さ
せ
た
と
き
に
既
に
敷

か
れ
て
い
た
レ
l

ル
だ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
さ
に
こ
の
定
式
は
、
立
法
に
先
在
す
る
と
こ
ろ
の
所
有
権
の
実
体
的
具
体
的
内
容
が
存
在

す
る
と
い
う
観
念
の
放
棄
を
も
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
賃
料
損
失
判
決
と
異
な
っ
た
立
場
に
立
つ
学
説
の
多
く
に
あ
っ
て
も
こ
の
点
は

異
な
ら
な
い
。
ま
ず
、

w
・
イ
エ
リ
ネ
ッ
グ
の
「
要
保
護
性
説
」
は
、
①
侵
害
の
強
度
②
影
響
を
受
け
る
者
の
範
囲
③
侵
害
の
目
的
④
相

手
方
へ
の
対
価
⑤
権
力
分
立
⑥
付
款
の
有
無
⑦
対
象
物
の
価
値
の
有
無
⑧
憲
法
制
定
以
前
の
法
か
ど
う
か
な
ど
を
総
合
的
に
判
断
し

て
、
収
用
該
当
性
を
決
し
よ
う
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
連
邦
行
政
裁
判
所
の
「
重
大
説
」
が
「
侵
害
の
重
大
性
と
範
囲
と
い
う
実
質
的

基
準
」
の
名
の
下
に
特
に
注
目
し
た
の
は
、
侵
害
が
「
歴
史
的
に
内
容
規
定
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
き
た
も
の
」
か
、
「
第
一
次
大
戦

(
胡
)

後
、
:
:
・
現
代
国
家
が
そ
の
任
務
の
変
化
に
と
も
な
っ
て
行
う
よ
う
に
な
っ
た
も
の
」
か
と
い
う
歴
史
的
観
点
だ
っ
た
。
こ
れ
ら
学
説
も

ま
た
、
国
家
活
動
の
側
の
観
点
と
所
有
権
者
の
側
の
観
点
と
を
相
関
的
に
捉
え
る
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
本
来
的
に
は
客
観
法
的
観
点
に

よ
り
な
じ
む
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
、
所
有
権
の
「
本
質
内
容
」
を
「
私
的
効
用
」

(
u
私
的
イ
ニ
シ
ァ
テ
ィ
ヴ
と
私
的
利
益
)
に
見
い
出

説

し
、
そ
れ
が
失
わ
れ
た
か
ど
う
か
を
「
収
用
」
と
「
内
容
規
定
」
の
区
別
の
基
準
と
す
る
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
の
「
私
的
効
用
説
」
は
か
な
り

(
灯
)

性
格
を
異
に
す
る
は
ず
だ
っ
た
。
し
か
し
、
彼
の
論
文
も
経
済
制
度
全
体
の
「
私
的
効
用
性
」
を
主
張
し
て
市
場
経
済
を
擁
護
す
る
こ
と

(
岨
)

に
か
な
り
の
比
重
が
置
か
れ
て
い
る
し
、
「
私
的
効
用
」
概
念
を
継
受
し
た
∞
〈
巾
止
の
も
、
そ
れ
を
内
容
規
定
と
収
用
の
区
別
に
直
ち
に

13 

論



道
具
概
念
と
し
て
用
い
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
も
そ
も
、
公
的
規
制
の
必
要
性
の
有
無
と
切
り
離
し
、
所
有
権
の
実
体
的
内
容
を
所
有

14 

憲法上の所有権?

者
の
側
の
視
点
か
ら
の
み
構
成
し
よ
う
と
す
る
試
み
は
、
徹
底
す
れ
ば
そ
れ
を
極
端
に
肥
大
さ
せ
る
か
ミ
ニ
マ
ム
に
ま
で
縮
小
す
る
か
し

か
な
く
、
実
効
的
な
統
制
を
可
能
に
す
る
よ
う
な
結
論
に
た
ど
り
着
く
こ
と
は
困
難
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

「
社
会
的
拘
束
」
と
「
内
容
規
定
」

「G
G
一
四
条
二
項
に
言
う
所
有
権
の
社
会
的
拘
束
は
、
所
有
権
の
義
務
と
制
限
と
を
言
い
直
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
規
定

(
g
E
B
Bゆ
と
す
る

の
は
立
法
者
で
あ
り
、
一
四
条
一
項
二
文
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
権
限
の
枠
内
で
一
般
抽
象
的
に
行
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
権
限
は
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
に

も
国
の
行
政
庁
に
も
属
さ
な
い
。
そ
れ
ら
が
個
々
の
市
民
の
所
有
権
を
一
私
企
業
の
た
め
に
社
会
的
拘
束
に
服
さ
せ
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
」
(
ケ
I

(
印
)

ブ
ル
カ

l
判
決
)

G
G
一
四
条
二
項
は
「
所
有
は
義
務
づ
け
る
。
そ
の
行
使
は
同
時
に
公
共
の
福
祉
に
役
立
た
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
る
。
こ
の
条
文

は
通
常
「
社
会
的
拘
束
」

(
ω
0
3
5
5
Eロ問

-
r
s
f
r
E
E
b
~
)
の
規
定
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
か
点
、
こ
の
条
項
と
「
内
容
規
定
」
条

一
項
二
文
が
内
容
規
定
の
権
限
を
「
法
律
」
に
留
保
し
て

項
(
一
項
二
文
)
と
の
関
係
を
ど
う
と
ら
え
る
か
が
問
題
に
な
る
。
そ
し
て
、

い
る
た
め
、
こ
の
問
題
は
立
法
権
と
そ
の
他
の
権
力
|
行
政
権
・
司
法
権
ー
と
の
権
限
争
い
に
直
接
に
関
わ
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

第
一
説
は
、
「
内
容
規
定
」
と
「
社
会
的
拘
束
」
と
の
区
別
を
強
調
す
る
。
前
者
は
立
法
者
の
み
の
任
務
で
あ
る
の
に
対
し
、
後
者
は

立
法
を
ま
た
ず
し
て
憲
法
か
ら
直
接
に
導
か
れ
、
所
有
者
を
義
務
づ
け
る
。
従
っ
て
、
法
律
が
未
だ
具
体
化
し
て
い
な
い
限
り
で
、
裁
判

(

門

出

)

所
は
「
社
会
的
拘
束
」
に
つ
い
て
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
第
二
説
は
、
「
内
容
規
定
」
と
「
社
会
的
拘
束
」
と
を
同
視
す
る
。
後
者
は
前
者
に
吸
収
さ
れ
、
「
一
元
的
法
律
の
留

(
M
)
 

保
」
に
服
す
る
も
の
と
さ
れ
る
。
「
所
有
権
の
内
容
と
限
界
、
従
っ
て
(
強
調
は
引
用
者
)
社
会
的
拘
束
を
規
定
す
る
の
は
立
法
者
の
み
で

(
防
)

あ
る
」
と
い
う
の
で
あ
る
。



(
日
)

冒
頭
に
示
し
た
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
判
決
の
判
旨
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
回
〈
叩
同
町
の
は
第
二
説
に
与
し
た
。
ベ

1
7
1
は
こ
の
点
を
よ

民り
は明
彼快
tこ『こ
何断
が言
要す
求る
さ。

れ「
所て十

い ..... 
るヌ

土語
Z 的
法地
伴
位
の
ムを

区間
手守
-/、る
と
ヲ権
'，"，艮

E庄
が主主
で日
者
き の
ねマ

f} ~c. 
pE 帰

z空
L 、 4
のも
で
あ
る巴持
'-ぷ品、

治
既
に国
ご原
こ理
プ の
イ
要
ン
J 請

んと
テし
ンて
判、

決市

が
、
「
内
容
規
定
」
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
べ
き
「
社
会
モ
デ
ル
」
(
後
述
E
四
)
の
下
位
概
念
と
し
て
「
一
四
条
二
項
の
社
会
的
要
請
」

(
時
)

を
挙
げ
て
い
た
こ
と
で
こ
の
よ
う
な
展
開
は
予
想
で
き
た
。
砂
利
採
取
決
定
は
、
当
然
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
判
決
の
考
え
方
を
引
き
継
い
で
い

る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
決
定
は
、

G
G
一
四
条
に
関
わ
る
法
令
を
「
内
容
規
定
」
「
立
法
収
用
」
「
行
政
収
用
」
の
三
類
型
に
区
分
す

る
。
(
前
述
E

一
1
)
後
二
者
の
区
別
を
さ
し
あ
た
り
無
視
す
れ
ば
こ
こ
で
は
「
内
容
規
定
|
収
用
」
の
二
分
法
が
と
ら
れ
て
い
る
o

∞
の
出

の
判
例
で
と
ら
れ
て
い
た
「
社
会
的
拘
束
|
収
用
」
と
い
う
用
語
は
用
い
ら
れ
ず
、
ま
し
て
や
「
内
容
規
定
社
会
的
拘
束
|
収
用
」
と

(ω) 

い
う
三
分
法
は
明
確
に
否
定
さ
れ
て
い
る
。
「
社
会
的
拘
束
」
は
「
内
容
規
定
」
に
吸
収
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

私
法
的
規
定
と
公
法
的
規
定

「
所
有
者
の
憲
法
上
の
法
的
地
位
の
規
定
に
あ
た
り
、
民
事
法
と
公
法
的
法
規
は
同
格
に
協
働
す
る
の
で
あ
る
。
民
事
法
的
所
有
秩
序
は
所
有
権
の
最

終
的
な
内
容
限
界
規
定
で
は
な
い
。
私
法
上
の
所
有
権
規
定
は
、

G
G
一
四
条
の
枠
内
で
財
産
的
規
律
に
関
わ
る
公
法
的
規
定
に
対
し
て
優
先
す
る
も

(
引
)

の
で
は
な
い
」
(
砂
利
採
取
決
定
)

決
定
は
、
砂
利
採
取
決
定
の
上
の
よ
う
な
判
旨
は
、
直
接
的
に
は
、
切
の
出
の
移
送
決
定
(
〈
2
E問
。

g
m
n
y
Z
F
)

に
対
す
る
反
論
で
あ
っ
た
。
同

B
G
B
(ド
イ
ツ
民
法
)
九

O
五
条
一
文
(
「
土
地
所
有
者
の
権
利
は
、
地
面
の
上
部
の
空
間
と
下
部
の
土
壌
(
開
三

E
弓
2
)
に
及
ぶ
」
)

1 

説

か
ら
「
土
地
所
有
は
そ
の
土
地
に
存
す
る
地
下
水
を
利
用
す
る
権
限
を
も
含
む
」
こ
と
が
帰
結
さ
れ
る
と
し
た
上
で
、
「
水
収
支
法
に
よ

論

っ
て
こ
の
権
限
は
著
し
く
制
限
さ
れ
る
。
:
:
:
公
法
的
利
用
秩
序
が
地
下
水
の
自
由
な
掌
握

(Naュ
ロ
)
を
強
く
制
限
す
る
」
と
問
題
を

(
位
)

設
定
し
て
い
た
c

そ
の
限
り
で
、
切
の
同
は
、
「
ま
ず
民
法
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
所
有
権
の
内
容
が
、
公
法
規
定
に
よ
っ
て
再
び
制
限

15 



さ
れ
る
」
と
い
う
問
題
設
定
を
と
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

16 

憲法上の所有権?

砂
利
採
取
決
定
は
、
移
送
決
定
の
こ
の
よ
う
な
理
解
の
端
緒
を
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
の
文
化
財
保
護
法
判
決
の
次
の
よ
う
な
判
旨
に
求
め
て

い
る
o

「
同
条
(
ワ
イ
マ
l

ル
憲
法
一
五
三
条
三
項
)
に
言
う
収
用
は
、
所
有
者
が
、

B
G
B
九

O
三
条
に
よ
る
そ
の
所
有
物
に
対
し
て
任
意

(
臼
)

に
ふ
る
ま
う
権
利
を
第
三
者
の
た
め
に
侵
害
さ
れ
た
と
き
に
既
に
認
め
ら
れ
る
。
」
周
知
の
よ
う
に
、
「
あ
る
物
の
所
有
者
は
、
法
律
又
は

第
三
者
の
権
利
が
対
抗
し
な
い
限
り
そ
の
物
を
任
意
に
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
、
他
者
の
あ
ら
ゆ
る
関
与
を
排
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
」

よ
う
な
B
G
B
九

O
三
条
H

一
般
に
い
わ
ゆ
る
「
絶
対
的
所
有
権
」
を
表
象
す
る
規
定
と
し
て
理
解
さ
れ
て
き
た
。
切
の
出
は
そ
の

「
即
自
的
に
は
包
括
的
な
、
憲
法
上
保
障
さ
れ
た
所
有
権
」
を
前
提
と
し
て
い
る
と
い
う
の
が
砂
利
採
取
決

と
定
め
る
B
G
B
九

C
コ
一
条
は
、

定
の
理
解
で
あ
る
。

し
か
し
、
砂
利
採
取
決
定
は
あ
ま
り
区
別
を
意
識
し
て
い
な
い
が
、
所
有
権
が
「
ま
ず
民
法
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
」
と
い
う
こ
と
と

「B
G
B
九

O
三
条
日
絶
対
的
所
有
権
を
前
提
と
し
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
と
は
必
ず
し
も
同
一
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
民
法
の
相
隣
関
係

的
規
定

(
B
G
B
九
O
六
条
)
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
前
者
で
あ
れ
ば
そ
れ
は
当
然
に

内
容
規
定
で
あ
る
し
、
後
者
で
あ
れ
ば
さ
し
あ
た
り
は
所
有
権
に
対
す
る
「
制
限
」
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

そ
こ
で
使
宜
二
つ
の
理
念
型
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
に
は
、
民
法
(
あ
る
い
は
そ
の
他
の
私
法
的
法
律
)
に
よ
っ
て
「
私
法

的
所
有
権
概
念
」
が
成
立
し
て
い
る
と
観
念
し
、
そ
れ
に
対
し
て
公
法
的
規
定
が
制
限
を
加
え
る
と
い
う
モ
デ
ル
で
あ
る
。
こ
れ
を
仮
に

「
私
法
秩
序
モ
デ
ル
」
と
呼
ぶ
。
第
二
に
は
、
「
B
G
B
九

O
三
条
u
絶
対
的
所
有
権
」
を
先
在
す
る
所
有
権
と
し
て
観
念
し
、

そ
れ
に

対
し
て
(
民
法
の
相
隣
関
係
的
規
定
を
含
む
)
私
法
的
法
規
・
公
法
的
法
規
が
制
限
を
加
え
る
と
い
う
モ
デ
ル
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
九

O
三

条
モ
デ
ル
」
と
呼
ぶ
。

2 

冒
頭
に
引
用
し
た
砂
利
採
取
決
定
の
判
旨
|
「
民
法
と
公
法
的
法
律
が
同
格
に
協
働
す
る
」
は
、

「
私
法
秩
序
モ
デ
ル
」
を
明
確



か
つ
て
一
九
五
一
一
年
の
判
決
で
、
「
G
G

(
臼
)

ろ
の
所
有
権
と
い
う
法
制
度
を
保
護
し
て
い
る
L

と
述
べ
て
い
た
。
こ
の
五
二
年
判
決
と
砂
利
採
取
決
定
と
の
聞
に
基
本
的
な
転
換
が
あ

(“) 

る
と
考
え
る
の
が
お
そ
ら
く
は
通
説
的
な
理
解
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
否
定
す
る
見
解
も
あ
る
。
判
決
の
当
事
者
ベ

l
マ
l

は
、
五
二
年
判

決
は
所
有
権
の
対
象
に
つ
い
て
の
判
示
で
あ
り
、
所
有
者
の
権
利
に
つ
い
て
の
民
法
と
公
法
的
規
定
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
問
題
に
は
何

(

門

別

)

等
の
解
答
も
与
え
て
い
な
い
、
従
っ
て
両
者
に
は
矛
盾
は
な
い
と
す
る
o

逆
に
砂
利
採
取
決
定
を
五
二
年
判
決
に
引
き
つ
け
て
理
解
し
ょ

に
否
定
し
て
い
る
。
回
〈
巾
止
の
は
、

(
一
四
条
)
は
、
民
法
と
社
会
通
念
が
形
成
し
て
き
た
と
こ

ま
た
「
社
会
通

(ω) 

念
」
に
公
法
的
規
定
を
読
み
込
む
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
従
っ
て
、
砂
利
採
取
決
定
は
力
点
の
移
動
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
切
の
国
の
立
場
は
ど
う
か
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
砂
利
採
取
決
定
は
、
「
切
の
回
日
民
法
九

O
三
条
」
と
い
う
理
解
を
提
示

(
師
)

そ
の
根
拠
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
移
送
決
定
の
「
G
G
一
四
条
一
項
二
文
及
び
B
G
B
九

O
三
条
に
言
う
所
有
権
」
と

う
と
す
る
の
が
ラ
イ
ス
ナ
ー
で
あ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
私
有
財
産
は
警
察
的
内
在
的
制
約
に
も
と
よ
り
服
し
て
い
る
し
、

す
る
の
だ
が
、

い
う
い
わ
ば
片
言
隻
句
の
み
で
あ
る
。
移
送
決
定
の
判
旨
を
見
て
も
、
そ
こ
で
検
討
さ
れ
て
い
る
の
は
専
ら
B
G
B
九

O
五
条
で
あ
っ
て

(
叩
)

九
O
三
条
で
は
な
い
し
、
砂
利
採
取
決
定
が
挙
げ
る
賃
料
損
失
判
決
に
も
実
は
B
G
B
九

O
三
条
へ
の
言
及
は
み
ら
れ
ず
、
む
し
ろ
所
有

(
口
)

権
の
内
容
が
「
一
定
の
限
界
内
で
歴
史
的
に
変
化
し
得
る
」
こ
と
を
認
め
る
判
旨
に
は
そ
の
よ
う
な
位
置
づ
け
を
た
め
ら
わ
せ
る
も
の
が

あ
る
。む
し
ろ
切
の
出
の
立
場
は
、

さ
き
に
挙
げ
た
「
私
法
秩
序
モ
デ
ル
」
に
よ
り
近
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
民
法

の
み
で
内
容
規
定
が
尽
き
て
い
る
の
で
は
な
く
、

そ
れ
は
補
完
修
正
を
伴
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
一
つ
の
現
れ
が
、
既
に
触
れ
た
「
状

説

況
拘
束
性
」
論
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
H
四
で
改
め
て
検
討
す
る
。

3 

さ
て
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
砂
利
採
取
決
定
は
「
私
法
秩
序
モ
デ
ル
」
を
明
確
に
拒
絶
し
て
い
る
の
だ
が
、
「
九

O
三
条
モ
デ
ル
」
に

論

つ
い
て
は
ど
う
か
。
ク
レ
ッ
シ
ェ
ル
は
、

B
G
B
九

O
三
条
は
以
下
の
二
点
で
基
本
権
と
し
て
の
所
有
権
の
構
造
要
素
を
示
し
て
い
る
と

17 



憲法上の所有権?

す
る
o

①
法
律
に
よ
っ
て
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
権
利
を
、
そ
れ
で
も
先
在
す
る
も
の
と
し
て
承
認
す
る
と
い
う
、
市
民
的
法
治
国
の

(
η
)
 

伝
統
に
沿
っ
た
法
律
観
②
自
由
が
制
限
に
対
し
て
原
則
的
に
優
先
す
る
こ
と
。
所
有
権
概
念
の
輪
郭
を
形
作
る
の
は
、
「
民
法
的
所
有
権
」

(η) 

で
あ
り
、
そ
の
中
核
は
九

O
一
子
一
条
だ
と
い
う
の
で
あ
る
o

シ
ュ
ル
テ
の
場
合
、
こ
の
よ
う
な
発
想
は
さ
ら
に
徹
底
さ
れ
て
い
る
o

彼
に
よ

18 

れ
ば
、
実
体
的
法
規
範
は
常
に
「
原
則
と
例
外
」
|
「
禁
じ
ら
れ
て
い
な
い
も
の
は
常
に
許
さ
れ
て
い
る
」
ー
と
い
う
思
考
図
式
で
表
わ
さ

れ
る
。
こ
れ
を
所
有
権
の
「
内
容
」
と
「
侵
害
」
と
の
関
係
に
あ
て
は
め
れ
ば
、
「
内
容
」
H

全
面
的
な
所
有
者
の
自
由
と
い
う
形
式
的
原

則
、
「
侵
害
」
H

上
の
原
則
か
ら
の
あ
ら
ゆ
る
例
外
と
い
う
こ
と
に
な
る
o

従
っ
て
、
所
有
権
に
つ
い
て
の
規
範
は
形
式
的
意
味
で
は
全
て

「
侵
害
」
で
あ
り
、
「
所
有
権
は
内
容
的
に
は
『
侵
害
』
規
範
に
よ
っ
て
初
め
て
輪
郭
を
獲
得
す
る
。
こ
れ
ら
侵
害
規
範
が
所
有
権
に
法

的
内
容
を
も
っ
た
形
象
を
与
え
る
の
で
あ
る
o
」
そ
の
結
果
、
①
私
法
規
範
で
あ
れ
、
警
察
的
規
制
で
あ
れ
、
形
式
的
に
は
「
侵
害
」
と

位
置
づ
け
ら
れ
、
②
「
侵
害
」
の
存
否
と
補
償
の
要
否
は
切
り
離
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
シ
ュ
ル
テ
は
、
現
実
的
・
歴
史
的
に
所
有
権
に

課
さ
れ
た
制
約
を
い
さ
さ
か
も
否
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
彼
の
議
論
は
あ
く
ま
で
「
思
考
図
式
」
と
し
て
展
開
さ
れ
た
も
の

(

山

内

)

で
あ
り
、
所
有
権
の
実
質
的
内
容
と
は
厳
密
に
区
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
た
び
た
び
強
調
さ
れ
て
い
る
o

逆
に
言
え
ば
、
現
実
の

私
法
制
度
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
結
果
、
所
有
権
は
極
度
に
観
念
化
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
シ
ュ
ル
テ
の
議
論
と
全
く
対
腕
的
に
「
侵
害
制
約
思
考
の
一
掃
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
掲
げ
る
の
は
、

(
打
)

年
に
出
版
さ
れ
た
へ

l
ベ
ル
レ
の
博
士
論
文
『
G
G
一
九
条
二
項
の
本
質
内
容
保
障
』
で
あ
る
o

彼
に
よ
れ
ば
、
「
適
法
的
侵
害
な
ど
存

一
九
六

在
し
な
い
。
侵
害
は
違
法
で
あ
り
憲
法
上
許
さ
れ
な
い
」
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
で
立
法
権
の
制
限
が
志
向
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な

ぃ
。
彼
に
よ
れ
ば
、
「
内
在
的
な
基
本
権
の
限
界
を
具
体
化
す
る
立
法
者
は
、
基
本
権
を
侵
害
す
る
の
で
も
相
対
化
す
る
の
で
も
な
く
、

む
し
ろ
そ
れ
を
確
認
し
保
障
し
規
定
す
る
の
だ
」
「
基
本
権
の
あ
ら
ゆ
る
限
界
付
け
(
伊
唱

3
2口
問
)
は
内
容
規
定
の
一
部
で
あ
る
」
と
さ

れ
、
む
し
ろ
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
立
法
者
重
視
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
と
い
ふ
問
。



砂
利
採
取
決
定
に
戻
ろ
う
。
「
(
所
有
権
か
ら
あ
る
権
限
を
除
外
す
る
に
あ
た
り
)
立
法
者
が
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
な
し
た
か
は
法
律
技
術
の

問
題
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
立
法
者
が
ま
ず
法
的
地
位
を
包
括
的
に
定
義
し
て
、
続
く
規
定
で
特
定
の
支
配
権
を
そ
れ
か
ら
除
外
し
た
と

す
る
と
、
そ
の
よ
う
に
制
限
さ
れ
た
法
的
地
位
の
み
が
当
事
者
に
最
初
か
ら
帰
属
す
る
こ
と
に
な
る
。
所
有
権
の
内
容
を
規
定
す
る
合
憲

的
法
律
の
総
体
か
ら
、

G
G
一
四
条
一
項
一
文
の
保
障
す
る
現
存
保
障
の
対
象
と
範
囲
が
、
そ
し
て
補
償
義
務
を
伴
う
権
利
剥
奪
が
い
つ

生
ず
る
か
が
決
定
さ
れ
る
」
と
決
定
は
述
べ
る
。
こ
の
判
示
は
、
上
の
「
九

O
一
二
条
モ
デ
ル
」
の
よ
う
な
考
え
方
を
も
否
定
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

既
に
堤
防
判
決
に
は
「
立
法
者
、
が
(
内
容
規
定
の
)
権

(
加
)

限
を
合
憲
的
に
行
使
し
た
場
合
に
は
、
そ
れ
は
基
本
権
の
制
限
(
何
吉
田
『
宮
古
田
間
)
で
は
な
い
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
ベ

1
7

そ
れ
で
は
切
〈
巾
止
の
自
身
は
ど
の
よ
う
な
モ
デ
ル
を
想
定
し
て
い
る
の
か
?

ー
は
次
の
よ
う
に
論
ず
る
。
「
(
立
法
者
に
よ
る
内
容
規
定
は
)
憲
法
上
の
意
義
に
お
け
る
所
有
権
観
念
に
組
み
入
れ
ら
れ
、
個
別
所
有
者
の

地
位
の
本
質
的
限
界
と
な
る
。
(
:
:
:
)
そ
れ
ら
規
範
が
適
用
さ
れ
る
と
き
、
行
政
は
所
有
権
を
侵
害
す
る
の
で
は
な
く
、
所
有
者
に
対
し

て
、
彼
の
法
的
地
位
に
公
益
上
の
理
由
か
ら
引
か
れ
た
限
界
線
を
宣
言
的
に
指
し
示
す
の
で
あ
る
。
か
か
る
状
況
に
『
侵
害
』
と
い
う
語

(
凱
)

を
用
い
る
の
は
避
け
た
方
が
よ
い
だ
ろ
う
」
所
有
権
に
関
わ
る
立
法
行
為
の
「
侵
害
」
性
を
否
定
す
る
こ
の
よ
う
な
理
解
は
前
述
の
へ

l

ベ
ル
レ
の
立
場
に
近
接
す
る
も
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
ベ

l
マ
l
の
立
場
を
直
ち
に
切
〈
巾
止
の
全
体
の
も
の
と
み
な
す
こ
と
は
で
き
な

ぃ
。
ま
た
、

へ
l
ベ
ル
レ
の
議
論
は
基
本
権
一
般
に
つ
い
て
展
開
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
所
有
権
に
は
、
そ
れ
を
保
障
す
る
基
本
法
の
条

説

文
自
体
が
内
容
規
定
を
法
律
に
委
ね
て
い
る
と
い
う
特
殊
性
が
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
回
〈
2
問
。
の
所
有
権
に
つ
い
て
の
立
場
を
基
本

(
m
U
)
 

権
全
般
に
押
し
広
げ
る
こ
と
に
は
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
判
旨
の
他
の
部
分
、

ま
た
こ
れ
ま
で
考
察
し
た
こ
と
を
総
合
的
に
考
え
あ
わ
せ
て
も
、
回
〈
巾
止
の
が
、
①
所
有
権
に
実
体
的

論

な
所
与
を
想
定
す
る
こ
と
か
ら
出
発
す
る
の
で
は
な
く
、
②
い
わ
ば
白
紙
の
上
に
所
有
権
の
輪
郭
を
描
く
よ
う
な
役
割
を
立
法
者
に
承
認

19 



憲法上の所有権?

(
一
定
の
限
界
に
は
服
す
る
が
)
し
、
③
そ
の
際
、
私
法
の
公
法
に
対
す
る
論
理
的
優
先
を
認
め
る
も
の
で
は
な
い
こ
と

(
幻
)

で
あ
ろ
う
。

20 

は
確
認
さ
れ
う
る

四

小
括
|
「
状
況
拘
束
性
」
と
「
社
会
モ
デ
ル
」

さ
て
、
こ
こ
ま
で
の
議
論
を
総
括
す
る
意
味
も
兼
ね
て
、
以
下
で
は
、
回
〈
巾
止
の
と
切
の
国
と
の
見
解
の
差
異
の
背
後
に
あ
る
、

L 、
わ

ば
「
思
考
図
式
」
に
接
近
す
る
こ
と
を
試
み
た
い
。
便
宜
∞
。
出
か
ら
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
、
ー
で
は
切
の
出
の
「
状
況
拘
束
性
」
論

の
検
討
を
通
じ
た
接
近
を
試
み
る
o

つ
い
で

2
で
は
、
こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
回
〈
巾
止
の
の
見
解
を
総
括
す
る
も
の
と
し
て
、
「
社
会

モ
デ
ル
」
の
概
念
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
な
る
。

l 

切
の
国
「
状
況
拘
束
性
」

(
制
)

切
の
固
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
「
状
況
拘
束
性
」
論
は
こ
れ
ま
で
日
本
で
も
し
ば
し
ば
紹
介
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
リ

I
デ
ィ
ン
グ
・

ケ
ー
ス
と
さ
れ
る
一
九
五
六
年
の
緑
地
帯
判
決
は
、
従
来
農
業
的
に
利
用
さ
れ
て
き
た
土
地
が
緑
地
帯
に
編
入
さ
れ
た
場
合
で
、
転
用
目

的
の
売
却
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
主
張
す
る
土
地
所
有
者
か
ら
の
補
償
請
求
を
退
け
た
事
例
で
あ
る
。

「
か
か
る
特
別
の
状
況
(
①
過
去
に
御
料
地
に
属
し
、
こ
れ
ま
で
農
業
に
利
用
さ
れ
て
い
る
②
住
宅
・
産
業
地
域
の
中
に
あ
る
③
か
か
る
地
域
で
は
住

民
の
健
康
上
の
理
由
か
ら
緑
地
帯
の
必
要
性
が
高
い
。
)
の
下
に
あ
る
土
地
所
有
権
は
、
実
定
法
の
規
定
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
『
そ
の
性
質
上

(
Z
E
2

Z
己
目

E
n
y
)
』
限
定
的
な
、
(
法
的
な
意
味
で
の
)
義
務
負
担
性

(
E
z
n
r
z間
r
Z
)
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
こ
の
義
務
負
担
性
は
、
法
律
の
よ
り
具

体
的

(
E
Y
2
0
)
規
定
に
よ
っ
て
(
法
的
な
意
味
で
の
)
義
務

(zznT)
へ
と
凝
縮
し
得
る
も
の
で
あ
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
所
有
権
か
ら
生
じ

う
る
多
く
の
個
別
的
利
用
権
限
の
内
の
一
つ
を
禁
ず
る
こ
と
に
も
な
る
も
の
で
あ
る
」
そ
の
場
合
、
所
有
者
の
自
由
は
実
質
的
に
侵
害
さ
れ
て
は
い
な

い
。
な
ぜ
な
ら
、
①
従
来
実
現
し
て
い
な
い
利
用
形
態
の
一
つ
が
禁
じ
ら
れ
た
だ
け
で
あ
り
、
他
に
も
多
く
の
権
限
が
残
っ
て
い
る
②
義
務
負
担
性
を

負
っ
て
い
る
全
て
の
土
地
に
上
の
よ
う
に
制
限
が
課
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
れ
は
平
等
原
則
に
反
す
る
も
の
で
は
な
く
、
制
限
は
社
会
的

(
邸
)

拘
束
の
具
体
化
で
あ
る
。



(
郎
)

ま
ず
注
目
す
べ
き
は
、
「
義
務
負
担
性
」
と
い
う
構
成
の
巧
み
き
で
あ
る
。
第
一
に
、
「
平
等
原
則
」
と
の
関
係
で
あ
る
。
賃
料
損
失
判

決
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
た
、
「
収
用
H

平
等
原
則
違
反
」
と
い
う
枠
組
を
前
提
と
す
る
限
り
、

お
よ
そ
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
地
区
指
定
型
規

制
は
困
難
な
説
明
を
強
い
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
平
等
原
則
は
実
質
的
理
由
に
基
づ
く
区
別
を
排
除
す
る
も
の
で
は
な
い
の
だ
が
、

た
と
え

ば
地
区
境
界
線
を
隔
て
て
接
し
あ
う
二
つ
の
地
片
を
比
較
し
た
と
き
に
、
両
者
の
区
別
を
正
当
化
す
る
実
質
的
理
由
を
見
い
だ
す
こ
と
は

不
可
能
な
こ
と
が
多
い
だ
ろ
う
。
緑
地
帯
判
決
は
そ
の
よ
う
な
不
平
等
の
正
当
化
を
試
み
る
。
判
決
に
よ
れ
ば
、
「
不
平
等
」
は
「
義
務

負
担
性
」
の
概
念
の
特
性
そ
れ
自
体
に
内
在
す
る
も
の
で
あ
る
o

そ
も
そ
も
「
義
務
負
担
性
」
と
は
、
「
義
務
」

へ
と
発
展
す
る
こ
と
が

「
可
能
性
」

(
E
B
)
で
は
あ
る
が
「
必
然
」
(
ヨ
ロ
F
)

で
は
な
い
と
こ
ろ
の
法
的
地
位
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
「
義
務
へ
の
凝
縮
」
が
一

(
幻
)

部
の
者
の
み
に
つ
い
て
起
る
こ
と
は
む
し
ろ
通
常
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
立
法
|
行
政
権
と
司
法
権
と
の
関
係
に
つ
い
て
で
あ
る
o

「
義
務
負
担
性
」
は
「
実
定
法
の
規
定
に
よ
っ
て
初
め
て
生
じ
る

の
で
は
な
く
、
『
そ
の
性
質
上
』
」
土
地
に
結
び
つ
い
て
い
る
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
立
法
行
政
権
の
具
体
的
規
制
に
よ
り
、
義
務
負

担
性
は
義
務
に
凝
縮
す
る
。
事
柄
の
実
質
に
即
し
て
み
れ
ば
、
「
あ
る
土
地
が
『
義
務
負
担
性
』
と
結
び
つ
い
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い

て
は
、
司
法
権
が
認
定
権
を
持
つ
。
そ
し
て
そ
の
範
囲
内
に
あ
る
限
り
、
立
法
|
行
政
権
の
裁
量
が
認
め
ら
れ
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
思
考
図
式
は
、
立
法
!
行
政
権
に
第
一
次
的
認
定
権
を
認
め
た
上
で
、
司
法
権
が
覆
審
的
に
審
理
す
る
と
い
う
図
式
と
は
、
微

妙
だ
が
決
定
的
に
相
違
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
o

立
法
行
政
権
に
よ
る
地
区
指
定
の
所
有
権
に
対
す
る
形
成
的
効
果
は
暖
昧
に
さ

れ
る
。
と
こ
ろ
で
、

E
二
で
見
た
よ
う
に
、
「
内
容
規
定
」
と
「
社
会
的
拘
束
」
と
の
関
係
を
ど
う
見
る
か
に
つ
い
て
議
論
が
あ
り
、

説

そ
れ
は
即
ち
、
司
法
権
(
行
政
権
)
が
立
法
を
待
た
ず
し
て
「
社
会
的
拘
束
」
を
適
用
で
き
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
っ
た
。
「
義
務
負
担

性
」
概
念
は
こ
の
点
に
つ
い
て
の
折
衷
的
解
決
、
そ
し
て
、
あ
え
て
言
え
ば
、
限
ら
れ
た
範
囲
で
は
あ
れ
、
少
な
く
と
も
観
念
的
に
は
司

論

-
法
権
に
よ
る
第
一
次
的
認
定
権
を
認
め
よ
う
と
い
う
意
味
で
む
し
ろ
司
法
権
寄
り
の
帰
結
を
志
向
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

21 



憲法上の所有権?

ど
の
よ
う
な
「
状
況
」
に
着
目
す
る
か
で
あ
る
が
、

(
鈎
)

緑
地
帯
判
決
は
二
つ
の
方
向
性
に
手
が
か
り
を
与
え
て
い
る
。
第
一
に
は
「
不
動
産
が
現
実
に
ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
て
い
た
か
」
を
重

22 

さ
て
、
「
状
況
拘
束
性
」
の
法
理
で
も
っ
と
も
問
題
に
な
る
の
は
、
当
然
な
が
ら
、

視
す
る
方
向
で
あ
る
o

緑
地
帯
判
決
は
、
所
有
者
自
身
土
地
を
農
地
と
し
て
取
得
し
、
そ
の
後
も
農
業
的
に
利
用
し
て
き
た
こ
と
、
緑
地

帯
指
定
以
前
に
建
築
・
倉
庫
等
の
経
済
利
用
を
行
つ
て
は
い
な
か
っ
た
こ
と
を
認
定
し
て
い
る
。
「
未
だ
現
実
化
さ
れ
て
い
な
い
利
用
形

(

制

)

(

川

町

)

態
の
一
つ
」
の
禁
止
だ
と
い
う
こ
と
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
た
と
え
ば
一
九
五
七
年
の
「
プ
ナ
の
木
判
決
」
な
ど
で
も
、
現
状

保
護
的
側
面
が
前
面
に
出
て
き
て
い
る
。

第
二
に
、
緑
地
帯
判
決
で
は
「
理
性
的
か
つ
賢
明
な
(
〈
2
5
E
E間
C
E
2
2
5
E開
)
所
有
者
で
あ
れ
ば
、
所
与
の
状
況
に
鑑
み
て
そ
も

(
幻
)

そ
も
考
え
な
い
よ
う
な
」
利
用
形
態
は
保
護
を
受
け
な
い
と
い
う
論
理
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
方
向
を
発
展
さ
せ
た
の
が
、
砂
利
採

取
事
業
の
許
可
を
拒
否
さ
れ
た
土
地
所
有
者
に
対
し
て
補
償
を
認
め
た
一
九
七
三
年
判
決
の
次
の
よ
う
な
判
示
で
あ
る
。
「
所
有
者
か
ら

な
に
か
『
奪
わ
れ
て
』
い
る
か
ど
う
か
は
、
既
に
享
受
さ
れ
て
い
る
利
用
だ
け
で
決
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
決
定
的
な
の
は
、
む
し

ろ
『
事
柄
の
性
質
上
』

(35ロ仏
2

2巳
日
常
円
∞
R
Z
Z円
三
)
存
す
る
利
用
可
能
性
・
経
済
的
活
用
可
能
性
、

つ
ま
り
当
該
地
方
の
地
理
的

状
況
と
性
状

(
D
E
W
Z
E悶
o
c
E
F
m
n
r阻止
g
r
o伊
丹
)
か
ら
、
理
性
的
経
済
的
に
考
察
し
て
客
観
的
に
生
ず
る
と
こ
ろ
の
も
の
が
禁
止
さ
れ

(
幻
)

た
り
本
質
的
制
限
を
受
け
た
か
ど
う
か
で
あ
る
o
」
こ
の
よ
う
な
傾
向
に
つ
い
て
は
、
「
『
状
況
』
を
一
層
『
規
範
化
』
し
て
把
握
す
る
も

(

剖

)

(

町

四

)

の
」
と
い
う
基
本
的
に
正
し
い
評
価
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
「
公
的
規
制
を
よ
り
容
易
化
す
る
方
向
に
進
ん
で
い
る
」
と
は
必
ず

し
も
言
え
な
い
だ
ろ
う
。
七
三
一
年
判
決
は
、
現
に
行
わ
れ
て
い
な
い
利
用
に
対
し
て
も
、
そ
の
利
用
が
客
観
的
経
済
的
合
理
性
を
有
し
て

い
る
限
り
補
償
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
と
し
た
。
む
し
ろ
所
有
者
保
護
が
拡
大
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

砂
利
採
取
決
定
の
事
案
の
移
送
決
定
に
お
い
て
、
切
の
国
は
、
砂
利
採
取
事
業
の
拒
否
は
「
事
柄
の
性
質
上
生
じ
、
従
来
問
題
な
し
に

行
使
さ
れ
て
き
た
土
地
の
利
用
」
の
禁
止
で
あ
り
、
「
原
告
の
保
護
に
値
す
る
地
位
へ
の
補
償
を
要
す
る
侵
害
」
で
あ
る
と
し
て
い
た
。



現
に
行
わ
れ
て
い
る
利
用
に
つ
い
て
で
は
あ
る
が
、
七
三
年
判
決
が
再
び
引
用
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
切
〈
巾
え
の
は
、

(
幻
)

『
事
柄
の
性
質
上
』
生
ず
る
所
有
権
概
念
に
拘
束
さ
れ
て
は
い
な
い
」
と

「
立
法
者
は
、

G
G
に
即
し
た
財
貨
秩
序
の
創
出
に
あ
た
り
、

答
え
る
o

切
の
出
七
三
年
判
決
は
、
明
示
的
に
否
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

砂
利
採
取
決
定
以
後
も
、
切
の
出
は
「
状
況
拘
束
性
」
論
を
維
持
す
る
。
「
収
用
類
似
の
侵
害
」
に
も
関
連
す
る
一
九
八
四
年
の
決
定

で
は
次
の
よ
う
な
整
理
が
な
さ
れ
る
。
「
状
況
拘
束
性
」
の
第
一
の
基
準
は
「
指
導
形
象
」
戸
市
片
手

Ej
と
し
て
の
「
理
性
的
か
っ
賢
明
な

所
有
者
」
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
通
常
「
当
該
利
用
形
態
が
過
去
に
既
に
実
現
し
て
い
た
か
」
が
基
準
と
な
る
が
、
「
地
片
の
位
置
と
性
状

(
鈎
)

か
ら
客
観
的
に
提
供
さ
れ
て
い
る
利
用
可
能
性
」
が
制
限
さ
れ
た
か
ど
う
か
が
よ
り
決
定
的
で
あ
る
。
ま
た
、
同
判
決
で
は
、
「
社
会
的

拘
束
の
観
点
か
ら
、
所
有
者
が
『
状
況
』
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
の
が
状
況
拘
束
性
の
意
味
で
あ
る
と
さ
れ
、
規
範
的

根
拠
が
「
社
会
的
拘
束
」
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
先
に
指
摘
し
た
二
つ
の
方
向
性
は
、
後
者
優
位
の
内
に
整
理
統
合
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
で
さ
ら
に
二
点
指
摘
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
ず
、
「
状
況
拘
束
性
」
論
は
、
現
状
保
護
的
傾
向
を
内
在
さ
せ
つ
つ
も
、
時

間
的
変
化
に
対
し
て
全
面
的
に
閉
じ
た
も
の
で
は
な
い
。
人
口
・
定
住
構
造
・
産
業
化
な
ど
に
よ
る
新
た
な
必
要
性
も
「
状
況
拘
束
性
」

(
鈎
)

の
内
容
た
り
う
る
と
さ
れ
る
。
第
二
に
、
「
地
片
の
位
置
と
性
状
」
と
い
う
手
が
か
り
は
、
暖
昧
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
な
り
の
説
得
力
を

有
し
う
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
七
三
年
判
決
は
、
緑
地
帯
判
決
と
の
事
案
の
違
い
を
強
調
す
る
。
緑
地
帯
判
決
で
は
、
「
一
般
的
な
居

住
構
造
の
発
展
に
よ
っ
て
初
め
て
考
慮
さ
れ
る
」
土
地
利
用
形
態
の
排
除
が
肯
定
さ
れ
た
。
「
以
前
は
存
し
な
か
っ
た
利
用
可
能
性
を
将

説

来
に
向
か
っ
て
も
聞
か
な
い
と
い
う
こ
と
に
と
っ
て
決
定
的
だ
っ
た
の
は
、
当
該
地
域
の
全
体
的
発
展
で
あ
る
」
そ
れ
に
対
し
て
、
七
三

(

問

)

年
判
決
で
は
、
「
土
地
に
以
前
か
ら
存
す
る
鉱
物
の
利
用
」
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
事
案
が
異
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ

こ
で
は
、
建
築
の
た
め
に
必
要
な
基
盤
整
備
、
地
域
全
体
の
発
展
と
の
均
衡
と
い
っ
た
問
題
が
、

一
応
認
識
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

2 

回
〈
巾
止
の
「
社
会
モ
デ
ル
」

23 

論



ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
判
決
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

24 

憲法上の所有権?

「
立
法
者
は
、

G
G
一
四
条
一
項
二
文
に
よ
っ
て
そ
れ
に
課
さ
れ
た
任
務
|
所
有
権
の
内
容
と
限
界
の
規
定
ー
を
遂
行
す
る
に
あ
た
っ
て
、
社
会
モ
デ

ル
を
実
現
す
べ
き
任
務
を
負
っ
て
い
る
。
そ
の
規
範
的
要
素
は
一
方
で
は
一
四
条
一
項
一
文
に
よ
る
私
有
財
産
の
基
本
法
的
保
障
か
ら
、
他
方
で
は
一

四
条
二
項
の
社
会
的
要
請
|
所
有
権
の
行
使
は
同
時
に
公
共
の
福
祉
に
資
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
導
か
れ
る
。
立
法
者
は
、
一
四
条

一
項
二
文
の
規
律
に
あ
た
り
、

G
G
に
定
め
ら
れ
て
い
る
憲
法
的
保
障
を
受
け
る
法
的
地
位
と
、
社
会
正
義
に
即
し
た

(
ω
O
N
正
常
諸
島
丹
)
所
有
秩
序

を
め
ざ
す
べ
き
要
請
と
の
関
係
と
い
う
こ
つ
の
要
素
を
平
等
に
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
関
係
者
の
保
護
に
値
す
る
諸
利
害
を
適
正
に
調
整
し
、

(

川

)

均
衡
を
も
た
ら
さ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
」

こ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
「
社
会
モ
デ
ル
」
の
観
念
は
重
要
で
あ
る
。
一
方
で
は
私
有
財
産
の
尊
重
、
所
有
権
の
私
的
効
用

(
F
F
S
E
E
-

(

問

)

(

別

)

N
F

間
宮
町
)
の
確
保
、
他
方
で
は
所
有
権
の
社
会
的
拘
束
と
い
う
対
立
す
る
原
理
は
相
互
に
「
弁
証
法
的
関
係
」
に
あ
る
も
の
で
あ
り
、
立

(
山
)

法
者
が
「
関
係
者
の
保
護
に
値
す
る
諸
利
害
を
適
正
に
調
整
し
、
均
衡
関
係
を
も
た
ら
す
」
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
回
〈
巾
止
の
は
捉
え

て
い
る
。

(
問
)

あ
る
論
者
は
、
こ
の
「
社
会
モ
デ
ル
」
概
念
を
「
調
整
を
志
向
す
る
G
G
の
国
家
哲
学
」
の
明
確
な
表
現
で
あ
る
と
評
し
て
い
る
o
G

G
全
体
に
つ
い
て
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
語
り
う
る
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
所
有
権
に
関
す
る
限
り
、
∞
〈
巾
止
の
が
対
立
よ
り
も
む
し
ろ

調
整
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
「
社
会
モ
デ
ル
」
を
実
現
す
る
の
は
立
法
者
の
任
務
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
所
与
の
・
先
在
す
る
所
有
秩
序
に

対
し
て
国
家
が
介
入
し
修
正
す
る
と
い
う
思
考
枠
組
は
と
ら
れ
て
い
な
い
。
立
法
者
こ
そ
が
所
有
秩
序
の
第
一
次
的
創
設
者
・
形
成
者
と

し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
形
成
に
対
し
て
憲
法
的
限
界
|
私
的
効
用
性
と
社
会
的
要
請
の
考
慮
は
存
在
し
、

そ
れ
は

結
局
の
と
こ
ろ
回
〈
2
向
。
に
よ
っ
て
統
制
さ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
立
法
者
が
全
く
自
由
に
秩
序
を
形
成
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の

(
附
)

い
わ
ゆ
る
「
経
済
制
度
」
論
争

G

G
が
特
定
の
経
済
シ
ス
テ
ム
(
例
え
ば
「
社
会
的
市
場
経
済
」
)
へ
と
決
定
し
て
い
る
か
ど
う
か

占川は、



を
め
ぐ
る
論
争
ー
に
お
け
る
回
〈
巾
止
の
の
立
場
と
も
関
連
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、

G
G
は
明
示
的
に
特
定
の
経
済
体
制
を
決
定
し
て

は
い
な
い
こ
と
、
従
っ
て
立
法
者
は
G
G
を
遵
守
す
る
限
り
そ
の
時
々
に
適
切
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
経
済
政
策
を
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き

(
即
)

る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

G
G
は
「
制
度
」
を
直
接
定
め
る
も
の
で
は
な
く
、
立
法
者
に
よ
る
形
成
活
動
の
統
制
原
理
に

な
っ
て
い
る
と
い
う
関
係
を
こ
こ
で
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

3 

切
の
出
・
切
〈
巾
氏
。
の
思
考
モ
デ
ル

さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
検
討
か
ら
、
や
や
図
式
的
に
は
な
る
が
、
ー
で
指
摘
し
た
様
々
な
論
点
を
め
ぐ
る
切
の
固
と
回
〈
巾
民
の
と
の

(
邸
)

対
立
の
背
後
に
あ
る
思
考
モ
デ
ル
を
提
示
す
る
こ
と
が
ひ
と
ま
ず
可
能
に
な
る
だ
ろ
う
o

切
の
出
は
、
い
わ
ば
「
所
有
秩
序
」
と
で
も
言

う
べ
き
も
の
が
公
法
規
定
に
先
在
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。
そ
の
所
有
秩
序
は
基
本
的
に

B
G
B
九
O
コ
一
条
的
な
所
有
権
を
中
心

に
し
て
構
成
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
相
隣
関
係
な
ど
の
私
法
的
な
所
有
権
制
限
規
定
、

ま
た
状
況
拘
束
性
の
法
理
な
ど
に
よ
っ
て
修

正
補
完
を
受
け
、
そ
れ
故
に
一
定
程
度
安
定
し
た
秩
序
と
し
て

l
時
の
流
れ
と
共
に
徐
々
に
発
展
す
る
こ
と
は
予
定
さ
れ
て
い
る
が
|
存

続
ず
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
秩
序
に
基
本
的
に
矛
盾
し
な
い
公
法
規
定
は
社
会
的
拘
束
の
範
囲
内
と
さ
れ
る
が
、

秩
序
に
抵
触
す
る
場
合
は
収
用
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
所
有
秩
序
の
認
識
者
と
し
て
立
ち
現
れ
る
の
が
司
法
権
で
あ

る。
こ
れ
に
対
し
回
〈
巾
止
の
は
、

(
即
)

そ
の
よ
う
な
所
有
秩
序
の
先
在
を
承
認
せ
ず
、
秩
序
は
む
し
ろ
第
一
次
的
に
、
所
有
権
の
内
容
を
規
定

説

す
べ
き
立
法
者
に
よ
っ
て
形
成
さ
る
べ
き
も
の
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
こ
で
形
成
さ
れ
た
秩
序
が
、
結
果
と
し
て
、

(

川

)

「
『
所
有
権
』
と
い
う
名
に
値
し
な
い
」
権
利
し
か
認
め
な
い
こ
と
、
ま
た
比
例
原
則
・
平
等
原
則
等
の
観
点
か
ら
み
て
所
有
者
に
不
当

な
不
利
益
を
課
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、

そ
の
意
味
で
立
法
権
に
先
在
す
る
価
値
が
あ
る
こ
と
が
否
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し

論

か
し
、
例
え
ば
私
法
的
秩
序
が
先
在
す
る
と
い
う
観
念
は
認
め
ら
れ
ず
、
公
法
と
私
法
と
が
同
格
に
共
働
す
る
。
実
体
的
な
所
有
権
が
先

25 



在
す
る
と
い
う
発
想
も
ま
た
と
ら
れ
ず
、
所
有
権
侵
害
の
有
無
は
、
基
本
的
に
は
先
法
1

後
法
関
係
に
よ
っ
て
処
理
さ
れ
る
。
こ
こ
で

26 

憲法上の所有権?

は
、
秩
序
の
第
一
次
的
形
成
者
は
立
法
者
で
あ
り
、
そ
れ
を
憲
法
裁
判
権
が
事
後
的
に
審
査
す
る
と
い
う
形
が
取
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の

で
あ
る
。

(
1
)

切
〈
耳
目
開
閉
∞
・
ω

g

(

I

注
1
)
同
判
決
に
つ
い
て
の
文
献
と
し
て
、
西
埜
章
『
損
失
補
償
の
要
否
と
内
容
』
一
六
頁
以
下
、
二
二
頁
註
〈
5
)

及
び
同
書
掲
記
の
文
献
参
照
。
所
有
権
論
の
観
点
か
ら
の
紹
介
と
し
て
、
高
橋
寿
一
「
所
有
権
制
限
法
理
の
展
開
|
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
近
年
の
所

有
権
概
念
の
変
遷
を
ふ
ま
え
て
|
」
(
『
一
橋
研
究
』
九
巻
二
号
)
五
七
頁
(
六
二
頁
)

(
2
)

切〈

2
5何回
N

・H
(
N叶

N

∞
)
(
3
3・m
同

N
)

同
判
決
は
、
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
(
主
と
し
て
都
市
住
民
の
利
用
に
供
さ
れ
る
小
菜
園
)
の
賃
貸

借
に
関
し
、
価
格
統
制
な
ど
を
定
め
る
一
九
四
四
年
法
(
及
び
一
九
六
九
年
改
正
法
)
が
違
憲
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

(
3
)

以
下
参
照
、
回
〈
R
日
開
g

・ω
0

0

3

8

g

H

)

(
4
)

「
法
定
収
用
」
と
訳
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
が
、
動
的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
強
調
す
る
た
め
に
こ
の
よ
う
に
訳
し
た
。
「
法
定
収
用
」
と
い
う
訳
語

は
、
ヮ
イ
マ

l
ル
憲
法
下
の
判
例
の
よ
う
に
、
所
有
権
を
制
限
す
る
法
律
の
定
め
を
収
用
と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
を
指
す
の
で
あ
れ
ば
適
当
と
思
わ

れ
る
。

(
5
)

切
〈
ゆ
え
の
何
回
∞
・
8
0
(
ω
ω
同

)

(
6
)

切
の
回
目
-
N
斗

0

・
同
判
決
は
、
住
居
法
(
民
C
E
S
-
-
E
m
2
2
N
Z円
岡
田
)
に
よ
る
住
居
割
当
の
違
法
性
が
主
張
さ
れ
、
補
償
が
請
求
さ
れ
た
三
つ

の
事
案
(
事
案
に
つ
い
て
詳
し
く
は
宇
賀
克
也
『
国
家
責
任
法
の
分
析
』
一
九
八
八
年
、
一
一
一
一
二
|
一
一
二
三
頁
。
広
渡
清
吾
「
土
地
所
有
権
の
概
念

と
法
的
規
制
」
(
渡
辺
/
稲
本
編
『
現
代
土
地
法
の
研
究
(
下
)
』
一
九
八
三
年
)
四

O
八
頁
以
下
)
に
つ
い
て
、
第
三
部
か
ら
連
合
部
に
付
託
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。

(
7
)

切
の
回
虫
-
N
さ
(
N

コl
N
∞
口
)
・
な
お
、
「
内
容
規
定
」
と
「
社
会
的
拘
束
」
の
関
係
に
つ
い
て
は
後
述
E
二
の
よ
う
な
議
論
が
あ
る
が
、
こ
の
判

決
で
は
十
分
に
区
別
さ
れ
て
い
な
い
。

(
8
)

切の
Z
N
F
N
4
0
(
N
∞
己
)

(
9
)

切
の
出
N
晶

0

・H
N
品

(
H
M
(
)
)



説

(

叩

)

者

O
R聞包括

ω
2・
h
ミ・』恥

C
C
S
K
な
句
周
辺
言
E
&
h
R高
句
。
ミ
ミ
-
S
2
5
g
s
h
-
H
N

(
日
)
回
〈
ω止の阿
wg-ucc(ωNC)
ま
た
、

E
一
一
冒
頭
で
引
用
し
た
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
判
決
の
判
旨
(
切
ぐ
2
B開
mN-H(ミ
lN∞
)
)
参
照
。

(
ロ
)
図
。
Z
N
F
Nさ

(N3)
・
切
の
出
の
立
場
は
、
し
ば
し
ば
「
内
在
す
る
拘
束
も
一
定
の
限
界
を
越
え
れ
ば
収
用
に
転
化
す
る
」
と
す
る
「
転
化
理

論
」
で
あ
る
と
評
さ
れ
る
。
し
か
し
、
法
律
そ
の
も
の
に
関
し
て
言
う
限
り
、
少
な
く
と
も
賃
料
損
失
判
決
は
「
転
化
」
を
認
め
て
い
な
い
。

(日

)
B
G
H
Z
F
N
3
3
3
)
・
従
っ
て
、
こ
こ
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
違
法
な
行
政
行
為
に
対
す
る
「
収
用
類
似
の
侵
害
」
で
あ
り
、
(
〈
『
四
-

V
E
(〉ロヨ・

HC)
・
ω・
5
)
適
法
な
収
用
へ
の
転
化
で
は
な
い
。

(
U
)

判
旨
は
、
住
居
法
そ
の
も
の
は
内
容
規
定
と
し
て
合
憲
で
あ
る
と
し
た
上
で
、
そ
の
適
用
の
違
法
を
認
定
し
て
補
償
を
認
め
て
い
る
。

(
日
)
図
。
Z
N
問〆

ω
S
3
8
)

(
日
)
〈
四
「
回
5
2
0開閉・

5
・
4
弓

-
E
-
z
p
s、E
E
s
h富
札
2
8
P
5
s
s
h
R
E
S
E
E
-
-
8
0・
ω-N申
告
-
一
盟
主
百
七
足
。
言
ミ
・

丘町祉、一
REHE円、呂町
SHRphnH礼治
s
h
-
H由印
u
u
ω
S
L
S
F
d
r
o同門目。ロ開口件。
-mロロロ問
mromユ
ロ
・
切
。
B
2
rロロ問。ロ

N
Z
B
開口件。戸間ロ
EM間
ω
r
g
n
r
Z
F
ι
2
回ロロ・

ι何回開
E
n
r
z
r
o
r
-
b。戸、
5
8・∞
-us--ω
・広田町『

-hm邑
D
民
間
。
z
r
R
L
F
dぐ
D

】広間
g

E
司
島
内
ロ
の
2
2
N問
。
宮
崎
任
命

p
g
N
o
p
m
O
B巴
〉
円
同
区

《目。
ω
図。ロロゆ円。叫ロロ内回開
2
2
N
2
u
r
2
F
r巳同区ロ内田

ω円
r
gロ
宮
口

ι
2
巴
m
g
g
B
m
N
g
r
g
E回
目
。
ロ
噌
宮
山
岡
山
色
ロ
E
三同
¥ω
。
rocロ
0
3
5
q
E句Rpmu-

R
E
H
N
色
町
句
巳
h
S
Hミ
E
-
N
S
"
と
E
ミ
~
s
h
s
-
H由
主

ω

5
・
賃
料
損
失
判
決
は
、
そ
れ
以
前
に
提
起
さ
れ
て
い
た
「
要
保
護
性
説
」
「
受
忍
限
度

説
」
に
つ
い
て
は
採
用
し
な
い
こ
と
を
明
言
し
て
い
る
。

(
口
)
回
〈
2
4〈
の
何
印
・
広
町

(
四
)
例
え
ば
シ
ュ
テ
ッ
タ
l
の
場
合
、
「
戦
後
の
社
会
状
況
と
そ
れ
が
所
有
権
概
念
・
収
用
概
念
の
規
定
に
際
し
て
有
す
る
特
別
の
関
係
と
を
考
慮

す
る
こ
と
の
必
要
性
」
が
受
忍
限
度
説
採
用
の
理
由
で
あ
る
と
す
る
。
∞
件
記
件
。
円

(KFロ
ヨ
・
同
町
)
-
b
oて
Hug-ω
・
-
8・

(ω)
但
し
、
「
古
典
的
収
用
へ
の
回
帰
」
を
主
張
す
る
学
説
|
全
く
の
少
数
説
で
あ
っ
た
が
|
の
場
合
は
例
外
で
あ
る
。
(
の
ロ
5
2
0旨
-m-N5tnr

注
目

E
凶
器

Eny。
ロ
開
5
0仲
間
口
口
関
与
作
間
ユ
ロ

-
z
u
o
F
2
2
¥出昨日福岡
-o(出『
ω問
)
の
B
5
2
ロ
ロ
ユ
m
-
C
E
Q苦
苦
ミ
同
命
保
リ
マ
弘
、
3
』
UUNi』
ま
戸

ωHCω
同

(
開
ロ
件
。
?
〉
g
e
z
n
r
』

N
5
2・
ω
品
)
な
お
イ
プ
セ
ン
も
、
可
能
な
選
択
肢
の
一
っ
と
し
て
「
古
典
的
収
用
概
念
の
呼
び
戻
し
」
〈
包
・
国
防
E

F
・

5
8
2
P
開
5
2四ロロロ同

5
ι
ω
g
ω
-
E
2
5四
・
で
て
匂
匂
勾
h
H
D
(同由回
N)・
ω・
由
臼
)
に
言
及
す
る
。
)
そ
も
そ
も
「
内
容
規
定
と
収
用
と
の
区
別
」
と

い
う
問
題
設
定
が
登
場
し
た
の
は
、
い
わ
ゆ
る
「
古
典
的
収
用
概
念
」
が
ワ
イ
マ

I
ル
期
に
崩
壊
し
た
結
果
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
の
こ
と

は
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
「
回
帰
」
論
者
も
法
律
に
明
示
的
規
定
の
な
い
補
償
を
与
え
る
こ
と
を
全
否
定
す
る
も
の
で
は
な
く
、
「
収
用
」
概
念
と
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憲法上の所有権?

は
切
り
離
し
た
上
で
「
犠
牲
補
償
」
な
ど
を
根
拠
に
補
償
を
与
え
る
こ
と
を
主
張
す
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
場
合
も
補
償
の
要
否
と
い
う
問
題
設
定
が

不
要
に
な
る
も
の
で
は
な
い
。

(
初
)
回
〈
2

R開閉∞・
ωDO(ωND)
・
た
だ
し
切
〈
2

5
は
、
問
題
を
「
関
係
規
定
が
、
収
用
的
法
律
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
補
償
規
定
を
欠
き
、
そ

れ
故
に
違
憲
で
あ
る
か
ど
う
か
」
と
再
設
定
し
た
上
で
、
移
送
は
適
法
で
あ
る
と
し
た
。

(
ω
-
S
同-
S斗
1UN田
)

(
幻
)
ワ
イ
マ

l
ル
憲
法
一
五
三
条
二
項
二
文
は
、
「
収
用
は
、
ラ
イ
ヒ
法
に
特
段
の
定
め
が
な
い
限
り
、
相
当
な
補
償
と
ひ
き
か
え
に
の
み
な
さ
れ

う
る
」
と
定
め
、
ラ
イ
ヒ
法
に
よ
る
補
償
除
外
の
可
能
性
を
認
め
て
い
た
。

G
G
は
か
か
る
規
定
を
持
た
な
い
。
但
し
、
後
述

(
E
一一
2
)
の
よ
う

に
、
「
公
衆
の
利
害
と
関
係
者
の
利
害
を
適
切
に
衡
量
」
し
て
補
償
額
を
定
め
る
可
能
性
は
認
め
ら
れ
て
い
る
。

(
幻
)
補
償
を
収
用
「
概
念
」
の
一
部
と
見
な
す
か
ど
う
か
は
学
説
史
上
、
問
題
だ
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
「
古
典
的
収
用
」
概
念
は
、

w
・
イ
ェ
リ
ネ
ッ

ク
の
定
式
化
に
よ
れ
ば
、
そ
の
構
成
要
素
と
し
て
「
補
償
と
引
き
換
え
に
」
と
い
う
点
を
含
ん
で
い
る
と
さ
れ
る
。
(
当

γ
-
-
5
0
F
〈
2
4
E
Zロ開
ω-

Honz-gu--ω

合
同
)
し
か
し
、
「
古
典
的
収
用
」
を
確
立
し
た
は
ず
の
0
・
マ
イ
ヤ
l
の
場
合
、
補
償
は
収
用
概
念
の
法
的
要
素
で
は
な
く
、
法

律
に
基
づ
く
収
用
の
法
的
効
果
に
過
ぎ
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

(C-
冨
ミ
2
・
0
2仲間
r
g
〈
2
4〈
ω
-
H
g
m
ω
z
n
r
F
U
-
〉
5
2・
H申
立
・
回
仏
・
同

-
ω
ω
0・

(RHny
ロ

NN)

(お
)

H

W

〈
命
止
の
開
閉
∞
・

5
吋
・
参
照
、
宇
賀
・
註

(
6
)

二
八
八
頁

(
叫
)
回
〈
町
立
の
何
回
∞
-
Z叶
(
工
AFI--品目)

(
お
)
回
〈
。
止
の
何
回
∞
・

5
叶
(
エ
ヂ
IH
日】)

(お

)
F
5
C
E
g
r
o甲戸「

ω
g巳
与
え
E
ロ問問。円

Z-
品・

2
2・
5
2・
ω・
5
Y
V
B
(〉
ロ
ヨ
-HC)
・
ω
-
H
o
u
?
ω
・
ω同
町
民
・
興
味
深
い
こ
と
に
、
例
え
ば

オ
ッ
セ
ン
ビ
ュ

l
ル
は
、
「
補
償
」
(
何
2
2
E仏
H
m
E
m
)
の
語
に
替
え
て
、
「
調
整
」
(
〉
E
四

E
n
y
)
の
語
を
用
い
て
い
る
。
お
そ
ら
く
は
「
補
償
」

か
ら
連
想
さ
れ
る
可
能
性
の
あ
る
「
収
用
」
概
念
と
の
結
合
や
完
全
補
償
の
要
請
な
ど
を
回
避
す
る
意
図
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。

(
幻
)
切
〈
。
止
の
何
回
m
Y
H
ω

叶(同日
N
)

(
お
)
切
〈
問
問
。
何
回
目
Y
U
0
0
3
2
)

(
M
U
)

回ぐ
2

5
何
N
P
U由
叶
(
臼
申
由
)
同
判
決
に
つ
い
て
参
照
、
後
述
E
二

(ω)
同
ロ
ロ
回
ωロ
デ
ロ
広
三
Zωpmcωrzmロロ聞な
1
0
ι
2
当
crFロ
可
E
宮
内
回
日
何
百
2M仲
E
ロ
ωω
円「口同
N

吋
弓
L

コで
H申∞
N-ω-H
叶印
AF(
コum)C
オ
ッ
セ
ン
ビ
ュ

l

ル
は
次
の
よ
う
に
論
ず
る
。
「
内
容
を
制
限
し
規
律
す
る
規
定
が
初
め
て
所
有
権
の
状
態
と
範
囲
と
を
新
た
に
形
成
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
収
用
的
法
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説

律
の
余
地
が
ど
こ
に
残
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
?
そ
れ
は
定
義
上
考
え
ら
れ
な
い
」
c
g
g
E
E
(
〉
ロ
E
-
N
3
・
ω-HUD--2・

(
幻
)
巧
ω
-
H
2
F
5
2
・巴悶
g
Z
5
2
0
邑
え
亡
命
間
三
2
0
2
E
3
ω
ω
3
2
2
E
合
口
m
L
2
F
E
2
2
氏
自
E
口
開
局
2
5
z
z
ロ
ロ
2
2
巴
m
S
E
E
-

2
2
S
ロ
仏
巳
ω
N
C
間
同
ロ
ロ
品
化
b
で
N
W』

HU∞ω
・
ω
・
2
(
主
)
・

(
お
)
グ
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
判
決
(
切
〈
ゆ
え
の
何
回
N
・
3
献
本
義
務
決
定
(
回
〈
2
B
H
w
g
-
E
叶
)

(
m
M
)

』

cm片
岡

ω
F
O
R
円
r
o
p
N
G
同
開
口
言
、
r
r
z
口
問
ι
2
U
『
『
宮
丘
一
口
r
z
n
z
z
n
r
o
ロ
開
口
同
ω
口
r
E
出
問
ロ
ロ
問
ω
B
n
r
z
z
ω
r
g
D
ロ
内
r
z
m
H
H
H
W
Z
6
5
-
ι
2
0
ロ
Z
n
r
b
F
e
-

開
ロ
ロ
聞
き
ロ
回
2
口
r
g
ロ
E
ロ
問
。
ロ
品
。
二
回
ロ
《
Z
-
E
n
r
m
E
E
M
g
】

M
B
ι
ロ
E
5
p
弓
て
害
N
H坦
坦

Y
ω
・
2
∞
(
品
目
由
)
)
回
〈
2
『
。
の
立
場
を
「
形
式
主
義
」
と

決
め
つ
け
る
同
論
文
は
、
「
決
定
さ
れ
る
べ
き
問
題
の
実
質
|
所
有
権
制
限
は
ど
の
よ
う
な
場
合
に
補
償
を
要
す
る
の
か
|
の
困
難
性
は
ほ
と
ん
ど

変
わ
ら
な
い
。
」
と
批
判
す
る
。
し
か
し
、
議
論
の
場
所
の
移
動
を
「
立
法
者
の
形
成
余
地
に
着
目
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
」
と
肯
定
的
に
と
ら
え
る

見
解
も
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
(
ω
z
z
z
a
-
〉
ロ
自
刃
R
r
o
-
-
、
で
b
-同
H
E
r
m
-
-
ω
・
M
M
∞
)

(
U
M
)

判
例
で
は
な
く
学
説
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
で
あ
る
が
、
〈
包
・
回
2
5
2
r
Q
〉
口
S・
d
-
ω
ω
8
・
誤
解
を
招
か
ぬ
た
め
に
付
言
す
れ
ば
、
こ

こ
で
問
題
に
し
て
い
る
の
は
あ
く
ま
で
視
点
の
移
動
で
あ
る
。
視
点
を
所
有
者
か
ら
国
家
活
動
へ
と
移
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
直
ち
に
国
家
活
動
の

よ
り
多
く
の
自
由
が
導
か
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

(
お
)
切
の
出
N
由
0

・
HN白

(
H
ω
C
)
(
〈
包
ロ
ロ
芯
ロ
〉
ロ
ヨ
・
8
)

(
鉛
)
内
容
規
定
の
限
界
を
「
本
質
内
容
」
に
見
い
だ
す
学
説
と
し
て
、
巧
m
-
5
Z
5
0
3
句
史
E
主
主
g
h
b
?
恐
喝
ミ
史
書
♂
同
由
斗
N
-
ω
-
H
g
u
e
m
g

(
〉
ロ
B
H
3
・
ω
・
2
1
甲
山
一
盟
主
件
。
『
(
〉
ロ
自
-
H
3
・
ω
H
8
・
と
こ
ろ
で
「
本
質
内
容
」
の
理
解
に
つ
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
「
絶
対
説
」
と
「
相
対
説
」

の
対
立
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
き
た
。
前
者
が
絶
対
に
制
限
で
き
な
い
よ
う
な
核
心
領
域
の
存
在
を
承
認
す
る
の
に
対
し
て
、
後
者
は
よ
り
高
次
の
法

益
の
有
無
と
制
限
の
必
要
性
に
着
目
し
、
比
例
性
を
欠
く
制
限
の
禁
止
が
一
九
条
二
項
の
意
義
だ
と
す
る
。
回
〈
命
同
町
の
が
前
者
、
切
の
国
が
後
者
の

立
場
に
立
つ
と
さ
れ
る
。
〈
m
-
-
冨
自
ロ
N
E
ζ
E
ロ
N
i
u
e
-
問
-

h

円
。
華
道
S
H
Q
、
・
N
・
c
c
-
〉
2
・
H
申
〉
『
ω
-
F
列
ロ
・
ω
l
f
固
め
自
P
C
E
S
K
N
t
h
6
色
町
句
吉
、
.

」
s
a
s
h
句
、
ぬ
円
旨
F
H
m
〉
ロ
同
}
河
口
・
8
ω
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
対
比
が
問
題
の
所
在
を
的
確
に
捉
え
て
い
る
か
ど
う
か
、
疑
問
の
余
地
が
あ
る
。

〈
凹
戸
国
民
同
ユ
p
b
な
ヨ
、
令
指
E
h
S
Qた
h
G
S
ミ
E
色
町
句
、
曲
、
F
H
u
b
2
・
N
C
E
宮
出
品
鳴
切
符
H
p
u
-
h区
間

]-E∞ω
・
ω
ロ
・
2
h
-
ω
N
a
『
-
u
z
g
m
p
p
m
D
-
m
ロ
-

u
ω
ω
u
ω
n
Z
止
め
p
bミ
~
E
R
H
N
含
意
句
ぬ
ま
h
m
p
ねたと
-
s
c
g
ミ
誌
を
S
E
込
弘
、
こ
u
h
r
h
c
c
-
ω
・

5R-
と
も
あ
れ
、
本
文
で
引
用
し
た

一
九
七
三
年
判
決
は
、
「
よ
り
高
次
の
法
益
」
の
有
無
を
問
題
と
せ
ず
、
そ
の
意
味
で
「
相
対
説
」
の
枠
に
は
到
底
お
さ
ま
ら
な
い
。

(
幻
)
切
の
国
N
F
N
叶
C
(
N
叶
由
)
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憲法上の所有権?

(
お
)
参
照
、
前
註
(
鉛
)

(鈎

)
Z
E
R
(〉
ロ
ヨ

ω品
)
・
河
口
品
司
ロ
-H

(ω)
国伊『命同
-
o
(
〉
ロ
ヨ
-
U
3
・
ω・
ωロ
・
但
し
こ
の
見
解
は
一
九
八
二
年
の
補
遺
の
段
階
で
書
き
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
初
版
と
は
ユ
ュ
ア
ン
ス

が
異
な
る
。
(
〈
包

ω・
3
司ロ

ω
企
)

(
制
)
切
の

Z

Z
巧
包
叶
∞
.
ω
N
N唱
。

(NNS)

(
必
)
回
〈
2
向
。
何
回
∞
-U{)D(UAFm山)

(
必
)
国
与
色
。
(
〉
ロ
ヨ
・

ω由)・

ω-Nω
え
・
へ

l
ベ
ル
レ
は
こ
の
判
旨
を
「
「
絶
対
的
」
契
機
と
「
相
対
的
」
契
機
の
密
接
な
結
合
」
と
-
評
し
て
い
る
。

ω・
巴
0

・〈
mFω
口}回君。吋仲間。向。ロ何百
2戸
Z
B切
開

ω
E
E
-
0・
Hロ
r
ω
-
z
r
2
z
gヨ
ロ
ロ
問
ロ
ロ
円
日
開
ロ
同
丘
四
ロ
ロ
ロ
間
切
〈
め
止
の
何
回
∞
-MOO-hR'切
戸
由
∞
P
H
Z
(
H
D叶
)

山

切

ursz(同〉ロ日・
HH)-
弓
冶
晴
、

g
g
-
日間企
(
N
目
白
人
日
)

(
H
H
)

藤
田
宙
靖
『
西
ド
イ
ツ
の
土
地
法
と
日
本
の
土
地
法
』
一
九
八
八
年

(
I
註
(

H

)

)

、
一
四
五
頁
は
、
次
の
よ
う
に
問
題
を
整
理
す
る
。
「
近

代
国
家
権
力
が
確
立
し
、
ま
た
『
法
律
に
よ
る
行
政
の
原
理
』
が
確
立
し
た
後
に
お
い
て
は
、
国
法
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
私
有
財
産
の
公
共
の
利

益
の
た
め
の
収
用
等
が
、
何
故
に
権
利
に
対
す
る
『
侵
害
』
で
ゐ
る
の
か
と
い
う
こ
と
は
、
当
然
理
論
的
に
問
題
と
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
。
:
:
:
従

っ
て
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
は
、
損
失
補
償
の
根
拠
と
し
て
、
『
権
利
侵
害
』
と
は
異
な
る
説
明
が
必
要
と
な
り
、
か
適
法
で
は
あ
る
が
不
平
等
な

負
担
。
と
い
う
観
点
に
重
要
な
意
味
が
持
た
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
更
に
、
法
律
に
よ
っ
て
も
侵
し
得
ぬ
『
基
本
的
人
権
』

と
い
う
概
念
が
確
立
し
、
財
産
権
も
ま
た
そ
の
一
つ
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
こ
こ
で
は
再
び
、
こ
の
よ
う
な
基
本
的
人
権
の
、
法
律
に
よ
る
『
侵

害
』
と
い
う
問
題
が
登
場
し
得
る
こ
と
に
な
る
:
:
:
」
。

G
G
の
下
で
は
基
本
権
の
法
律
に
対
す
る
優
位
が
明
言
さ
れ
、
賃
料
損
失
判
決
自
身
そ
れ

を
強
調
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
「
平
等
原
則
違
反
」
と
い
う
定
式
で
し
か
収
用
を
定
義
で
き
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
所
有
権
を
め
ぐ
る
問
題
の
特

質
が
現
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

(
日
制
)
巧
-
E
Z
Z
F
の
E
R
r
g
p
g
h
v
h
N
H
u
g
-
ω
-
N申
N・
8
由luo由・〈間}・

ι
0
2・
5
2
z
s
h句
R
E
F
S
N
U
-
ω

台

ω・
参
照
、
人
見
剛
『
近
代
法

治
国
家
の
行
政
法
学
|
ヴ
ァ
ル
タ
l

・
イ
ェ
リ
ネ
ッ
ク
行
政
法
学
の
研
究
』
一
九
九
三
年
、
二
六
二
頁
以
下
。

(
必
)
切
〈
2
向
。
何
回
-
H
S
(エ
由
)
。
判
決
で
は
所
有
権
保
障
に
関
す
る
憲
法
規
範
が
「
価
値
的
文
化
的
法
益
」
を
保
護
す
べ
き
こ
と
が
強
調
さ
れ
て

いヲ。。

(
幻
)
何
色
ロ
「
号
告
(
〉
ロ
B
-
H
S
F
E
-
ω
-
g・
8
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縄
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憲法上の所有権?

(
ぬ
)
切
の
出
N
由
0.HNA山

(50)

(
ω
)
F
a
ω
ロ
2
(〉ロヨ・

2
)
-
bて
匂
』
忌
∞
ω・
ω・
2
・

(
日
)
回
〈
O止
の
何
回
myωCC(ωω
品
)

(
臼
)
切
の
出
弓
冶
で
回
申
吋
∞
・

ω-NN由。

(
N
N
S
)
(
H
U斗
∞
叶
-Hω)

(
臼
)
問
。
N
H
回目
-
N
g
(
N叶
N)
し
か
し
そ
の
後
、
例
え
ば
建
築
線
判
決
(
問
。
N
H
N∞・

5
)
な
ど
で
は
こ
の
よ
う
な
所
有
権
観
が
継
承
さ
れ
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
が
、
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

(
ω
E
ω
(〉
ロ
ヨ
-HD)
・
ω
コ
司
ロ
-mω)

(
臼
)
回
〈
ω止
の
何
回
∞
-U003uhp)

(
臼
)
回
〈
2
h
O何回
-
N
E
(
N叶
∞
)
・
同
判
決
は
煙
突
清
掃
親
方
業
を
規
律
す
る
連
邦
法
に
対
し
て
、
業
者
が
特
に
そ
の
年
齢
制
限
を
問
題
に
し
て
提
起

し
た
憲
法
異
議
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
論
点
の
一
つ
と
し
て
、
「
従
来
確
保
さ
れ
て
い
た
営
業
権
」
が
G

G
一
四
条
の
保
護
を
受
け
る
か
ど
う
か

と
い
う
問
題
が
あ
っ
た
。
判
決
は
こ
の
点
に
つ
い
て
、
「
個
人
が
自
ら
の
業
績
予

2
5開
)
と
資
本
出
滑
に
よ
っ
て
獲
得
し
た
も
の
」
で
あ
る
限

り
で
営
業
を
物
的
財
産
と
同
視
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
、
煙
突
清
掃
業
者
の
権
利
に
つ
い
て
は
保
護
を
否
定
し
た
。
こ
こ
に
示
さ
れ
た
「
自
ら
の

業
績
と
資
本
出
潟
」
と
い
う
定
式
に
デ
ュ

l
リ
ヒ
の
い
わ
ゆ
る
「
『
E

S開
テ
ー
ゼ
」
(
後
述
E
一
。
〈
包
・

0
2
ω
E巳
5
ι
ι
ぽ
〈

2
B
u
m
g
2
9

Z
ロ
丘
町
OE--口
F12nz-FnrEM
回
2
2
r
z間口口問

Z
5
2
切戸同開
2
(
ω
E
r守
r
t
s
D問問。ロ忌ロ
r。
河
2
r
z
巳
ω
何-問。
E
g
s
-目
白
ロ
ロ
O
島
内
肖
〉
ス
・
エ
の
の
)

z
u
p包
遺
書
え
な
年
言
、
S
(〉ロ
5
・
5
)
ω
-
E
S・(開
2
2
K
F
E円r
z
n
r
H由
回
∞
・
出
向
日
巧
・
〉
唱
。
-HNロ
B
8
0
0
r
5
5
B間
)
の
影
響
を
見
て

取
る
こ
と
は
難
く
な
い
。

(“)
ω
n
r
g
E
H
〉
F
B
E
g
-
0
2
丘町
OE--ロ
r
l
H
2
r同
-rroω
口
r
g
N
仏

2
の
2
ロ向日命日間
g
z
g
ω
宮
内
回
日
ロ
2
2
0ロ
問
2
Z
Zロ件当日
n
r
Z口問
-
b
て匂九回申∞
F

ω-NHA山

(NH斗
)

(
肝
)
切
む
F
2
2
(〉
ロ
ヨ
・
お
)
・
足
、
で

HU∞∞・

ω-N間昂吋・

(
ω
)
F
E
mロ
2
・
Hw-moECHH居者。ロ円
rw
叫
(
〉
ロ
5
・
2
)
bて切目
HU∞臼・

ω・
2
・

(
印
)
岡
山
〈
命
片
岡
。
開
閉
∞
-ucc(ω
定
)
山
∞
の
出
足
、
司
巴
斗
∞
-NN由。

(NN申
H)
・
但
し
、
移
送
決
定
の
該
当
箇
所
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
「
こ
の
地
下

水
利
用
に
関
す
る
公
法
的
規
律
(
水
収
支
法
一

a
条
の
こ
と
|
引
用
者
註
)
は
、

G
G
一
四
条
一
項
二
文
及
び
B
G
B
九

O
三
条
に
言
う
と
こ
ろ

の
、
連
邦
法
に
よ
る
所
有
権
の
内
容
お
よ
び
限
界
の
規
定
で
あ
る
。
」
切
〈

2
5
は
、
「
切
の
国

H
B
G
B
九

O
三
条
」
と
い
う
位
置
づ
け
の
根
拠
と

し
て
、
本
文
に
引
い
た
よ
う
な
形
で
抜
粋
し
て
引
用
す
る
の
だ
が
、
そ
こ
で
意
図
的
に
合
意
が
変
更
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
い
は
拭
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い
え
な
い
。

(
刊
)
も
っ
と
も
、
九

O
五
条
を
九

O
三
条
と
一
体
を
な
す
「
絶
対
的
所
有
権
」
の
規
定
と
解
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
日
本
法
に
つ
い
て
で
は
あ

る
が
、
民
法
二
十
七
条
(
「
土
地
ノ
所
有
権
ハ
法
令
ノ
制
限
内
ニ
於
テ
其
土
地
ノ
上
下
ニ
及
ブ
」
を
絶
対
的
所
有
権
の
確
認
規
定
と
解
す
る
も
の
と

し
て
、
五
十
嵐
敬
喜
『
都
市
法
』
一
九
八
七
年
、
一
三
頁
。

(n)
回
の
出
N
F
N
さ
(N
コ
)
判
決
の
事
案
に
つ
い
て
参
照
、
前
託

(
6
)

(η)
関

5
2
n
r巳
「
何
百
め
ロ
zgω
口
三
ロ
ロ
ロ
伺
ロ
ロ
ι
巴問。
HMHZBωro開門民間
i

回
以
ロ
河
口
円
rrznrω
え

N45ロ乱開

r
r
z
-
h
h語、、
m
n
p
H
5
2・
ω・
ω同

(ω
申)・

同
論
文
の
読
解
に
つ
い
て
は
一
九
九
一
年
度
利
谷
広
渡
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
(
東
京
大
学
法
学
政
治
学
研
究
科
)
に
お
け
る
検
討
に
多
く
を
負
っ
て
い

る
。
こ
の
論
文
に
触
れ
る
も
の
と
し
て
、
広
渡
「
ナ
チ
ス
民
族
法
典
の
所
得
権
規
定
」

(
I
註

(
3
)
一
六
一
τ
良
。
ま
た
、
同
様
の
指
摘
を
行
う
論
文

と
し
て
参
照
、
ク
レ
ッ
シ
ェ
ル
「
『
ゲ
ル
マ
ン
的
』
所
有
権
概
念
説
に
つ
い
て
」
石
川
武
監
訳
『
ゲ
ル
マ
ン
法
の
虚
像
と
実
像
』
二
六
七
頁
以
下
。

(η)
烈円
S
R
r
o
=・
ω
m
C・
従
っ
て
、
ク
レ
ッ
シ
ェ
ル
の
場
合
、

B
G
B
九
O
三
条
|
民
法
上
の
制
限
|
公
法
的
・
私
法
的
制
限
と
い
う
い
わ
ば

三
層
構
造
を
想
定
し
て
い
る
。
本
文
に
述
べ
た
、
「
私
法
秩
序
モ
デ
ル
」
と
「
九

O
三
条
モ
デ
ル
」
の
混
合
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

(日

)
Z
m
g
ω
円
E
-
F
N
U
h
S
E遺
言
札
。
対
3
忌
S
E
H諸問。
E
E
F
H由
斗

0

・
ω・
2
1
g・
な
お
、
ク
レ
ッ
シ
ェ
ル
も
B
G
B
九

O
三
条
と
「
原
則
|
例
外

図
式
」
と
の
関
係
を
説
く
が
、
彼
の
場
合
そ
れ
は
直
ち
に
「
所
有
者
の
権
限
の
推
定
」
と
い
う
実
体
的
帰
結
を
と
も
な
っ
て
お
り
、
シ
ュ
ル
テ
の
形

式
的
議
論
と
は
異
な
る

o
F
8
2
z
=
(〉
回
目
・
叶
N
)

・
ω-U叶
)
な
お
、
「
侵
害
思
考
」
に
つ
い
て
は
、
山
下
淳
「
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
土
地
の
建
築
的

利
用
規
制
(
四
)
」
(
『
自
治
研
究
』
六

O
巻
一
号
)
一
一
六
頁
が
紹
介
す
る
プ
ロ

l
ム
の
見
解
も
参
照
。

〈符

)
ω
。r三
件
。
(
〉
ロ
ヨ
・

2
)・
ω-S-
回
虫
・
〈
四
戸

ι2m--N録、
b
。h
遣
ミ
匙
忌
旬
、
曲
、
同
・

ζ
c
c
・
3
3・
ω-AF斗

(
苅
)
伊
E
F
O
(
〉ロ
B-
三)・ω

怠
-
E
・
g-
あ
く
ま
で
「
思
考
図
式
」
に
と
ど
ま
る
こ
の
議
論
は
、
必
ず
し
も
所
有
者
の
自
由
を
広
げ
る
方
向
に

働
く
と
は
限
ら
な
い
。
そ
れ
を
示
し
て
い
る
の
が
、
「
建
築
の
自
由
」
に
否
定
的
な
シ
ュ
ル
テ
の
議
論
で
あ
ろ
う
。
参
照
、
中
島
茂
樹
「
ボ
ン
基
本

法
と
土
地
所
有
権
」

(
I
註
U
)

三
O
八
頁
以
下
、
原
田
/
広
渡
/
吉
国
/
戒
能
/
渡
辺
編
『
現
代
の
都
市
法
』
一
九
九
三
年
、
七

O
頁
。
な
お
、
念

の
た
め
付
言
す
れ
ば
、
本
稿
で
扱
う
「
憲
法
上
の
所
有
権
」
と
い
う
問
題
と
、
日
本
で
も
し
ば
し
ば
紹
介
さ
れ
て
き
た
「
建
築
の
自
由
」
論
争
と

は
、
密
接
な
関
係
を
有
し
つ
つ
も
互
い
に
別
個
の
問
題
で
あ
る
。
砂
利
採
取
決
定
の
枠
組
で
考
え
る
す
れ
ば
、

G
G
が
、
所
有
権
の
内
容
と
し
て
直

接
「
建
築
の
自
由
」
あ
る
い
は
「
建
築
の
不
自
由
」
を
想
定
し
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
問
題
は
内
容
規
定
的
法
律
で
あ
る
建
設
法
典
な
ど
の

実
定
法
規
定
|
「
合
憲
的
法
律
の
総
体
」
を
ど
う
解
釈
す
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
そ
し
て
、
仮
に
建
設
法
典
が
「
建
築
の
不
自
由
」
を
定
め
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憲法上の所有権?

て
い
る
と
解
釈
さ
れ
た
場
合
、
そ
れ
が
違
憲
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。

(門

)
F
H
O同
国
件
r
z
F・
p.崎
司
2
2お
$
ミ
h
Q
S
ミ
な
色
町
?
弘
、
H
H
申
k
S
F
N
C
E
足一定句。
H
N
(
〉ロ
B-ω
品)・

ω
・〉区間
F
H
由∞
ω
(
戸〉口町一
-
H
申由
N
)
同
書
の

制
度
的
保
障
論
に
付
い
て
の
詳
細
な
分
析
と
し
て
、
赤
坂
正
浩
コ
一
つ
の
制
度
的
保
障
論
|
C
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
と

p
-
へ
l
ベ
ル
レ

l
」
(
『
法
学
』

四
九
巻
一
号
)
入
二
頁
。

(
何
日

)
E
F
E
-
p
p
c
-
ω
-
N
N
M
-
匂
司
ミ
申
・
参
照
、
赤
坂
前
掲
、
一

O
O頁。

(乃

)
H
W〈
ゆ
え
の
何
回
∞
一
-
M
O
D
Q
ω
由)

(
的
)
回
〈
OH向
。
開
N
A
P
-
U
A
W叶

(ω
申由)

(
幻
)
切
む
V
5
2
(
K
Fロ
B
-
お
)
・
足
、
で
巴
∞
∞
・

ω
-
N
m斗
N-

(幻

)

G

G
の
下
で
の
所
有
権
を
め
ぐ
る
議
論
に
大
き
な
影
響
を
及
.
ほ
し
た
イ
プ
セ
ン
の
国
法
学
会
大
会
報
告
l
既
に
引
用
し
た
が
ー
は
、
「
所
有
権

は
、
二
一
条
一
項
二
文
(
「
職
業
行
使
の
自
由
に
つ
い
て
は
法
律
に
よ
り
ま
た
は
法
律
に
基
づ
く
規
律
が
可
能
で
あ
る
」
|
引
用
者
注
)
を
別
に
す

れ
ば
、
そ
の
内
容
規
定
が
:
:
:
(
実
質
的
意
味
の
)
法
律
に
明
示
的
に
委
ね
ら
れ
留
保
さ
れ
て
い
る
唯
一
の
基
本
権
で
あ
る
。
」

2
3
2
(〉
ロ
ヨ
-
H
3
・

ω-E)
と
い
う
認
識
か
ら
出
発
し
て
議
論
を
展
開
し
て
い
る
。

(
幻
)
藤
田
宙
靖
は
既
に
、
財
産
権
保
障
に
つ
い
て
の
理
念
型
的
思
考
様
式
と
し
て
、
「
決
定
理
論
」
と
「
オ
ー
プ
ン
理
論
」
と
い
う
こ
類
型
を
提
出

し
て
い
る
。
(
藤
田
・
註

a)
一
O
九
頁
以
下
、
二
五
三
頁
以
下
。
)
本
稿
で
の
分
析
が
こ
れ
に
加
え
て
な
ん
ら
か
の
意
味
を
も
っ
と
す
れ
ば
、
そ

れ
は
以
下
の
三
点
に
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
①
「
決
定
理
論
」
内
部
の
二
つ
の
そ
デ
ル
の
可
能
性
の
指
摘
②
同
じ
く
「
土
地
所
有
権
の
相
対
化
・
機

能
化
」
を
志
向
し
て
も
、
-
立
法
権
と
司
法
権
と
の
緊
張
関
係
が
あ
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
③
切
〈
巾
止
の
と
切
の
同
の
共
通
点
(
藤
田
、
前

掲
一
二
三
頁
)
よ
り
も
相
違
点
を
よ
り
強
調
し
て
い
る
こ
と
。

(
制
)
こ
の
議
論
は
日
本
で
も
注
目
さ
れ
、
多
く
の
論
文
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
逐
一
引
用
は
し
な
い
が
、
遠
藤
博
也
『
計
画
行
政
法
』
一
九
七
六

年
、
二
一

O
頁
以
下
は
、
も
っ
と
も
詳
細
に
い
く
つ
か
の
判
決
を
紹
介
す
る
。
他
に
、
広
渡
・
註

(
6
)
四
O
九
頁
以
下
、
西
埜
・
註

(
1
)
、
六

二
頁
以
下
。

(
邸
)
切
の
ZNNω
・
8
3
N
M
品
)
な
お
、
「
義
務
負
担
性
」
と
い
う
訳
語
は
、
広
渡
・
註

(
6
)
四一

O
頁
に
従
っ
た
。

(
筋
)
切
の
E
N
F
N叶
C

(

〉ロ
5
・
3

(
幻
)
切
の
出
NNω
・
8

3

3
〈
四
戸
切
の
国
N
g
-
ロ由

(
H
U
H
H
ω
N
)
・
参
照
、
広
渡
・
註

(
6
)
四
一
一
一
頁
。
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(ω

∞
)
〈
巴
・
回
日
ロ
2
(〉ロ
E
m
u
-
)
ω

同ω
白l
H
M
由一.

(
鈎
)
広
渡
・
註
(
6
)
四
一
一
頁
。

(ω)
切
の
出
N
N
ω
-
u
o
(
u
u
-
u
m
)

(
引
)
切
の

z
b。
て
呂
町
〆

ω・
白
血
喧
・
同
判
決
で
は
、
天
然
記
念
物
と
し
て
指
定
さ
れ
た
樹
木
の
伐
採
禁
止
が
「
社
会
的
拘
束
」
と
し
て
補
償
を
要
し

な
い
と
さ
れ
た
。

(
幻
)
切
の
出
N
N
P
U
0
3
3

(
m
m
)

切
の
出
N
m
0
・
H
N晶

(Hω
同
)
・
同
判
決
の
事
案
で
は
、
土
地
所
有
者
の
申
請
し
た
砂
利
採
取
事
業
の
許
可
は
、
水
道
事
業
へ
の
悪
影
響
を
主
た
る
理

由
と
し
て
拒
否
さ
れ
た
。
原
告
は
こ
れ
ま
で
砂
利
採
取
事
業
を
営
ん
で
は
い
な
い
が
、
隣
地
で
は
行
わ
れ
て
い
る
。
(
同
判
決
に
つ
い
て
よ
り
詳
細

に
は
、
遠
藤
・
註
(
剖
)
一
ご
七
頁
以
下
)
一
九
七
六
年
の
水
収
支
法
改
正
で
、
地
下
水
利
用
権
が
土
地
所
有
権
の
内
容
か
ら
明
示
的
に
除
か
れ
た

の
は
、
こ
の
判
決
の
よ
う
な
傾
向
に
抗
す
る
た
め
と
い
う
意
図
も
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
(
∞

zgmnr(〉ロ
B
・
ω
品)・

ω
-
N
N
U
)

(
悦
)
広
渡
・
註
(
6
)
四
一
一
頁
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
や
や
異
な
る
が
、
遠
藤
・
註
(
制
)
一
一
一
五
頁
は
「
叙
述
的
要
素
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
よ
り

規
範
的
・
価
値
評
価
的
基
準
に
よ
っ
て
規
定
し
よ
う
と
し
て
い
る
」
と
位
置
づ
け
る
。
実
定
法
を
待
た
ず
し
て
事
実
か
ら
規
範
的
効
力
を
導
く
の
が

ま
さ
に
「
状
況
拘
束
性
」
論
の
本
質
的
問
題
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
事
実
と
規
範
の
峻
別
を
主
張
す
る
立
場
か
ら
は
批
判
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
こ
と
に

注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
〈
m
-
o
g
mロ
2
(〉ロヨ・

2
)・
ω

H
白
山
(
同
町
出
回
由
吋
)

(
M
m
)

広
渡
・
註
(
6
)
四
一
一
二
良
。
同
旨
、
高
橋
・
註

(
1
)
六
二
頁
。

(
町
田
)
切
の
出
弓
〉
司
s
a
ω
-
N
N
由。

(
N
N
Z
)

(
仰
)
回
〈
m
止の何回∞・

ω
0
0
3
3
)

(
悌
)
回
出
回
N
U
0
.

コ(N
目
)
・
こ
の
判
決
に
つ
い
て
参
照
、
後
述
皿
一
二
2

(
凹
)
切
の
出
N
由0
・
H
N
由
(Hum)
・
〈
四
「
切
の
Z
N
お
-
g
u
(
同
由
回
)
「
長
期
間
存
す
る
、
と
り
わ
け
事
実
的
発
展
か
ら
生
じ
た
所
有
物
の
状
態
」
が
状
況
拘

束
性
の
本
旨
で
あ
る
と
す
る
ラ
イ
ス
ナ
l
は
、
当
然
こ
の
よ
う
な
傾
向
に
批
判
的
で
あ
る
。
巧
ω
-
Z
H
円、何百昂タ

-
E
5
5
5
h
S
足立
S
F
E
H
S句

岡弘
h
s之
友
喜
句

1
1
2
E
w
怯
宮
、
、
』
ミ
芯
均
R
F
H句
包

H
S
ミ
S
F
U
H由
mE0
・
ω
・
H
0
・
N
H
・

(
叩
)
切
の
出
N
由0
・
HNA
日(同
U
A
F
)

(

m

)

切〈

2
5何回
N
-
H
(
N
由
)
・
ほ
ぼ
同
一
の
判
旨
は
既
に
居
住
賃
貸
借
解
約
保
護
法
判
決
(
切
〈
司
自
開
ヨ
・

5
N
(
H
S
)
)

に
も
あ
る
が
、
表
現
が
よ
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り
明
確
な
こ
ち
ら
を
引
用
し
た
。
ま
た
、
砂
利
採
取
決
定
で
は
こ
の
判
旨
は
よ
り
簡
略
化
さ
れ
た
形
で
引
き
継
が
れ
る
。
「
G
G
は
、
個
人
の
私
的

諸
利
害
と
公
共
の
利
害
と
に
適
正
で
あ
る
べ
き
所
有
秩
序
を
創
設
す
べ
き
任
務
を
立
法
者
に
委
ね
て
い
る
」
(
切
〈

2
5
E∞
・
ω
0
0
3
8
)
)
こ
こ
で

ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
判
決
、
居
住
賃
貸
借
解
約
保
護
法
判
決
が
引
用
さ
れ
る
が
、
「
社
会
モ
デ
ル
」
概
念
は
継
承
さ
れ
て
い
な
い
。

(
叩
)
「
G
G
一
四
条
一
項
一
文
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
る
所
有
権
の
法
的
内
容
は
、
所
有
権
の
対
象
に
対
す
る
所
有
者
の
私
的
効
用
性
と
処
分
の
原
則

的
自
由
に
よ
っ
て
特
徴
付
け
ら
れ
る
。
所
有
権
は
所
有
者
に
と
っ
て
私
的
イ
ニ
シ
ァ
テ
ィ
ブ
の
土
台
と
し
て
、
自
己
責
任
的
私
的
利
益
を
生
み
出
す

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
(
∞
〈
ゆ
え
の
開
g
-
Y
U
D
)

「
私
的
効
用
」
と
い
う
概
念
は
、
既
に
紹
介
し
た
よ
う
に

(
E
一
4
)
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
の
提

起
に
か
か
る
も
の
で
あ
る
。

(
F
Z
E
H含
(
〉
ロ
B
H由
)
既
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
回
〈

2
5
の
判
例
で
は
、
「
私
的
効
用
性
」
は
収
用
と
内
容
規
定

の
区
別
の
道
具
概
念
と
し
て
の
役
割
を
失
ぃ
、
立
法
権
の
行
使
に
あ
た
り
考
慮
す
べ
き
原
則
の
一
つ
と
し
て
の
位
置
づ
け
の
み
を
与
え
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
。

(
問
)
切
〈
め
止
の
開
印
斗
・
5
N
(
E
C
)

(
山
)
切
〈
角
川
止
の
明
白
斗
・
5
N
(
H
A
H
(
)
)
"

回
〈
ゆ
え
の
何
回
N
-
H
(
N
由)

(
師
)
の
g
r
o
(
〉
ロ
ヨ
-
H
N
)
-
b
。〈回申山田口・

ω・∞
D

問(∞
C

申)

(
脳
)
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
経
済
制
度
」
論
に
関
す
る
本
格
的
学
説
史
的
研
究
と
し
て
、
舟
田
正
之
「
ド
イ
ツ
『
経
済
制
度
』
理
論
史
(
一
)
|
(
七
)

(
『
国
家
学
会
雑
誌
』
八
八
巻
七
・
八
号
四
三
五
頁
、
九
・
一

O
号
五
三
八
頁
、
八
九
巻
一
・
二
号
五
六
頁
、
五
・
六
号
二
三
コ
一
頁
、
一
一
・
一
二
号

六
七
七
頁
、
九

O
巻
五
・
六
号
二
七

O
頁
、
九
・
一

O
号
五
八
九
頁
)

(
即
)
舟
田
、
前
掲
(
七
)
、
国
家
九

O
巻
九
・
一

O
号
六
一
五
頁

(
附
)
本
稿
で
検
討
し
た
対
象
の
限
定
性
に
鑑
み
、
ひ
と
ま
ず
仮
説
的
に
提
示
し
て
お
く
。
検
証
の
た
め
に
は
、
所
有
権
に
関
す
る
両
裁
判
所
の
判
例

の
よ
り
包
括
的
な
検
討
が
必
要
と
な
ろ
う
。
ま
た
、
用
語
等
も
十
分
な
吟
味
を
経
た
も
の
で
は
な
く
、
今
後
の
さ
ら
な
る
検
討
を
予
定
し
て
い
る
。

(
即
)
但
し
、
こ
こ
で
先
在
性
が
否
定
さ
れ
て
い
る
の
は
所
有
権
に
関
す
る
限
り
の
「
秩
序
」
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
直
ち
に
あ
ら
ゆ
る
社
会
秩
序

の
先
在
性
が
否
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

(
山
)
切
点
止
の
開
N
p
u
ミ
(ω
∞
申
)
〈
m-
忍

者
0
5
2
〉ロ

5
5・
ω
由

(
山
)
藤
田
・
註
(
お
)
一
一
五
頁
は
、
「
決
定
思
考
」
に
つ
い
て
、
「
所
有
権
概
念
の
新
形
成
の
度
合
、
変
遷
の
テ
ン
ポ
を
(
そ
の
相
対
化
・
変
遷
の

可
能
性
を
承
認
し
つ
つ

)
s
a
2
m
S
な
も
の
に
抑
制
す
る
」
機
能
を
有
す
る
も
の
だ
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。
基
本
的
に
正
し
い
指
摘
だ
と
考
え
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ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
も
立
法
権
と
司
法
権
と
の
緊
張
関
係
が
同
時
に
強
調
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

問
山

人
格
的
自
由

「
所
有
権
は
、
人
格
的
自
由
の
保
障
と
内
的
な
関
連
に
立
っ
て
い
る
基
底
的
基
本
権
(
色
。

B
g昨日
2
P
E
e
z
Z
)
で
ゐ
る
。
基
本
権
全
体
の
体
系

の
中
で
、
所
有
権
に
は
、
権
利
主
体
に
財
産
法
的
領
域
に
お
け
る
自
由
空
間
を
確
保
し
、
生
活
の
自
己
責
任
的
形
成
を
可
能
に
す
る
任
務
が
与
え
ら
れ

(
1
)
 

て
い
る
。
」
(
堤
防
判
決
)

「
人
格
的
自
由
」
(
司
2
8
E
W
Z
F巳
Z
X
)
を
強
調
す
る
堤
防
判
決
の
こ
の
よ
う
な
判
旨
は
、
回
〈
巾
止
の
の
所
有
権
観
の
一
面
を
示
す

(
2
)
 

も
の
と
し
て
引
用
さ
れ
る
。
し
か
し
、
「
人
格
的
自
由
」
な
る
概
念
は
切
〈
町
民
の
の
専
有
物
で
は
な
い
。
切
の
出
も
、
賃
料
損
失
判
決
に

お
い
て
、
「
国
家
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
個
人
は
、
同
胞
の
中
で
、
人
格
と
し
て
、
即
ち
自
由
で
か
つ
自
己
責
任
的
に
生
存
し
う
る

た
め
に
、

ま
た
、
圧
倒
的
な
国
家
権
力
の
単
な
る
客
体
に
な
ら
な
い
た
め
に
、

つ
ま
り
そ
の
自
由
と
尊
厳
の
た
め
に
、
法
的
に
厳
格
に
保

障
さ
れ
た
所
有
権
と
い
う
領
域
を
必
要
と
す
る
。
」
と
述
べ
て
、
所
有
権
と
「
人
格
的
自
由
」
と
を
関
連
さ
せ
て
い
る
。

一
部
に
は
、
上
述
の
回
〈
巾
止
の
と
切
の
国
の
判
旨
を
た
だ
並
べ
て
紹
介
す
る
文
献
も
見
ら
れ
ふ
料
、
両
者
の
所
有
権
に
関
す
る
見
解
が

さ
ま
ざ
ま
な
点
で
著
し
い
相
違
を
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、

ま
た
、
回
〈
巾
止
の
の
所
有
権
観
の
特
徴
を
浮
き
彫
り
に
し
よ
う
と
す
る

本
稿
の
目
的
か
ら
み
て
、

む
し
ろ
、
同
じ
く
所
有
権
と
「
人
格
」
と
を
関
連
さ
せ
る
両
者
の
見
解
の
差
異
に
注
目
し
つ
つ
分
析
す
る
こ
と

説

が
有
益
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
、
栗
城
は
、
切
〈
巾
止
の
を
「
オ
プ
テ
ィ
マ
ル
な
保
障
の
立
場
」
、
切
の
出
を
「
マ
ク
シ
マ
ム
な
保
障
の
立
場
」

と
位
置
づ
け
た
上
で
、
両
者
の
差
異
は
、
①
所
有
権
に
関
し
て
憲
法
独
自
の
論
理
が
働
く
こ
と
を
認
め
る
か
ど
う
か
②
つ
ま
り
、
所
有
権

論

と
民
主
政
原
理
・
社
会
国
家
原
理
と
の
調
和
的
共
存
を
は
か
る
か
そ
れ
と
も
両
者
の
矛
盾
対
立
を
強
調
す
る
か
に
あ
る
と
分
析
し
て
い
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(
5
)
 

る
。
こ
の
分
析
の
意
義
を
認
め
た
上
で
、
以
下
で
は
、
「
人
格
的
自
由
」
論
の
い
わ
ば
下
位
命
題
と
し
て
の
三
つ
の
具
体
的
問
題
|
①
所
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有
権
の
差
別
化
(
一
)
②
現
存
保
障
の
価
値
保
障
に
対
す
る
優
位
(
二
)
③
行
政
訴
訟
の
優
位
(
三
)
を
検
討
し
、

切
の
出
の
差
異
を
「
人
格
」
概
念
の
異
同
と
い
う
局
面
か
ら
あ
ら
た
め
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
(
四
)

そ
の
上
で
回
〈
巾
同
町
の
と

所
有
権
の
差
別
化

「
個
人
の
人
格
的
自
由
の
保
障
の
要
素
と
し
て
の
所
有
権
が
問
題
に
な
る
限
り
、
そ
れ
は
特
殊
刻
印
さ
れ
た
保
護
を
受
け
る
。
例
え
ば
所
有
権
の
譲
渡

の
禁
止
な
ど
所
有
秩
序
の
領
域
に
お
け
る
行
動
の
自
由
の
基
本
的
構
成
要
素
に
関
し
て
は
特
別
に
厳
し
い
基
準
が
課
さ
れ
る
こ
と
や
、
自
ら
の
業
績

(
己
完

R
F
Z
2
5間
)
が
所
有
者
の
地
位
が
特
別
の
保
護
を
受
け
る
理
由
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
そ
れ
と
関
連
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し

て
、
所
有
権
の
対
象
が
社
会
的
関
連
・
社
会
的
機
能
の
下
に
あ
る
程
度
が
大
き
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
立
法
者
の
内
容
・
限
界
規
定
に
つ
い
て
の
権
限

は
そ
れ
だ
け
広
い
。
そ
の
基
準
と
な
る
の
は
、
G
G
一
四
条
第
二
項
に
表
現
さ
れ
た
視
点
、
つ
ま
り
利
用
と
処
分
が
所
有
者
の
領
域
の
内
部
で
の
み
行

わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
当
該
所
有
権
の
利
用
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
(
自
問
。

5
2
3
)
他
の
市
民
の
諸
請
求
に
も
関
係
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
か
か

る
前
提
が
存
す
る
場
合
、
公
益
に
従
っ
た
利
用
と
い
う
G
G
の
要
請
は
、
当
該
対
象
を
自
ら
の
自
由
の
保
障
と
責
任
あ
る
生
活
形
成
の
た
め
に
必
要
と

(
7
)
 

す
る
非
|
所
有
者
へ
の
配
慮
と
い
う
要
請
を
も
含
ん
で
い
る
。
」
(
共
同
決
定
判
決
)

(
8
)
 

共
同
決
定
判
決
の
こ
の
よ
う
な
判
旨
は
、
判
決
自
身
に
よ
っ
て
、
所
有
権
保
障
の
「
差
別
化

3
5
2
3
N
5
5四
)
」
と
称
さ
れ
る
が
、

こ
れ
は
決
し
て
目
新
し
い
見
解
で
は
な
い
。

イ
プ
セ
ン
は
、
所
有
権
の
社
会
的
拘
束
の
程
度
は
「
所
有
権
対
象
の
特
性
へ

(

9

)

 

へ
の
考
慮
な
し
に
は
考
察
さ
れ
え
な
い
と
指
摘
し
て
い
た
。
報
告
を
受
け
た
討
論
の
中

(
刊
)

で
、
所
有
権
の
区
別
論
を
主
張
し
た
の
が

L
・
ラ
イ
ザ
ー
で
あ
る
。
ほ
ぼ
同
時
期
に
執
筆
さ
れ
た
小
論
も
参
照
し
な
が
ら
、
彼
の
見
解
を

一
九
五
二
年
の
ド
イ
ツ
国
法
学
会
大
会
報
告
に
お
い
て
、

の
配
慮
と
財
貨
秩
序
全
体
の
中
で
の
そ
の
地
位
」

ま
と
め
て
み
よ
う
o
G
G
一
四
条
は
、

ナ
チ
ズ
ム
・
東
側
に
対
抗
し
て
個
人
の
自
由
と
尊
厳
を
強
調
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
同
条
が
あ
て

は
ま
る
の
は
政
治
的
に
無
害
な
一
般
市
民
(
丘
三

R
Z吋
回
目

Z2)
の
財
産
、

つ
ま
り
私
的
生
活
領
域
に
お
け
る
個
人
の
独
立
と
自
由
な
発



展
の
保
障
に
資
す
る
所
有
権
、
あ
る
い
は
消
費
的
財
産
で
あ
る
o

し
か
し
、
企
業
形
態
を
と
る
所
有
の
よ
う
に
、
所
有
が
他
者
に
対
す
る

政
治
的
権
力
を
生
み
出
す
場
合
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
所
有
権
は
も
は
や
私
事
で
は
な
く
、
公
共
的
事
項
と
な
り
、
国
家
介
入
が
正
当
化
さ

れ
る
。
土
地
、
天
然
資
源
、
生
産
手
段
を
対
象
と
し
て
挙
げ
る
G
G
一
五
条
(
社
会
化
)
は
所
有
権
の
こ
の
よ
う
な
側
面
に
関
わ
る
問
題

で
あ
る
。

つ
ま
り
、
「
所
有
権
保
障
は
保
護
さ
れ
る
財
貨
が
果
た
し
て
い
る
経
済
的
社
会
的
機
能
に
応
じ
て
そ
の
程
度
を
異
に
す
る
」
と

い
う
原
則
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

ラ
イ
ザ
l
の
議
論
は
、

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
所
有
権
の
社
会
的
機
能
に
注
目
し
て
規
制
を
正
当
化
す
る
理
論
で
あ
っ
た
が
、
共
同
決

定
判
決
に
示
さ
れ
て
い
る
も
う
一
つ
の
方
向
!
「
人
格
的
自
由
」
に
密
接
に
関
わ
る
所
有
権
の
保
護
の
拡
大
・
強
化
ー
を
提
唱
す
る
の
は

デ
ュ

1
リ
ヒ
の
一
九
五
八
年
論
文
で
あ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
憲
法
に
よ
る
財
産
権
保
護
の
存
在
理
由

(
8
5と
が
不
可
分
一
体
の
「
人

格
」
で
あ
る
以
上
、
保
護
は
外
界
の
財
物
全
て
に
対
し
て
及
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
o

有
体
物
の
み
、
あ
る
い
は
私
権
の
み
に
保
護
を
限

定
し
で
は
な
ら
な
い
。
そ
し
て
「
人
格
と
外
界
の
財
物
と
の
聞
の
実
質
的
関
係
の
密
接
さ
」
の
み
を
基
準
と
し
て
憲
法
的
保
障
の
差
別
化

が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
り
わ
け
人
間
の
自
己
責
任
的
活
動
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
た
財
物
H

「
業
績
」

(
Z
E
E間
)
は
保
障
さ

れ
る
o

自
己
責
任
的
業
績
と
し
て
獲
得
さ
れ
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
公
法
的
権
利
も
保
障
の
対
象
に
な
る
し
、
生
命
健
康
等
を
特
別
の
犠
牲

(ロ)

に
服
せ
し
め
た
結
果
獲
得
し
た
と
こ
ろ
の
補
償
請
求
権
も
ま
た
同
様
で
あ
る
。

(日
)

(

U

H

)

こ
の
後
も
理
論
的
整
理
は
試
み
ら
れ
、
ま
た
、
差
別
化
の
基
準
の
定
式
化
も
試
み
ら
れ
て
は
い
る
が
、
共
同
決
定
判
決
に
至
る
ま
で
の

(
日
)

論
点
は
上
記
の
議
論
で
ほ
ぼ
尽
く
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
ラ
イ
ザ
l
が
一
四
条
と
一
五
条
の
関
係
と

説

し
て
問
題
を
捉
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
イ
プ
セ
ン
に
も
共
通
し
て
い
た
こ
の
点
は
、
今
日
継
承
さ
れ
ず
、
回
〈
町
民
。
は
、
あ
く
ま
で
G

論

G
一
四
条
の
み
の
問
題
と
し
て
考
え
て
い
る
。
現
実
に
進
ま
な
い
「
社
会
化
」
に
対
応
し
て
、

(

国

)

(

げ

)

で
あ
る
。
「
社
会
的
機
能
」
概
念
の
酸
味
さ
は
今
日
論
者
の
批
判
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
暖
昧
さ
と
、

一
五
条
の
意
義
も
忘
れ
ら
れ
て
い
っ
た
の

一
五
条
が
視
角
か
ら
脱

39 



落
し
た
こ
と
と
は
お
そ
ら
く
無
関
係
で
は
あ
る
ま
い
。
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他
方
こ
の
よ
う
な
差
別
化
に
対
抗
し
て
、
「
所
有
権
概
念
の
単
一
性
」
を
強
調
す
る
論
者
と
し
て
ラ
イ
ス
ナ
ー
が
挙
げ
ら
れ
る
。
「
G
G

は
『
所
有
権
』
(
念
切
回

mgzg)
を
保
障
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
『
財
産
的
諸
権
利
』

(
O
Z
E
S
問問

2
2日
間
宮
宮
内
)
を
保
護
し
て
い
る

の
で
は
な
い
。
所
有
権
概
念
の
単
一
性
へ
の
決
断
こ
そ
が
伝
統
的
・
根
本
的
で
あ
る
。
:
:
・
所
有
権
保
障
が
財
貨
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
応
じ

て
基
本
的
に
異
な
る
構
成
を
も
っ
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
所
有
権
の
対
象
に
応
じ
て
異
な
っ
た
正
当
化
が
必
要
と
い
う
こ
と
も
な
い
。
」

ヴ
ェ

l
バ
l
は
よ
り
端
的
に
主
張
す
る
。
「
所
有
権
保
障
は
、
所
有
権
の
要
保
護
性
の
大
小
を
区
別
し
な
い
。
か
か
る
区
別
を
所
有
権
保

障
は
知
ら
な
い
。
あ
る
権
利
を
相
続
で
得
た
の
か
自
ら
の
業
績
で
獲
得
し
た
の
か
、
ま
た
多
く
の
も
の
を
投
入
し
て
得
た

(
ι
R
n
r
m
g
p
g

(
ゆ
)

r
z
g間
3
5
3
)
の
か
偶
然
で
得
た
の
か
も
、
所
有
権
保
障
の
問
う
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
」
も
ち
ろ
ん
こ
の
よ
う
な
立
場
に
立
つ
論
者

も
、
所
有
権
の
性
質
に
対
応
し
た
立
法
的
規
制
お
よ
び
そ
の
合
憲
性
審
査
が
あ
り
う
る
こ
と
を
全
面
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
「
社

(
却
)

会
的
機
能
」
に
着
目
す
る
こ
と
は
、
「
自
由
を
も
っ
と
も
危
う
く
す
る
機
能
主
義
」
と
徹
底
的
に
排
撃
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

な
お
一
点
指
摘
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
o

切
〈
巾
氏
。
が
「
社
会
的
機
能
」
に
よ
る
差
別
化
を
示
唆
す
る
と
き
、
そ
の
直
接
の
名
宛
人

は
立
法
者
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
o

切
〈
巾
止
の
は
、
例
え
ば
「
小
さ
な
財
産
」
「
大
き
な
財
産
」
と
い
う
形
で
、
自
ら
所
有
権
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
を
設
立
す
る
も
の
で
は
な
い
。
「
社
会
モ
デ
ル
」
の
形
成
者
と
し
て
の
立
法
者
が
「
社
会
機
能
・
社
会
連
関
」
を
衡
量
し
、
そ
れ
に

応
じ
た
法
制
度
的
形
成
を
な
す
べ
き
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。
切
ぐ
巾
止
の
は
事
後
審
査
の
み
を
任
務
と
す
る
。
ー
で
分
析
し
た
「
立
法

権
・
憲
法
裁
判
権
の
優
位
」
と
い
う
特
徴
が
こ
こ
に
も
現
れ
て
い
る
。
差
別
化
の
問
題
は
、
立
法
権
・
憲
法
裁
判
権
の
優
位
と
人
格
的
自

由
の
問
題
と
の
交
差
点
な
の
で
あ
る
。

現
存
保
障
と
価
値
保
障

「G
G
一
四
条
の
所
有
権
保
障
に
課
さ
れ
て
い
る
意
義
は
、
ワ
イ
マ
l
ル
憲
法
と
は
異
な
り
、
よ
り
包
括
的
で
あ
る
。
そ
れ
が
第
一
義
的
に
有
し
て
い



る
任
務
は
、
(
:
:
:
)
無
補
償
で
の
所
有
権
の
剥
奪
を
阻
止
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
所
有
者
の
手
に
あ
る
所
有
権
の
現
存

3
2
E
E
)
を
保
障
す
る
こ

と
に
あ
る
。
ワ
イ
マ

1
ル
憲
法
に
つ
い
て
主
張
さ
れ
た
(
ま
た
一
部
で
は
G
G
一
四
条
に
つ
い
て
も
主
張
さ
れ
て
い
る
)
見
解
所
有
権
保
障
は
そ
の

本
質
的
内
容
に
お
い
て
所
有
権
の
価
値
保
障
で
あ
り
、
十
分
な
補
償
を
受
け
た
場
合
に
は
関
係
者
は
所
有
権
侵
害
を
受
忍
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は

(
れ
)

G
G
一
四
条
の
意
義
内
容
と
合
致
す
る
も
の
で
は
な
い
」
(
堤
防
判
決
)

1 

堤
防
判
決
の
こ
の
判
旨
は
、
「
現
存
保
障
」
(
回

2
2骨
密
E
目
立
。
)
と
「
価
値
保
障
」
(
巧

2
官
E
E
Z
O
)

と
い
う
対
概
念
を
提
出
し
、

さ

ら
に
G
G
一
四
条
の
下
で
は
前
者
こ
そ
が
憲
法
保
障
の
第
一
義
的
任
務
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
o

こ
れ
を
仮
に
、
「
現
存
保
障
の
優
位
」

と
呼
ぶ
こ
と
に
し
よ
う
。
注
意
す
べ
き
は
、
そ
の
こ
と
が
「
人
格
的
自
由
」
と
の
論
理
的
関
連
に
お
い
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
「
G
G
一
四
条
一
項
一
文
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
た
所
有
権
は
、
そ
の
人
格
的
関
連
性
に
お
い
て
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ

ま
り
自
己
責
任
的
活
動
の
た
め
の
自
由
空
間
と
し
て
で
あ
る
。
所
有
権
保
障
は
第
一
義
的
に
は
物
的
保
障

(
ω
R
r
m
m
E
5
5
)
で
は
な
く
権

利
主
体
保
障

(Fnrz片
岡
恒
常
『

m
R
g
t
o
)
で
あ
る
。
基
本
権
と
は
、

(
幻
)

防
ぐ
た
め
の
権
限
で
あ
る
o
」

な
に
よ
り
も
、
保
障
対
象
物
の
存
在

(
F
E
E
)
へ
の
不
当
な
侵
害
を

こ
こ
で
、
「
現
存
保
障
」
概
念
の
意
味
内
容
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
で
堤
防
判
決
と
砂
利
採
取
決
定
と
の
聞
に

変
化
が
み
ら
れ
る
。
堤
防
判
決
が
問
題
に
し
て
い
た
の
は
、
「
所
有
者
の
手
に
あ
る
所
有
権
の
現
存
」
の
保
障
、
つ
ま
り
は
古
典
的
意
味

で
の
(
た
だ
し
立
法
収
用
も
含
む
)
収
用
に
対
す
る
保
護
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
の
「
現
存
」
は
「
存
在
、
存
続
」
と
い
う
意
味
、
言
い
替
え

れ
ば
あ
る
物
の
そ
の
所
有
者
へ
の
「
帰
属
」
を
意
味
す
る
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

説

こ
れ
に
対
し
て
、
砂
利
採
取
決
定
は
、
同
判
決
を
引
用
し
つ
つ
、
「
具
体
的
な
」
と
い
う
形
容
を
加
え
、
「
具
体
的
現
存
」
の
保
障
を
問

(
μ
)
 

題
に
す
る
。
そ
し
て
、
法
律
に
よ
る
内
容
規
定
の
結
果
が
そ
の
ま
ま
現
存
保
障
の
対
象
に
な
る
こ
と
が
明
確
に
さ
れ
る
。
「
所
有
権
の
内

論

容
を
規
定
す
る
合
憲
的
法
律
の
総
体
か
ら
、
(
:
:
:
)
現
存
保
障
の
対
象
と
外
延
が
生
じ
、
従
っ
て
補
償
義
務
を
と
も
な
う
収
用
が
い
つ

41 



存
す
る
か
も
定
ま
る
。
」
こ
の
こ
と
は
二
つ
の
意
味
を
持
つ
。

(
お
)

一
方
で
は
、
既
に
検
討
し
た
よ
う
に
、
法
律
に
よ
る
内
容
規
定
を
待
た
ず

42 
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し
て
「
条
理
上
」
あ
る
い
は
「
経
済
合
理
性
か
ら
」
所
有
権
の
一
定
の
内
容
が
導
か
れ
る
こ
と
は
な
い
。
他
方
、

有
権
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
そ
の
権
利
が
既
に
行
使
さ
れ
て
い
る
限
り
で
、

一
旦
法
律
が
認
め
た
所

一
応
は
現
存
保
障
の
対
象
と
な
る
。
「
既
に
実
現
さ
れ
て
い

(
幻
)

る
土
地
利
用
に
あ
っ
て
は
、
現
存
保
障
は
、
高
権
的
処
分
の
時
点
に
お
け
る
法
的
・
事
実
的
状
態
を
含
ん
で
い
る
」
つ
ま
り
、
砂
利
採
取

決
定
に
お
け
る
「
現
存
」
概
念
は
、
「
現
に
存
す
る
法
的
・
事
実
的
状
態
」
で
あ
り
、
「
現
状
」
と
い
う
言
葉
に
よ
り
近
い
。
同
一
の
概
念

が
あ
る
時
は
「
帰
属
」
に
重
点
を
お
い
て
、
あ
る
と
き
は
「
現
状
」
に
重
点
を
置
き
つ
つ
用
い
ら
れ
る
。
「
現
存
保
障
」
と
い
う
、
こ
な

れ
な
い
日
本
語
を
訳
語
と
し
た
所
以
で
あ
る
。

2 

さ
て
、
「
現
存
保
障
と
価
値
保
障
の
関
係
」
と
い
う
問
題
は
、

G
G
の
下
で
初
め
て
生
じ
た
わ
け
で
は
な
い
。
既
に

L
・
シ
ュ
タ
イ

ン
は
、
所
有
権
を
「
財
物
(
の
口
同
)
に
対
す
る
権
利
」
と
「
価
値
に
対
す
る
権
利
」
と
に
区
分
す
る
。
個
人
の
自
由
と
独
立
を
最
高
原
理

と
す
る
公
民
的
社
会
に
あ
っ
て
、
前
者
は
、
個
人
の
自
由
な
活
動
の
障
害
と
な
る
が
故
に
剣
奪
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
場
合
が
あ
る
。
こ
れ

そ
れ
自
身
が
個
人
の
自
由
な
活
動
の
場
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
剥
奪
は
許
さ
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
財
物
を
収
用

す
る
場
合
、
そ
の
「
価
値
に
対
す
る
権
利
」
を
所
有
者
に
返
還
す
る
必
要
が
生
じ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
収
用
補
償
の
本
質
で
あ
る
と

(
お
)

彼
は
論
ず
る
の
で
あ
る
。
シ
ュ
タ
イ
ン
の
場
合
、
回
〈
巾
氏
。
と
は
逆
に
、
価
値
保
障
が
現
存
保
障
に
対
し
て
優
位
し
て
い
る
と
言
え
る
。

に
対
し
後
者
は
、
む
し
ろ
、

ベ

l
マ
l
は、

G
G
以
前
、
行
政
訴
訟
に
お
い
て
収
用
の
公
益
性
を
争
う
道
が
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
と
し
て
、
当
時
の
「
所
有
権
の
不
可

侵
」
は
事
後
的
な
金
銭
補
償
に
尽
き
て
い
た
と
論
ず
る
。
そ
れ
は
、
「
自
由
主
義
的
所
有
権
論
」
の
所
有
権
理
解
|
所
有
権
を
「
資
本
」

と
し
て
と
ら
え
る
に
対
応
す
る
も
の
だ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
べ
1

7

ー
に
よ
れ
ば
、

0
・
7

イ
ヤ
ー
が
ポ
リ
ツ
ァ
イ
国
家

を
評
し
た
定
式
「
受
忍
せ
よ
、
し
か
る
後
補
償
を
求
め
よ
」

(3E-庶
民

国

E
F
A
C
E
-
2ぺ
)
と
い
う
定
式
が
、
実
態
に
お
い
て
は
な
お
妥
当
し

(
却
)

て
い
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
認
識
は
、
官
頭
に
掲
げ
た
堤
防
判
決
の
ワ
イ
マ

l
ル
憲
法
理
解
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ



る
。
と
こ
ろ
で
ベ
1
7
1
の
理
解
は
や
や
一
面
的
で
は
あ
る
。
収
用
に
つ
い
て
も
、
確
か
に
行
政
訴
訟
に
よ
る
実
効
的
保
護
は
期
待
で
き

な
か
っ
た
と
は
い
え
、
例
え
ば
プ
ロ
イ
セ
ン
収
用
法
(
一
八
七
四
年
)
を
見
て
も
、
当
事
者
に
そ
れ
な
り
の
事
前
手
続
の
保
障
を
与
え
て

(
ぬ
)

い
る
。
所
有
権
が
完
全
に
価
値
保
障
に
一
元
化
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
も
そ
も
手
続
保
障
は
志
向
さ
れ
な
い
は
ず
で
あ
る
。
し
か

し
、
特
に
ワ
イ
マ

l
ル
期
に
至
る
と
、
財
産
的
権
利
に
対
す
る
規
制
立
法
に
対
抗
す
る
手
段
と
し
て
、
裁
判
所
へ
の
補
償
請
求
が
選
ば
れ

る
よ
う
に
な
り
、
価
値
保
障
の
意
義
が
増
大
し
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
こ
の
時
代
に
は
確
か
に
「
価
値
保
障
の
現
存
保
障
に
対
す
る

優
位
」
が
妥
当
し
て
い
る
。

G
G
の
下
で
も
、
切
の
出
は
ワ
イ
マ

l

ル
期
の
議
論
に
引
き
ず
ら
れ
て
い
た
。
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
の
収
用
概
念
の
継
承
を
明
言
す
る
賃
料

損
失
判
決
は
、
財
産
的
権
利
に
対
す
る
国
家
規
制
の
増
大
を
指
摘
し
て
、
次
の
よ
う
に
論
ず
る
。
「
そ
れ
は
、
以
前
で
あ
れ
ば
そ
も
そ
も

収
用
さ
れ
え
な
か
っ
た
よ
う
な
も
の
が
、
今
で
は
無
補
償
で
収
用
さ
れ
う
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
o

今
や
、
収
用
に
対
す

(
出
)

る
保
護
は
国
家
に
よ
る
収
用
概
念
の
拡
大
に
適
応
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の
際
重
点
は
補
償
義
務
に
お
か
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」

一
方
で
は
、
現
存
保
障
が
飛
躍
的
に
強
化
さ
れ
た
。
「
公
権
力
に

よ
っ
て
自
己
の
権
利
を
殴
損
さ
れ
た
者
」
に
対
し
て
一
般
的
に
出
訴
可
能
性
を
認
め
る
一
九
条
四
項
一
文
と
、
同
条
の
要
請
と
し
て
の
行

し
か
し
G
G
の
下
で
は
、
実
は
決
定
的
に
状
況
が
変
化
し
て
い
た
。

政
訴
訟
に
お
け
る
概
括
主
義
の
導
入
、
ま
た
法
律
が
憲
法
・
基
本
権
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
(
一
条
コ
一
項
、
二

O
条
三
項
)
、
憲

法
裁
判
権
が
創
設
さ
れ
る
。
他
方
、
価
値
保
障
に
つ
い
て
言
え
ば
、
一
四
条
一
二
項
三
文
は
補
償
を
「
公
衆
の
利
害
及
び
関
係
者
の
利
害
を

適
切
に
衡
量
し
て
」
定
め
る
も
の
と
規
定
す
る
。
こ
れ
は
ワ
イ
マ

l
ル
憲
法
一
五
三
条
二
項
二
文
が
「
相
当
の
補
償
」
(
自
問
。
g
2
2
5
何ロヤ

説

ωnze間
E
岡
)
を
要
求
し
、
そ
れ
が
実
際
に
は
交
換
価
値
の
保
障
と
解
釈
さ
れ
て
い
た
の
と
比
較
す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
文
言
上
は
価
値

保
障
を
相
対
化
す
る
も
の
で
あ
る
。

論

切
〈
町
民
の
は
、
切
の
固
と
異
な
り
、
変
化
に
無
自
覚
で
は
な
か
っ
た
。
堤
防
判
決
の
論
点
の
一
つ
に
、
所
有
権
喪
失
に
対
す
る
補
償
を
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交
換
価
値
を
下
回
る
定
額
に
定
め
た
法
律
の
合
憲
性
と
い
う
問
題
が
あ
っ
た
が
、
判
決
は
一
四
条
三
項
三
文
を
引
照
し
て
合
憲
を
主
張
し

44 
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て
い
る
。
「
補
償
確
定
の
基
準
は
、

一
方
で
は
関
係
者
の
利
害
で
あ
り
、
他
方
で
は
公
衆
の
利
害
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
適
切
に
比
較
衡
量

さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
(
:
・

:
)
G
G
一
四
条
三
項
三
文
の
衡
量
要
請
は
、
立
法
者
に
、
事
柄
の
状
況
か
ら
く
る
特
殊
性
と
時
期
的
状
況

と
を
考
慮
す
る
こ
と
、
(
状
況
次
第
で
は
考
慮
を
義
務
づ
け
て
い
る
)
そ
し
て
そ
の
上
で
収
用
の
時
点
に
応
じ
た
適
切
な
補
償
に
た
ど
り
つ
く

(

U

H

)

 

こ
と
を
可
能
に
し
て
い
る
。
固
定
し
た
、
市
場
価
値
の
み
が
基
準
に
な
る
補
償
は
、

G
G
に
は
無
縁
で
あ
る
o
」

堤
防
判
決
に
お
け
る
「
現
存
保
障
の
優
位
」
は
、

G
G
に
お
け
る
以
上
の
転
換
|
現
存
保
障
の
強
化
と
価
値
保
障
の
相
対
化
ー
を
背
景

に
し
て
主
張
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

3 

さ
て
、

そ
こ
で
、
「
現
存
保
障
」
と
「
価
値
保
障
」
と
は
ど
の
よ
う
な
論
理
的
関
連
に
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
?

堤
防
判
決
は
、

G
G
一
四
条
コ
一
項
の
要
件
を
充
す
適
法
な
収
用
が
行
わ
れ
た
場
合
に
限
り
、
「
現
存
保
障
は
価
値
保
障
に
転
化
(
巴

nrsロ・

ι
r
d
)
」
し
、
従
っ
て
補
償
が
与
え
ら
れ
る
と
説
明
す
る
。
ま
た
、
補
償
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
適
法
要
件
(
例
え
ば
「
公
共
の
福
祉
」
)

(

お

)

(

幻

)

を
充
さ
な
い
収
用
の
違
法
性
を
治
癒
す
る
も
の
で
は
な
い
の
は
も
ち
ろ
ん
、
適
法
要
件
を
緩
め
る
効
果
を
持
つ
も
の
で
も
な
い
。

こ
こ
で
示
さ
れ
て
い
る
「
転
化
」
の
論
理
は
、
①
所
有
権
に
つ
い
て
、
「
現
存
保
障
」
と
「
価
値
保
障
」
が
二
元
的
に
区
別
さ
れ
う
る

も
の
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
o

②
そ
し
て
、
「
現
存
保
障
の
優
位
」
と
は
そ
れ
が
「
価
値
保
障
」
と
比
べ
て
よ
り
重
要
で
あ
る

と
い
う
だ
け
の
こ
と
で
は
な
い
。
両
者
は
そ
も
そ
も
同
時
並
立
的
に
存
す
る
も
の
で
は
な
く
、
所
有
権
保
障
は
、

(
犯
)

障
」
に
尽
き
て
い
る
。
そ
れ
が
侵
害
さ
れ
て
初
め
て
二
次
的
に
「
価
値
保
障
」
が
登
場
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
点
、
先
に
挙
げ
た
L
・
シ
ュ
タ
イ
ン
の
財
物
価
値
の
区
分
論
は
、
「
所
有
権
は
、
両
方
の
(
強
調
原
文
)
要
素
へ
の
権
利
を
同
時

(
拘
)

一
方
の
要
素
を
失
わ
せ
つ
つ
、
他
方
の
要
素
へ
の
権
利
を
制
限
し
な
い
と
い
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
」
と
述

一
次
的
に
は
「
現
存
保

に
含
ん
で
い
る
の
で
あ
り
、

べ
て
い
た
。
両
者
が
「
同
時
に
」
存
す
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
点
で
、
堤
防
判
決
の
論
理
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

M
・
ヴ
ォ
ル



フ
は
、
「
補
償
義
務
の
保
障
規
範
は
、
収
用
事
例
に
お
い
て
所
有
権
保
障
が
所
有
権
価
値
保
障
と
し
て
再
解
釈
(
ロ
B
r
E
g
)
さ
れ
る
こ

と
を
結
果
す
る
」
と
述
べ
る
。
あ
る
論
者
は
彼
の
見
解
を
堤
防
判
決
の
「
転
化
」
論
の
起
源
と
す
る
が
、
収
用
を
所
有
権
の
侵
害
と
み
な

す
こ
と
を
、
「
自
由
主
義
的
経
済
体
制
の
残
浮
」
と
し
て
批
判
す
る
ヴ
ォ
ル
フ
の
議
論
は
、
堤
防
判
決
と
は
殆
ど
対
極
に
あ
る
。
お
お
ま

か
に
言
え
ば
、
現
存
保
障
と
価
値
保
障
と
の
区
別
は
、
そ
の
出
発
点
に
お
い
て
は
、
シ
ュ
タ
イ
ン
に
せ
よ
ヴ
ォ
ル
フ
に
せ
よ
、
二
元
的
区

別
と
い
う
論
理
自
体
に
よ
っ
て
価
値
保
障
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
の
に
対
し
、
堤
防
判
決
は
議
論
を
転
倒
さ
せ
て
逆
に

現
存
保
障
の
優
先
を
主
張
し
て
い
る
と
い
え
る
。

お
そ
ら
く
堤
防
判
決
の
よ
う
な
立
場
に
反
対
す
る
趣
旨
で
、
価
値
保
障
の
意
義
を
強
調
す
る
見
解
も
見
ら
れ
る
。
ヴ

エ
ン
ト
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
「
所
有
権
が
、
そ
の
自
由
保
障
機
能
|
一
般
的
商
品
交
換
関
係
へ
の
権
利
主
体
の
自
己
決
定
的
参
加
を

さ
て
学
説
で
は
、

可
能
に
す
る
を
実
効
的
に
果
た
す
た
め
に
は
、
所
有
者
に
帰
属
す
る
所
有
物
と
と
も
に
、
資
産

2
3
B
o
m
g
)
の
一
部
と
し
て
の
こ
れ

ら
所
有
物
一
つ
一
つ
の
商
品
価
値
・
資
産
価
値
も
が
G
G
一
四
条
の
保
護
の
対
象
と
み
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ほ
と
ん
ど
の
財
貨

は
代
替
可
能
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
今
日
の
経
済
的
社
会
的
状
況
の
下
で
は
、
ま
さ
に
資
産
価
値
保
障
こ
そ
が
基
本
権
の
主
体
に
と
っ
て

重
要
で
あ
る
。
」
ま
た
、
ザ
ス
は
、
現
存
保
障
と
価
値
保
障
と
は
「
メ
ダ
ル
の
両
面
」
で
あ
っ
て
同
時
並
行
す
る
も
の
と
し
て
捉
え
る
。
「
所

有
権
の
現
存
保
障
は
同
時
に
そ
の
価
値
保
障
で
あ
り
、
前
者
が
変
態
を
遂
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
後
者
が
発
生
す
る
の
で
は
な
い
」
と
い
う

の
で
あ
る
。
そ
の
上
で
彼
は
、
現
存
保
障
は
「
価
値
保
障
の
特
に
有
効
な
様
態
」
で
あ
る
と
し
て
、
回
〈
2
向
。
の
よ
う
に
そ
れ
を
第
一
次
的

(
幻
)

な
保
護
と
す
る
こ
と
は
認
め
て
い
る
。
な
お
、
現
存
保
障
と
価
値
保
障
と
の
密
接
な
関
連
性
を
、
や
や
古
典
的
な
テ
l
ゼ
に
よ
っ
て
基
礎

説

づ
け
る
見
解
も
見
ら
れ
る
。
「
対
象
物
保
障

3
0
m
B
E
E
R目
EN)
は
間
接
的
に
価
値
保
障
で
あ
り
、
価
値
保
障
は
間
接
的
に
対
象
物
保

論

障
で
あ
る
。
補
償
に
よ
っ
て
、
相
応
す
る
(
他
の
)
対
象
を
再
び
得
る
こ
と
が
で
き
る
(
は
ず
)
で
あ
る
し
、
権
利
者
の
有
す
る
対
象
を
保

(
叫
)

護
す
る
こ
と
は
、
そ
の
利
用
的
機
能
の
み
な
ら
ず
交
換
機
能
を
も
保
障
す
る
こ
と
に
な
る
」
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と
こ
ろ
で
初
期
ル

l
マ
ン
の
著
作
『
制
度
と
し
て
の
基
本
権
』
は
、

シ
ス
テ
ム
論
の
立
場
か
ら
、
次
の
よ
う
な
全
く
独
自
の
所
有
権
論
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を
展
開
し
て
い
る
。
社
会
発
展
の
過
程
で
不
可
避
と
な
っ
て
く
る
と
こ
ろ
の
社
会
的
分
化
の
中
で
、
機
能
的
に
特
定
化
さ
れ
た
様
々
な
種

類
の
下
位
シ
ス
テ
ム
が
成
立
す
る
。
シ
ス
テ
ム
は
(
物
理
的
行
為
連
関
に
よ
っ
て
で
は
な
く
)
行
為
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
意
味
に
よ
っ

て
形
成
さ
れ
、
逆
に
シ
ス
テ
ム
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
過
程
を
構
造
化
す
る
o

そ
の
よ
う
な
「
分
化
し
た
コ
ミ
ユ
ニ
ケ

l
シ
ョ
ン
秩
序

を
維
持
す
る
た
め
の
制
度
」
の
一
つ
が
基
本
権
で
あ
る
。
所
有
権
の
場
合
、
そ
の
機
能
は
、
経
済
シ
ス
テ
ム
の
分
化
独
立
を
維
持
す
る
こ

と
に
あ
る
。
経
済
の
シ
ス
テ
ム
原
理
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
媒
体
と
し
て
の
貨
幣
で
あ
り
、
従
っ
て
、
所
有
権
の
本
質
は
貨
幣
価
値
に

求
め
ら
れ
る
。

G
G
一
四
条
の
所
有
権
保
障
の
意
義
は
、
貨
幣
お
よ
び
諸
財
の
貨
幣
価
値
に
つ
い
て
の
個
人
の
処
分
権
を
保
障
し
、
貨
幣

シ
ス
テ
ム
へ
の
信
頼
を
保
護
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
租
税
以
外
の
形
で
の
国
家
に
よ
る
貨
幣
価
値
の
剥
奪
は
正
当
化
さ
れ
な

L 、。
但
し、

一
四
条
は
、
物
や
権
利
の
現
存
を
保
障
す
る
も
の
で
は
な
い
の
は
も
ち
ろ
ん
、
財
産
の
恒
常
的
価
値
を
保
障
す
る
も
の
で
も

な
い
。
保
障
さ
れ
て
い
る
の
は
、

そ
の
時
々
の
市
場
条
件
に
お
け
る
、
貨
幣
に
化
体
さ
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
チ
ャ
ン
ス
の
み
で

あ
る
。

ル
1
7
ン
の
こ
の
議
論
は
、

L
・
シ
ュ
タ
イ
ン
的
発
想
を
ラ
デ

(

日

刊

)

イ
カ
ル
に
押
し
進
め
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
、
検
討
す
べ
き
多
く
の
論
点
を
含
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
思
考
の
ユ
ニ
ー
ク
さ

こ
れ
以
上
の
よ
り
深
い
検
討
は
こ
こ
で
は
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、

と
ル

l
マ
ン
の
そ
の
後
の
活
躍
に
も
関
わ
ら
ず
、
少
な
く
と
も
所
有
権
に
関
わ
る
文
献
に
お
い
て
は
彼
の
見
解
は
ほ
と
ん
ど
本
格
的
に
検

(
灯
)

討
さ
れ
ず
、
散
発
的
に
言
及
さ
れ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

行
政
訴
訟
の
優
位
?

「
市
民
が
、
自
ら
を
名
宛
人
と
す
る
処
分
を
収
用
と
み
な
す
場
合
、
補
償
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
法
律
に
補
償
請
求
権
の
根
拠
が
定
め
ら

れ
て
い
る
時
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
が
存
在
し
な
い
場
合
、
市
民
は
行
政
裁
判
所
に
お
い
て
侵
害
行
為
の
覆
滅
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
取
消
を
断



念
し
て
、
法
律
が
認
め
て
い
な
い
補
償
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
法
律
上
の
根
拠
が
な
け
れ
ば
、
裁
判
所
も
ま
た
補
償
を
与
え
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
よ
っ
て
、
(
侵
害
の
)
相
手
方
は
、
法
律
に
補
償
規
定
が
欠
け
て
い
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
違
法
な
『
収
用
』
を
攻
撃
す
る
か
、
直
接
補
償
を
求

(
岨
)

め
る
か
、
ど
ち
ら
か
を
選
択
す
る
権
利
を
も
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
」
(
砂
利
採
取
決
定
)

砂
利
採
取
決
定
の
こ
の
判
旨
は
、
所
有
権
侵
害
に
対
す
る
「
防
御
権
」
を
補
償
請
求
権
に
優
先
さ
せ
た
も
の
で
あ
り
、
「
受
忍
せ
よ
、

し
か
る
後
に
補
償
を
求
め
よ
」
と
い
う
定
式
を
全
面
否
定
し
た
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
実
質
的
根
拠
と
な
っ
て
い
る
の

(
時
)

は
「
現
存
保
障
の
人
格
的
側
面
に
対
す
る
侵
害
は
、
補
償
に
よ
っ
て
除
か
れ
る
も
の
で
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
人
格
的
自
由
」

|
「
現
存
保
障
」

l
「
行
政
訴
訟
の
優
位
」
と
い
う
図
式
を
こ
こ
に
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
で
は
こ
の
「
行
政
訴
訟
の
優
位
」
は
、

ど
の
程
度
に
ま
で
貫
か
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
?

市
民
が
そ
の
所
有
権
に
関
す
る
損
害
を

主
張
す
る
と
き
、

ど
の
場
合
に
は
補
償
を
直
接
請
求
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
?

ど
の
場
合
に
は
行
政
訴
訟
を
ま
ず
提
起
せ
ね
ば
な
ら
ず
、

以
下
こ
の
点
を
検
討
す
る
。

適
法
な
行
政
処
分
に
よ
り
損
害
を
受
け
た
場
合

1 (a) 

法
律
が
補
償
規
定
を
定
め
て
い
る
場
合

処
分
が
そ
の
性
質
上
「
収
用
」
と
み
な
さ
れ
る
場
合
は
、

G
G
一
四
条
三
項
四
文
に
よ
り
通
常
裁
判
所
へ
の
出
訴
が
保
障
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
行
政
手
続
に
よ
り
定
ま
っ
た
補
償
額
に
不
満
が
あ
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
法
が
本
来
予
定
し
て
い
る
争
訟
手
段
で
あ
る

(
日
)

し
、
切
の
出
は
そ
も
そ
も
「
収
用
」
の
存
否
に
つ
い
て
も
自
ら
が
審
理
権
を
持
っ
と
解
し
て
い
る
。

説

(b) 

法
律
が
補
償
規
定
を
有
さ
な
い
場
合

論

こ
の
場
合
、
砂
利
採
取
決
定
は
、
「
立
法
者
が
請
求
権

2
5司
E
n
r間
同

5
2
ω
問
。
)
を
定
め
て
い
な
い
場
合
、
通
常
裁
判
所
は
収
用
補
償

(
臼
)

を
与
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
明
言
し
て
い
る
。
し
か
し
、
同
決
定
後
の
切
の
出
判
決
で
、
行
政
裁
判
所
に
よ
り
適
法
性
が
確
定
し
た

47 
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(
臼
)

処
分
に
つ
い
て
通
常
裁
判
所
が
補
償
を
認
め
る
可
能
性
を
認
め
る
か
の
よ
う
に
も
読
め
る
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
、
同
判
決
は
G
G
発
効

(
M
)
 

し
た
が
っ
て
付
帯
条
項
の
適
用
を
受
け
な
い
た
め
、
問
題
を
異
に
す
る
だ
ろ
う
。

48 

以
前
の
法
律
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、

2 

違
法
な
行
政
処
分
に
よ
り
損
害
を
受
け
た
場
合

こ
こ
で
は
い
わ
ゆ
る
「
収
用
類
似
の
侵
害
」
が
問
題
に
な
る
。
こ
の
概
念
は
、
違
法
な
財
産
的
侵
害
に
対
す
る
補
償
を
認
め
る
た
め
の

(
日
)

カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
判
例
学
説
上
認
め
ら
れ
て
き
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
砂
利
採
取
決
定
後
も
切
の
出
は
こ
の
概
念
を
維
持
す
る
こ
と

(

日

山

)

を
宣
言
し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
①
砂
利
採
取
決
定
は
技
術
的
意
味
で
の
「
収
用
」
に
の
み
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、

収
用
類
似
の
侵
害
と
い
う
制
度
を
放
棄
す
る
に
は
及
ば
な
い
②
砂
利
採
取
決
定
に
よ
り
、

G
G
一
四
条
コ
一
項
か
ら
直
接
補
償
請
求
権
を
導

く
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
「
収
用
類
似
の
侵
害
」
は
、

一
四
条
三
項
か
ら
は
独
立
し
て
、
犠
牲
補
償
の
一
般
思
想
が
判

例
法
と
な
っ
た
も
の
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
③
違
法
処
分
は
ま
ず
取
り
消
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題

(
幻
)

は、

B
G
B
二
五
四
条
の
寄
与
過
失
の
問
題
と
し
て
処
理
す
れ
ば
足
り
る
。
と
い
う
三
点
で
あ
り
、
そ
し
て
、
同
判
決
は
収
用
類
似
の
侵

(
開
)

害
を
憲
法
レ
ベ
ル
で
は
な
く
下
位
法
令
(
己
目
E
n
y
g
F
n
Z
)
の
レ
ベ
ル
に
属
す
る
も
の
と
考
え
る
。

収
用
類
似
の
侵
害
を
下
位
法
令
の
レ
ベ
ル
で
捉
え
る
と
い
う
の
は
、
切
の
固
に
と
っ
て
か
な
り
の
後
退
で
は
あ
る
。
「
収
用
類
似
の
侵

害
」
を
定
礎
し
た
賃
料
損
失
判
決
当
時
、
既
に
「
古
典
的
収
用
へ
の
回
帰
|
一
般
的
犠
牲
補
償
原
理
に
基
づ
く
補
償
」
と
い
う
構
成
が
提

(

ぬ

)

(

制

)

案
さ
れ
て
い
た
。
判
決
は
、
こ
の
よ
う
な
構
成
を
意
識
的
に
排
斥
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
犠
牲
補
償
請
求
権
が
立
法
者
に
よ
っ

(

引

)

(

位

)

て
排
除
・
制
限
さ
れ
る
可
能
性
を
回
避
す
る
た
め
だ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
収
用
類
似
の
侵
害
を
「
下
位
法
令
レ
ベ

ル
」
に
位
置
づ
け
る
こ
と
は
、
重
大
な
譲
歩
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
も
そ
も
「
収
用
類
似
」
と
い
う
構
成
の
必
要
性
に
も
疑
問
を
投
げ

(
臼
)

か
け
る
こ
と
と
な
ろ
う
。

3 

し
か
し
と
も
か
く
概
念
は
生
き
残
っ
た
。
「
収
用
類
似
の
侵
害
」
の
事
例
で
は
、
行
政
訴
訟
を
提
起
し
て
い
な
く
て
も
一
応
通
常
裁



判
所
に
補
償
請
求
は
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
行
政
訴
訟
が
確
定
し
て
い
な
い
限
り
、
通
常
裁
判
所
が
処
分
の
適
法
性
を
審
査
す

(
臥
)
る
0

(

但
し
寄
与
過
失
の
法
理
に
よ
り
補
償
が
削
減
な
い
し
排
除
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
)
こ
こ
で
、
ー
で
検
討
し
た
と
こ
ろ
と
考
え
あ
わ
せ
れ
ば
、

①
補
償
規
定
を
定
め
て
い
な
い
法
律
に
基
づ
く
適
法
な
処
分
を
「
収
用
」
と
み
な
し
て
補
償
を
請
求
す
る
こ
と
、
②
補
償
が
不
備
で
あ
る

と
い
う
理
由
で
違
憲
で
あ
る
法
律
に
基
づ
く
行
政
処
分
を
「
収
用
」
と
見
な
し
て
補
償
を
請
求
す
る
こ
と
は
、
確
か
に
排
除
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
れ
以
外
の
場
合
に
は
、

む
し
ろ
広
範
に
通
常
裁
判
所
の
権
限
が
認
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
お
そ
ら
く
現
状
で
は
、
「
行
政
訴

訟
の
優
位
」
は
限
ら
れ
た
局
面
に
つ
い
て
の
み
語
ら
れ
う
る
こ
と
で
あ
っ
て
、

一
般
論
的
に
主
張
す
れ
ば
実
態
と
采
離
す
る
こ
と
に
な
る

の
だ
ろ
う
。

四

括

へ
l
ゲ
ル
の
『
法
の
哲
学
』
に
お
い
て
、
所
有
権
は
人
格
に
と
っ
て
の
「
自
由
の
外
的
領
域
」
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
。

へ
I
ゲ

ル
の
い
う
「
人
格
」
と
は
自
ら
を
有
限
性
の
う
ち
に
あ
り
な
が
ら
:
:
:
無
限
な
も
の
、
普
遍
的
な
も
の
、
自
由
な
も
の
」
と
意
識
し
て
い

る
主
体
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
抽
象
的
意
思
と
し
て
の
人
格
は
、
物
件
の
な
か
へ
自
分
の
意
思
を
お
き
、
自
ら
の
も
の
と
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
生
じ
た
所
有
権
こ
そ
が
、
自
由
の
第
一
の
具
現
吉
田
広
三
で
あ
る
。
所
有
権
は
、
あ
れ
こ
れ
の
欲
求

の
た
め
の
手
段
で
あ
る
よ
り
も
、

ま
ず
、
本
質
的
目
的
そ
れ
自
身
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
物
件
は
そ
れ
ぞ
れ
独
特
の
有
用
性
を
持
つ
が
、

も
か
か
わ
ら
ず
「
必
要
一
般
」
と
し
て
互
い
の
比
較
が
可
能
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
物
件
は
普
遍
性
、
即
ち
「
価
値
」
を
持
つ
。
さ
ま
ざ

ま
な
物
件
の
質
的
な
相
違
は
、
「
価
値
」
に
よ
っ
て
量
的
な
差
異
に
還
元
さ
れ
る
o

物
件
の
完
全
な
所
有
者
は
、
物
件
の
使
用
に
つ
い
て

説

の
み
な
ら
ず
そ
の
価
値
に
つ
い
て
も
所
有
者
で
あ
る
o

そ
し
て
、
こ
の
抽
象
的
価
値
を
表
現
す
る
の
は
、
す
べ
て
の
事
物
を
代
表
す
る
貨

幣
を
お
い
て
他
に
な
い
。

論

へ
l
ゲ
ル
に
よ
る
こ
の
規
定
に
は
、
皿
で
取
り
扱
っ
た
論
点
の
多
く
が
既
に
示
さ
れ
て
い
る
。
人
格
と
所
有
、
現
存
保
障
と
価
値
保

49 



障
、
所
有
権
の
差
別
化
o
E
冒
頭
で
は
、
「
人
格
的
自
由
」
に
関
す
る
切
の
固
と
切
〈
巾
止
の
の
判
旨
を
紹
介
し
た
。
当
該
部
分
だ
け
を
取

50 
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そ
の
文
脈
を
考
え
る
な
ら
ば
、
「
人
格
的
自
由
」
を
所
有
権
の
差
別
化
へ
結
び
つ

け
る
切
〈
丘
町
の
で
は
な
く
、
所
有
権
の
財
産
的
価
値
を
強
調
す
る
切
の
国
こ
そ
が
、

り
出
せ
ば
両
者
の
判
旨
に
は
あ
ま
り
違
い
が
な
い
が
、

へ
l
ゲ
ル
的
伝
統
に
沿
っ
た
も
の
と
い
え
る
。
そ

の
上
に
自
ら
の
議
論
を
構
築
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
課
題
は
、
伝
統
的
概
念
に

(
師
)

対
抗
し
う
る
「
人
格
」
概
念
を
創
出
す
る
こ
と
に
あ
る
だ
ろ
う
。

こ
で
回
〈
巾
止
の
が
な
お
「
人
格
的
自
由
」

現
在
の
と
こ
ろ
、
回
〈
巾
止
の
が
そ
の
よ
う
な
試
み
に
十
分
成
功
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
o

例
え
ば
共
同
決
定
判
決
は
、
「
人
格
的
自

由
」
の
例
と
し
て
「
所
有
権
の
譲
渡

2
2
E
F
E口
問
ど
の
よ
う
な
、
「
所
有
秩
序
の
中
で
の
行
為
の
自
由
の
基
底
的
構
成
要
素
」
を
挙
げ

(
釘
)

る
の
だ
が
、
何
が
「
基
底
的
構
成
要
素
」
で
あ
る
か
を
示
す
基
準
は
提
示
さ
れ
て
い
な
い
の
み
な
ら
ず
、
そ
も
そ
も
所
有
権
の
「
譲
渡
」

(
同
)

に
そ
の
本
質
を
見
い
だ
す
と
い
う
の
は
他
な
ら
ぬ
へ

l
ゲ
ル
の
基
本
的
な
立
論
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

論
者
は
、
例
え
ば
「
所
有
権
概
念
の
抽
象
化
」
を
批
判
し
た
上
で
、
「
具
体
的
財
産
権
の
人
間
の
尊
厳
と
人
格
の
発
展
と
の
関
連
」
を

重
視
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
、
所
有
権
対
象
の
種
類
に
応
じ
た
保
障
の
程
度
の
考
察
を
試
み
る
。
人
間
と
物
件
と
が
と
り
む
す
ぶ
関
係

を
、
た
だ
抽
象
的
に
観
念
す
る
の
で
は
な
く
、
具
体
的
な
生
活
諸
関
係
に
着
目
し
て
考
察
し
て
い
こ
う
と
い
う
こ
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ

に
は
共
感
を
覚
え
な
い
で
も
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
人
格
」
と
い
う
概
念
に
依
拠
し
よ
う
と
す
る
限
り
、
単
に
あ
れ
こ
れ
の
生
活
関

や
は
り
な
ん
ら
か
の
一
般
化
さ
れ
た
人
間
像
と
社
会
苧
テ
ル
と
を
想
定
し
、
人
間
の
生
活
の
中
で
物
件
の

「
所
有
」
が
果
た
す
役
割
を
一
般
的
に
考
察
し
た
上
で
、
所
有
権
保
障
の
対
象
の
外
延
と
差
別
化
の
原
理
と
に
関
す
る
理
論
を
め
ざ
す
べ

(n) 

き
で
あ
ろ
う
。
「
生
存
」
や
「
自
ら
の
業
績
」
に
着
目
し
て
所
有
権
論
を
再
構
成
す
る
方
向
性
が
既
に
示
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
の
展
開

(η) 

に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

係
を
分
析
す
る
の
で
は
な
く
、



説

(
1
)

回
〈
命
止
の
何
回
品
・

ω
ミ
(
臼
∞
由
)

(
2
)

栗
域
・

I
註
(

U

)

(

『
公
法
研
究
』
五
一
号
)
、
六
七
頁
以
下

(
3
)

∞
の
E
N∞-
N

さ
(
N
三
)
・
リ
ッ
ト
シ
ュ
テ
ィ
l
ク
は
、
所
有
者
の
僅
小
な
損
害
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
同
判
決
の
よ
う
な
事
案
で
、
人
格
的
自

由
の
一
般
論
を
語
る
こ
と
に
疑
問
を
提
起
す
る
。
む
し
ろ
賃
借
人
の
権
利
こ
そ
が
「
自
由
と
尊
厳
」
に
深
く
関
わ
る
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

い
う
の
が
、
彼
の
問
題
提
起
で
あ
る
。
白
色

B
E
E
5同庁間
-
b
h
S
E
W
S
ぬ
な
志
乃
¥
E主
主
一
旬
、

3
8
E
S
L
S
F
ω
N
8
N
8・

(
4
)

巧
g
p
N以
h
s
h
s
s
t
p
ミ
NhSR
長
S
8・
ω・∞
0・

(
5
)

栗
城
・
註

(
2
)
六

八

七

一

頁

(
6
)

公
法
学
会
の
討
論
に
お
い
て
、
栗
城
も
こ
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
の
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
『
公
法
研
究
』
五
一
号
一
六
五
頁
。

(
7
)

回
〈
。
止
の
何

m
o
-
-
N
S
(臼品
01ω
企
)
(
回
申
吋
由
・

ω
同
)
同
判
決
は
、
一
九
七
六
年
共
同
決
定
法
に
対
し
て
企
業
・
雇
用
者
団
体
が
提
起
し
た
憲
法
異

議
に
対
し
て
、
同
法
を
合
憲
と
判
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

(
8
)

回
〈
。
止
の
何
回

0.N由市町(臼
A
F
{
)
)

(
9
)

国
司
・

8
Zロ
(
固
〉
ロ
ヨ
・

3
)・
て
で
b
匂
勾
ト

Z
ω
・
芯
『

(ω
・
由
回
)
イ
プ
セ
ン
は
こ
こ
で
ナ
チ
ス
期
の
ヴ
ィ
ア
ッ
カ

1
の
著
作
を
参
照
し
て
い

る
。
〈
開
】
句
z
s
t弓
E
n
r
o
F
E
u
d弓
ogH¥巧
g
n
r
o
p
b
h
s
h
s
s
k
N
Y
E宮
s
h・
5
2・
ω・
串
患
-
参
照
、
後
述
W
三
2

(叩

)
F
c
ι
=
-開
閉
山
巳
月

F
〉
5印
刷
》

g
n
y
p
てて
b
Mと
勾
ト

H0・
ω・同町田
l由・

ω-H由
斗
・
〈
問
戸
列
包
括

F
Nロ
円
何
釘

mロ
z
s
m間内
wgHM同
広
島
2
の円ロロ円日間

2
2
N
o
p
h
h勾

切

ι-a-∞
-HH∞
l
H
S
(
H
S
N
)
な
お
、
ラ
イ
ザ
l
は
国
法
学
会
の
会
員
で
は
な
い
。

(日

)

G

G
一
五
条
「
土
地

3
2
E
S仏
国

a
g
)
、
天
然
資
源
、
生
産
手
段
は
社
会
化
(
〈
2
四
g
o
-
-
R
E
P
S
m
)
を
目
的
と
し
て
、
補
償
の
種
類

と
程
度
を
定
め
る
法
律
に
よ
っ
て
、
公
的
所
有
そ
の
他
の
共
同
経
済
の
形
態
へ
と
移
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
補
償
に
つ
い
て
は
、
一
四
条
三
項
三

文
・
四
文
が
準
用
さ
れ
る
。
」

(ロ
)

U

U

ユ四・

0
2
ω
広
三
ロ
ロ
円
山
内
問
。

2
ロロ
O
問。口当

2
Z口
氏
問
。
口
同

z
n
r
l
z
n
z
-
w
Zロ
切
2
2
r同
仲
間
ロ
ロ
向
。
ロ
月
一
ロ
2
∞己同問。

F
Fロ
u
c
s
a遺
書
偽
た
ぬ
匂
町
守
主
主

(
固
〉
ロ
ヨ

-
E
)
ω
・
NglN由
y
N叶
m-NE-

(
日
)
財
産
の
大
小
・
種
類
に
よ
っ
て
所
有
権
の
制
限
の
程
度
が
異
な
る
べ
き
こ
と
を
基
本
的
に
肯
定
す
る
場
合
で
も
、
そ
の
理
論
的
位
置
づ
け
は
問

題
で
あ
る
。
例
え
ば
、
重
要
な
社
会
的
機
能
を
果
た
し
て
い
る
所
有
権
の
場
合
、
①
そ
も
そ
も
G
G
一
四
条
の
保
障
の
対
象
外
な
の
か
(
こ
の
よ
う

に
明
言
す
る
論
者
は
見
い
だ
し
得
な
か
っ
た
)
②
一
四
条
の
対
象
に
は
含
ま
れ
る
が
、
保
障
の
程
度
が
低
い
の
か

(
F
S
H
-凶邑
E
F
巴
問
。
ロ

Z
B
E
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憲法上の所有権?

〈
2
『
凶
器
ロ
ロ
四
回
o
n
Z
《目。同。。問。ロ者凶円
F
4台
、

-FS伐と
RwdhESS句
hu-bhMJH申叶
N-
切
《
四
戸
吋
巴
・
同
Jω
・
忠
岡
山
担
神
宮
門
戸
。
問
(
〉
ロ
5

3
・
ωω
広
)
③
所
有

権
そ
れ
自
体
の
差
別
化
が
生
じ
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
に
対
す
る
社
会
的
拘
束
が
所
有
権
の
対
象
に
応
じ
て
異
な
る
と
考
え
る
の
か

(FCHωnZF

〉
Eω
官
R
Y
P
て
て
匂
匂
勾
ト

2
・
ω・
ω】
閉
)
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

(
U
)

へ
I
ベ
ル
レ
は
以
下
の
七
点
を
挙
げ
る
。
①
当
該
所
有
権
と
人
格
と
の
密
接
関
連
性
②
当
該
所
有
権
へ
の
人
格
的
投
入
H

労
働
の
有
無
③
当
該

所
有
権
の
社
会
過
程
に
お
け
る
機
能
④
経
済
過
程
に
お
け
る
機
能
、
経
済
的
効
率
性
⑤
文
化
過
程
に
お
け
る
機
能
⑥
政
治
過
程
に
お
け
る
機
能
⑦
時

間
的
経
過
。
目
白
『
命
『

r・
5
0
-
Eご
-
2
H
ν
B目u
z
q
m
w間
r
g
cロ《
Z
2
2円『
B
Eロ
m
Z
2
z
z
n
r
o
巴
問
。
ロ
ZSω
『
認
ユ
『
F
K
H
N
切
ι・
HDU(同由主)・

ω
-
U
2・

(El品
切
)

(
日
)
本
文
で
紹
介
し
た
国
法
学
会
か
ら
ほ
ぼ
四

O
年
後
の
第
五
一
回
大
会
は
「
土
地
及
び
環
境
の
利
用
に
お
け
る
所
有
権
保
護
、
社
会
的
拘
束
、
収

用
」
を
論
題
と
し
て
と
り
あ
げ
た
。
そ
こ
で
再
び
、

L
・
ラ
イ
ザ
l
の
名
前
を
挙
げ
た
へ

l
ベ
ル
レ
の
発
言
(
国
与
2
-
P
〉
ロ
臣
官
R
Z切
で
て
b
h
w勾
h

F
ω
N甲
町
)
を
き
っ
か
け
に
「
差
別
化
」
に
つ
い
て
論
争
が
展
開
さ
れ
る
。

(
日
)
〈
間
F
H官。口

(KFロロ
M

・
S-ω
・
8
・
参
照
、
影
山
日
出
弥
「
社
会
的
法
治
国
家
の
概
念
と
法
的
性
格
」
(
『
愛
知
大
学
法
経
論
集
』
三
六
号
ご
二

O

頁
。
な
お
、
前
註
で
紹
介
し
た
国
法
学
会
討
論
に
お
い
て
、
ピ
ュ
ッ
ト
ナ
l
は
、
一
五
条
に
も
着
目
し
て
質
問
に
答
え
る
こ
と
を
報
告
者
に
要
求
し

て
い
る
。
】
ν
E
g
o
p
〉
gmω
司

g
n
r
p
〈
〈
ロ
ω同閉山門巴・

ω・
ωN叶・

(
げ
)
〈
間
戸
当
岳
2
F
2
5
F
巴
問
。
ロ
Z
g
(
同
〉
ロ
ヨ
・

2
)・
ω-Hog-
な
お
、
共
同
決
定
判
決
は
、
「
社
会
的
機
能
」
の
例
と
し
て
「
当
該
所
有
権

の
利
用
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
他
の
市
民
」
を
挙
げ
る
(
切
〈
O

止
の
何
回
D-M由
0
3
2
)
)
。
こ
の
記
述
は
賃
貸
借
関
係
を
連
想
さ
せ
る
が
、
事
実
、
そ
れ

が
お
そ
ら
く
最
初
に
登
場
し
た
の
は
居
住
賃
貸
借
解
約
保
護
法
に
関
す
る
判
決
(
切
〈
命
止
の
何
臼
叶
・

5
ど
だ
っ
た
。
「
社
会
的
機
能
」
に
つ
い
て
考
察

す
る
際
に
、
賃
貸
借
関
係
を
モ
デ
ル
と
し
て
想
定
す
る
の
が
妥
当
か
ど
う
か
、
慎
重
に
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

(
刊
日

)
F
O
F
5
2
(〉ロ
5
・
H
3
・
ω
H
Cぉ
・
参
照
、
栗
城
・
註

(
1
)
八
二
頁
。

(
日
)
巧
。
5
2
4そ
5
2・
Fω
何回開
2
2自
己
邑

E
S
P
E
R
-
-ロ
雪

F
F
E
-
-ロ
UHUm主
D
3
r
H
¥
5
2
n
r
2
(
F
ω
問)・

3
・
言
、

εえ
き
を
ぬ
'

』

E
N
R
遣
さ

P
E
5
E
F
H由
民

ω・
ω
岡
田
(
臼
由
)
ま
た
、
類
似
の
立
場
に
立
つ
論
者
と
し
て
、
巧

2
会
(
〉
口
阿
国
・

3
・
ω・
8
ロ・

(
初
)
〈
伺

F
F巴
E
R
(〉ロ
B-

コ)・
ω
-
H
E
-
-企
-HDむ・

(
幻
)
切
〈
2
向。何回串・

ω
ミ
(

8

0

)

(

同国間∞・ロ
-

H

∞
)
同
判
決
は
、
堤
防
を
州
の
国
有
財
産
と
す
る
こ
と
と
、
そ
の
た
め
の
従
来
の
私
権
の
権
利
変
換

手
続
を
定
め
た
ハ
ン
プ
ル
グ
州
法
に
対
す
る
憲
法
異
議
を
退
け
、
同
法
を
合
憲
と
判
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
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説

(
幻
)
〈
関
戸

ω日
ω
(
固
〉
ロ
ヨ
-HC)
・
ω
H
∞臼・

(
お
)
∞
〈
。
止
の
阿
WNAFU由斗(品
CC)

(MA)

回
〈
め
片
岡
の
何
回
myucc(ωNM)

(
お
)
切
〈
m止の何回∞・

ω00(ωω
由)

(
お
)
参
照
、

H
四

(幻

)
H
W〈
ゆ
止
の
何
回
∞
・

ω00(臼回
N)
・
但
し
、
一
旦
認
め
ら
れ
た
法
的
地
位
で
も
、
そ
れ
が
行
使
さ
れ
な
け
れ
ば
現
存
保
障
の
対
象
に
は
な
ら
な
い
。
ま

た
、
既
に
権
利
が
行
使
さ
れ
、
現
存
保
障
の
対
象
と
な
る
法
的
地
位
の
場
合
も
、
必
ず
し
も
将
来
に
わ
た
っ
て
永
続
す
る
も
の
で
は
な
く
、
新
た
な

内
容
規
定
的
立
法
に
よ
っ
て
奪
わ
れ
る
場
合
も
(
相
応
の
経
過
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
)
あ
り
う
る
と
さ
れ
る
。

(ωω
問。ー

ωmH) 

(お

)
F
0
2
5
5ロ
ω
E
p
p
.。
言
芸
員
言
お
も
客
員
叶
・
吋
E
r
g
s
-
ω
・
3
ω
-
S∞
・
参
照
、
棟
居
「
公
用
収
用
法
理
の
展
開
と
発
展
可
能
性
」

(
一
)
(
『
神
戸
法
学
雑
誌
』
三
二
巻
一
一
号
)
三
九
九
|
四

O
O頁
。
同
g
m
F
=
R
Z
p
b
z
同
was-望
者
・
町
宮
旬
、
t
s
h
室、
h
S高
E
E宮
、
同
ミ
ム
宮
g
h

g
九

E
器
包
h
S
E
E
g
g
-
ω

品
目
・
シ
ュ
タ
イ
ン
の
こ
の
よ
う
な
構
成
が
当
時
ど
の
程
度
支
持
さ
れ
て
い
た
か
は
問
題
で
あ
る
。
例
え
ば

0
・マ

イ
ヤ
ー
は
こ
れ
を
明
ら
か
に
否
定
す
る
。

C
H同
D
F
P『
2
・
b
E
H匂
円
旨

2

5
ミ
RNhHSh句、ぬ
hh見
切
札
-
F
日・〉ロ同一
-HUNPω
・
U0・
P
N
N
)

(
m
U
)

切
U
7
5
2
3
〉
ロ
ヨ
-
H
H
)
-
b
2
~
E
Q
H
H
由∞日・

ω・
コ
ゲ
コ
ナ
コ
閉
山
旬
、
司

E
g
-
∞
-
N
g
N・

(ω)
棟
居
「
公
用
収
用
法
理
:
:
:
」
(
註
(
泌
)
)
(
三
)
、
(
『
神
戸
法
学
雑
誌
』
三
二
巻
四
号
)
八
三
コ
一
頁
以
下
。
確
か
に
事
業
認
定
は
挙
げ
て
勅
令
に

委
ね
ら
れ
て
い
た
が
、
続
く
計
画
確
定
手
続
に
は
計
画
の
縦
覧
、
利
害
関
係
人
の
異
議
申
立
と
意
見
陳
述
、
主
務
大
臣
へ
の
訴
願
な
ど
の
手
続
規
定

が
定
め
ら
れ
て
い
た
。
棟
居
は
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
「
プ
ロ
イ
セ
ン
収
用
法
に
お
い
て
は
最
早
『
受
忍
せ
よ
、
し
か
る
後
補
償
を
求
め
よ
』
と
い
う

法
命
題
は
妥
当
し
て
い
な
い
」
と
断
じ
て
い
る
。

(
幻
)
切
の
出
N
F
N
J弓

(N∞
H1N∞凶)

(MM)

同
条
の
意
義
に
つ
い
て
考
察
す
る
文
献
と
し
て
、
巧
5
0
5
0又
2

2
ロ
p
b
E
N
Y
E宮
g
h句S
E
E
急
宝
認
さ
npn常
事

守

s
t
h
S
H
N
-

】
喧
吋

AF)

(
お
)
こ
の
文
言
は
、
「
相
当
の
補
償
」
を
推
す
動
き
を
退
け
、
意
識
的
に
選
択
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
〈
同
「
冶
均
四
品
・
円

ω・
5
ω
l
E
U
何
百
三
巧
D}『・

問
自
問
切
onroロ
向
。
同
常
、
巴
m
S
E
E
-
ω
C
N
S
-
r
F
P《山口口問仏
2
巴
同
g
z
g♂
関
口
E
開ロロロ
m-
山口一-同
H
E
F
P誌
と
R
E
H
F
h
J
2
F偽
札

F
ω
・
ωH∞
(ωMM)U
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憲法上の所有権?

回
忌
5
2
r
(同
〉
ロ
ヨ
・

3
・
ω・
8
1由
同
・
し
か
し
、
プ
リ
ュ
ネ
ッ
ク
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
主
と
し
て
産
業
界
か
ら
の
要
請
に
よ
り
、
同
条
が
補
償
の
額

に
つ
い
て
の
争
い
を
通
常
裁
判
所
に
委
ね
た
こ
と
で
、
結
局
交
換
価
値
補
償
と
さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
結
果
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。

(
M
M
)

回
〈
。
止
の
何
回
串
・

ω由叶(品
NC1品
NH)
〈
包
・
回
〈
命
止
の
何
怠
-
N
S
(
N∞
印
)
・
な
お
、
ラ
イ
ス
ナ
ー
に
よ
れ
ば
、
切
の
同
は
な
お
完
全
補
償
を
原
則
と
考
え

て
い
る
た
め
彼
が
挙
げ
る
判
決
(
切
の
E
N
F
Z
P
切
の
出
N
3・
M
g
)
だ
け
か
ら
は
そ
の
点
は
微
妙
だ
と
思
え
る
が

l
、
回
〈
巾
片
岡
の
と
潜
在
的
に

は
対
立
し
て
い
る
。
対
立
が
顕
在
化
し
な
い
の
は
、
ほ
と
ん
ど
の
法
律
は
現
に
完
全
補
償
を
定
め
て
い
る
か
ら
だ
と
さ
れ
る
。
巧
岳
2
C
E
H
O
P

E
。
回
答
。

ι
2
開
口
豆
四
E
ロ
話
三
R
E会開ロロ問・

C
5
2
2
Z
5
5凹

ι
2
〈
2
r
o
Y
3
4〈
2HO乙
弓
冶
セ

HSN-ω
・
エ
O

申

(H品
目
。
)
・
〈
m--Y向自問円。
ι

〉
口
三
¥
刃
包
ロ
2
』
mwnDrω-bN.内
同
ミ

R
h
E
s
h旬。混同句
S
h
&
h
R
F崎
-Hus-ω

叶{)

(
日
山
)
切
〈
O止
の
開

NAP-um叫

(US)

(
お
)
回
〈
OH『の何回
A
Y
N
S
(
M
S
)
・
〈
間
戸
回
〈
。
止
の
開
NAP-ua叶
(
臼
申
∞
)

(
幻
)
回
〈
O止
の
-wNAP-ω
岳
山
可
(
品
。
町
)

(
お
)
も
ち
ろ
ん
所
有
権
の
交
換
価
値
が
憲
法
上
一
次
的
意
義
を
何
等
持
た
な
い
と
言
う
の
で
は
な
く
、
立
法
者
の
内
容
規
定
の
際
の
衝
量
要
素
と
し

て
は
あ
る
程
度
の
保
護
を
受
け
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
を
直
ち
に
主
観
的
「
保
障
」
と
同
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

(
鈎
)
問
、
.
〈
・

ω件
。
百
(
〉
ロ
5
・
N
3
・
ω・叶由・

(ω)
冨・
4
司

D
-
R
-
F
5
2
2
P
E
a
g仏
国
間

2
5
2〉
ロ
ヨ

N)
・
ω・
5
・

(
H
U
)
ω
B
ω
(〉ロ
5
・
MM)
・∞
-
H
8・

(
必
)
巧
g
L円
(
〉
ロ
ヨ
・

5
・
ω-ug-

(日目

)
ω
g
m
(〉ロ
E
N
S
-
ω
-
S
F
H∞∞・

(HH)
戸

2roω
各区一
N。lcm同
2
-
c
r
-
b
E』
U
2
5
e
t
q
N以
h2HRW暗
号
、
、
高
ミ
R
E
&望
夕
崎

S

N
宣
言
n芝

S
K
言
。
、
S
H
R
S
2
同

R
h
"
P
E
g
-
ω
・

NH由

NHJ『・

(日制

)
Z
E
S
F
H
F
B
S
F
守
史
認
弘
、

R
E
E
M
r
h
s忠
実
S
F
N叫
宮
句
、
た

E
h
N去、

hERHRE偽
お
旬
。
N
E
A
E
H
U
g
-
(臼
〉
区
間
-
Z∞
由
)
今
井
弘
道
・
大

野
達
司
訳
『
制
度
と
し
て
の
基
本
権
』
木
鐸
社
、
一
九
八
九
年
。
そ
の
後
、
新
た
な
展
開
を
示
し
た
ル

l
マ
ン
の
シ
ス
テ
ム
論
の
中
で
、
同
書
の
所

有
権
論
が
な
お
維
持
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
考
察
し
得
な
か
っ
た
た
め
、
他
日
を
期
し
た
い
。

(
必
)
但
し
、
シ
ュ
タ
イ
ン
ら
の
「
自
由
主
義
的
理
論
」
と
そ
の
後
の
発
展
は
、
財
産
価
値
が
貨
幣
価
値
に
局
限
さ
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
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説

い
と
し
て
批
判
さ
れ
る
。

F
c
r
g
gロ
(
〉
ロ
g
・
8
)・
ω-HN斗
司
ロ
-
m
O
(邦
訳
二
二

O
頁
)
)

(
幻
)
〈
m
-
-
F含
E
(〉
ロ
ヨ
ロ
)
・

ω
-
F
ω

。E
N
O
P
E
-
D
r
(〉
ロ
ヨ
・
会
)
・

ω
-
N
H
2りロ・玄
u
d司
g
b
(〉ロ
g
g
)
・
ω
ω
g
F・

s-

(
川
叩
)
切
〈
命
止
の
何
回
∞
-ucc(ωNAF)

(
州
日

)
g
r
B
2
(〉
ロ
ヨ
-
N
3
・
弓
冶
で
回
申
∞
∞
"
ω
-
N
m
2・

(
印
)
以
下
、
便
宜
上
、
法
律
に
基
づ
く
行
政
処
分
に
よ
っ
て
市
民
が
損
害
を
受
け
た
場
合
の
み
を
考
え
る
こ
と
と
し
、
法
律
に
よ
っ
て
直
接
損
害
が

発
生
す
る
場
合
、
事
実
行
為
に
よ
る
損
害
、
処
分
の
副
次
的
効
果
に
よ
る
損
害
な
ど
は
考
慮
の
外
に
お
く
こ
と
と
す
る
。

(
日
)
切
の
Z
N由
F
N
ω
(臼
問
)
・
〈
包
・
阿
内
F
S
S
E
-
n
r
(閏
〉
ロ
ヨ
・
目
白
)
・
河
口
-
m
g
l
mミ・

(
臼
)
切
〈
命
片
岡
の
開
閉
∞
-ucc(MH
由)

(
日
)
切
の
国
N
申0
・
AF・〈
mF
』

O
R
E
S
F
Z円
9

開
口
同
巳
問
ロ
ロ
ロ
m
zロ
ι
3何回

z-岡田ロロ
m・f
N
C同
〈
2
0
5
r
R
r巳
同
島
2
切
の
出
l
m
2
r
g目
uznrロロ
m
g
F
H
〉
ユ
-

zoo-
旬
、
で

H
u
g
-
g串
(
∞
斗
巴
)
同
論
文
は
判
決
を
本
文
の
よ
う
に
理
解
じ
た
上
で
そ
れ
を
「
誤
り
」
と
断
ず
る
。

(日

)
H
W
C
Z
N由
0
・
AF(
エ)

(
日
)
端
緒
は
賃
料
損
失
判
決
で
あ
る
。
切
の

Z
E
-
M叶
0

・

(
白
山
)
∞
の
E
N
S
-
コ
、
参
照
、
宇
賀

-
E
註
(
6
)
二
八
八
頁
以
下
)

(
貯
)
切
の
E
N
g
-
H叶

(N∞
ωω)
〈
性
・
国
自
ω
1』
匡
円
四

g
M
M
a
-
R
Nロヨ

ω
n
r
r
r
E
-
ι
2
2
8
-
mロロロ
m
m
m
z
w
y何
回
目
口
問
ユ
R
P
弓
で
さ
N
H
由∞
ω-N
目白・

(
同
)
収
用
類
似
の
侵
害
に
よ
る
補
償
請
求
権
を
「
確
か
に
G
G
一
四
条
の
所
有
権
保
護
か
ら
導
か
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
要
件
効
果
を
個
別
的

に
形
成
す
る
の
は
下
位
法
令
の
レ
ベ
ル
で
あ
る
」
と
す
る
判
旨
は
切
の
国
N
芯
-
S回
(
包
品
)
を
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
判
決
は
、
外
国
法
人
が

収
用
類
似
の
侵
害
に
基
づ
く
補
償
を
請
求
す
る
こ
と
を
容
認
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
際
切
の
出
は
、
外
国
法
人
の
基
本
権
享
有
性
を
否
定
し
た
た

め
、
収
用
類
似
侵
害
補
償
が
、
「
基
本
権
レ
ベ
ル
」
の
み
な
ら
ず
「
下
位
法
令
レ
ベ
ル
」
に
も
存
す
る
と
い
う
説
示
が
必
要
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

本
文
の
よ
う
な
問
題
と
は
か
な
り
状
況
が
異
な
る
こ
と
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

(
印
)
ザ
目
ロ
(
〉
ロ
B
・

s・
ω・
玄
・
参
照
、

E
註
(
山
口
)

(
印
)
切
の
回
目
-

N

斗D
(
N
∞
戸
)
は
「
古
典
的
収
用
」
へ
の
回
帰
の
否
定
を
明
言
す
る
。

(
引
)
イ
プ
セ
ン
は
こ
の
可
能
性
を
指
摘
す
る
。
同
窓

g
(〉ロヨ・
3
・
ω・
2
・

(
臼
)
回
同
位
ロ
ロ
onr(KFロヨ
-uω)
・
ω
・
同
三
・
〈
間
戸
∞
陶
器
(
〉
ロ
ヨ
-NN)
・
ω
斗民間・
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憲法上の所有権?

(
印
)
〈
間
-

F
角川問。(〉ロヨ
-
m
u
)
・
ω・∞由由・

(
制
)
切
の
出
N
申0
・
H

叶
(Nω)

(
日
)
の
・
巧
・
明
・
出
omo--CE諸
島
主
主
柿
色
町
、
、
』
w
s
s
B
z
n
h町句

pn芝句・
5N-・叩

8
・
F
£

-s・
g-
参
照
、
村
上
淳
一
『
近
代
法
の
形
成
』
一

九
七
九
年
、
一

O
八
頁
以
下
。
柴
田
高
好
『
へ

l
ゲ
ル
の
国
家
理
論
』
一
九
八
六
年
、
四
二
一
良
以
下

(
“
)
『
公
法
研
究
』
五
一
号
一
六
四

l
一
六
五
頁
の
石
川
健
治
発
一
言
、
栗
城
寿
夫
発
言
、
棟
居
快
行
発
言
参
照

(
灯
)
切
〈
m
止
の
何
回
0
・
N
由
{
}
(
u
h
p
{
}
)

(
ω
)
z
a己
(
〉
ロ
B

酌
町
)
閣
叶
ω
「
私
の
意
思
が
、
私
に
と
っ
て
具
現
的
・
対
象
的
で
あ
る
た
め
に
は
、
私
は
そ
の
所
有
を
所
有
と
し
て
自
分
の
外
に

手
放
さ

(
m
E
E
F
Hロ
)
ざ
る
を
得
な
い
」

(
伺
)
も
ち
ろ
ん
こ
の
表
現
は
、

G
G
一
条
一
項
・
二
条
一
項
の
文
言
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
既
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

G

G
二
条
一
項
の
「
人
格
の
発
展
」
概
念
に
つ
い
て
は
、
そ
の
内
容
を
「
人
格
的
核
心
の
保
護
」
に
限
る
見
解
と
、
「
一
般
的
行
為
自
由
」
を
保
障
し

て
い
る
も
の
と
解
す
る
見
解
と
が
あ
っ
た
。
切
〈
命
止
の
は
後
者
を
と
り
、
さ
ら
に
「
一
般
的
行
為
自
由
」
に
経
済
的
自
由
を
も
含
め
る
。
だ
と
す
れ

ば
、
二
条
一
項
の
「
人
格
」
概
念
と
一
四
条
に
関
係
し
た
「
人
格
的
自
由
」
と
の
関
連
が
問
題
に
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
一
一
条
一
項
に
つ
い
て
の

文
献
と
し
て
、
田
口
精
一
「
ボ
ン
基
本
法
に
お
け
る
人
格
の
自
由
な
発
展
の
権
利
に
つ
い
て
」
(
『
法
学
研
究
』
三
六
巻
一
一
号
)
一
一
七
五
頁
、
恒

川
隆
生
「
憲
法
裁
判
に
お
け
る
基
本
権
保
障
理
論
会
マ
(
三
)
完
(
『
名
古
屋
大
学
法
政
論
集
』
九
七
号
)
二

O
一
頁
(
一
二
三
頁
以
下
)
、
九
八

号
二
七
一
頁
、
赤
坂
正
浩
「
人
格
の
自
由
な
発
展
の
権
利
」
(
『
法
学
』
五

O
巻
七
号
)
二
三
頁
。

(
初
)
〈
問
戸

m
x
z
z
o
m
(〉ロ
5

3
・
ω
ω
回
目

u
ι
2
F
N
C片
岡

W

三者一円}内一口口問

ι
2
の
g
ロ内山色問。ロ
E
B
P
H
N
H
申∞日・

ω
-
H
2
(同
品
目
)

(η)

河口司℃
l
d
『・∞
Z50nr-
〉
『
君
。

-nrgLO
冨
巴
ロ
ロ
ロ
m-
∞〈

2
5開
ω
N
-
H
N
由同・

(
H
C
)
一
切
〈

2
5何回
0
・
N
申0
・
2
0
・
な
お
、
「
人
格
」
を
基
礎
と
し

た
財
産
権
論
に
つ
い
て
の
石
川
・
註
品
)
一
五
三
|
一
五
五
頁
の
指
摘
参
照
。

(
η
)
E
一一
3
で
紹
介
し
た
ル
1
マ
ン
の
議
論
は
、
所
有
権
と
人
格
と
を
直
接
に
結
び
つ
け
る
議
論
を
徹
底
的
に
否
定
す
る

o
T
F
5
8ロ
(
〉
ロ
B-
合
)

∞
-
H
N
H
H
N
ω
・
ロ
由
(
訳
書
一
九
五
|
一
九
七
、
二

O
四
頁
)
だ
か
ら
と
い
っ
て
人
格
性
が
軽
視
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
基
本
権
が
奉

仕
す
べ
き
社
会
秩
序
の
分
化
は
社
会
的
諸
要
求
の
結
節
点
と
し
て
の
「
人
格
性
」
を
要
求
す
る
と
い
う
の
が
彼
の
理
解
で
あ
る
。
彼
は
「
人
格
性
」

の
表
現
を
自
己
表
出
に
求
め
、
そ
の
現
実
科
学
的
条
件
を
探
ろ
う
と
す
る
の
で
為
る
。
〉
-
P
C・-ω
・
忠
良
・
(
訳
書
八
八
頁
以
下
)
例
え
ば
所
有
権

の
場
合
、
そ
れ
が
経
済
シ
ス
テ
ム
の
分
化
を
可
能
に
し
、
人
格
の
表
出
が
原
則
的
に
所
有
権
に
併
和
い
わ
か
わ
か

U
U
を
彼
は
重
視
す
る
。
〉
-m-
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。・

ω・
5
串
・
(
訳
書
一
九
九
頁
)

W 

ま
と
め
と
課
題

「
憲
法
上
の
所
有
権
」
の
意
義

こ
こ
で
本
稿
冒
頭
に
立
ち
返
っ
て
み
よ
う
。
砂
利
採
取
決
定
に
言
う
「
憲
法
上
の
所
有
権
」
概
念
は
ど
の
よ
う
な
機
能
を
担
っ
て
い
た

の
か
?
・

我
々
は
よ
う
や
く
そ
れ
に
一
応
の
解
答
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
地
点
に
た
ど
り
つ
い
た
こ
と
に
な
る
。

「
憲
法
上
の
所
有
権
」
と
は
、
第
一
に
、
私
法
の
優
位
を
否
定
す
る
文
脈
で
用
い
ら
れ
た
概
念
で
あ
る
。
再
び
引
用
す
れ
ば
、
「
憲
法

の
下
位
に
位
置
す
る
通
常
の
法
規
範
か
ら
、
憲
法
上
の
意
味
に
お
け
る
所
有
権
概
念
が
導
か
れ
る
こ
と
は
な
い
し
、
私
法
的
な
法
的
地
位

か
ら
具
体
的
所
有
権
の
保
障
の
外
延
が
規
定
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
」
と
さ
れ
る
。
既
に
検
討
し
た
よ
う
に

(
E
三
)
、
砂
利
採
取
決
定
は

「
私
法
秩
序
モ
デ
ル
」
「
九

O
三
条
モ
デ
ル
」
の
い
ず
れ
を
も
否
定
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
だ
が
、
そ
れ
を
正
当
化
す
る
の
が
「
憲

法
上
の
所
有
権
」
概
念
な
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
概
念
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
物
権
以
外
の
私
法
的
権
利
、

さ
ら
に
は
公
法
的
権

利
に
対
し
て
も
憲
法
的
保
護
を
拡
大
す
る
可
能
性
が
生
ま
れ
て
く
る
だ
ろ
う
。

説

し
か
し
第
二
に
、
「
憲
法
上
の
所
有
権
」
は
、
そ
の
実
体
に
即
し
て
言
え
ば
、
「
法
律
上
の
所
有
権
」
に
他
な
ら
な
い
。
立
法
者
の
形
成

権
限
を
広
範
に
承
認
す
る
こ
と
に
、
砂
利
採
取
決
定
の
第
一
の
意
義
が
あ
る
の
で
あ
る
。
「
憲
法
自
身
か
ら
」
そ
の
概
念
を
獲
得
す
る
と

(

2

)

 

い
う
砂
利
採
取
決
定
の
言
い
回
し
は
多
分
に
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
で
あ
る
。
そ
こ
に
「
明
示
的
に
個
々
の
法
律
に
よ
る
形
成
に
依
存
し
な
い

(
3
)
 

憲
法
の
自
立
的
概
念
性
」
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
か
は
大
い
に
疑
わ
し
い
。
所
有
権
に
関
す
る
限
り
、
憲
法
自
身
は
具
体
的
な
内
容

論

規
定
は
行
わ
ず
、
専
ら
立
法
権
に
よ
る
形
成
に
委
ね
る
o

憲
法
(
現
実
的
に
は
回
〈
2
向
。
)
は
立
法
者
に
価
値
的
要
請
所
有
権
の
私
的
効
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憲法上の所有権?

用
性
と
社
会
的
拘
束
を
課
し
、
比
例
原
則
・
平
等
原
則
等
に
よ
る
事
後
的
統
制
を
行
う
役
割
に
自
ら
を
限
定
す
る
の
で
あ
る
。
但
し
、

そ
こ
に
憲
法
的
価
値
の
反
映
、
憲
法
の
具
体
化
を
見
い
だ
す
こ
と
は
確
か
に
可
能
で
あ
る
か
ら
、
そ
う
い
う
意
味
に
限
っ
て
言
え
ば
、

(
4
)
 

「
憲
法
上
の
所
有
権
」
を
語
る
こ
と
も
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

58 

二
つ
の
二
元
論

さ
て
本
稿
は
、
切
〈
巾
止
の
の
所
有
権
観
を
「
立
法
権
・
憲
法
裁
判
権
の
優
位
」
及
び
「
人
格
的
自
由
」
と
い
う
二
つ
の
鍵
概
念
に
依
拠

し
つ
つ
分
析
し
て
き
た
。
そ
れ
で
は
こ
の
二
つ
の
概
念
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
だ
ろ
う
か
?

1 

内
容
規
定
と
収
用

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
所
有
権
の
「
差
別
化
」
は
立
法
者
の
形
成
権
限
と
「
人
格
的
自
由
」
と
の
調
和
点
を
探
る
試
み
だ
っ
た
。
そ
の

よ
う
な
特
質
は
、
「
内
容
規
定
」
と
「
収
用
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
見
い
だ
し
う
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

本
稿
が
こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
論
点
は
、
多
く
が
「
内
容
規
定
」
に
つ
い
て
の
判
例
の
分
析
だ
っ
た
が
、
確
か
に
違
憲
判
決
も
あ
っ

た
も
の
の
、
議
論
の
中
心
は
立
法
者
の
形
成
権
限
の
拡
大
だ
っ
た
と
言
え
る
。
こ
れ
に
対
し
、
「
収
用
」
に
関
す
る
近
時
の
回
〈
巾
広
の
の

(
5
)
 

判
例
に
つ
い
て
は
、
む
し
ろ
そ
れ
を
厳
格
に
統
制
し
て
い
こ
う
と
い
う
方
向
性
を
見
い
だ
せ
る
。

こ
の
よ
う
な
対
応
の
違
い
は
何
に
由
来
す
る
の
か
?
お
そ
ら
く
二
通
り
の
補
完
的
説
明
が
可
能
で
あ
る
。
第
一

に
、
比
倫
的
に
言
え

ば
、
「
内
容
規
定
」
が
い
わ
ば
ゲ
l
ム
の
ル
l
ル
を
設
定
す
る
作
用
で
あ
る
の
に
対
し
、
「
収
用
」
は
、

い
っ
た
ん
設
定
さ
れ
た
ル
l
ル
の

変
更
だ
か
ら
特
別
の
正
当
化
を
要
す
る
と
い
う
説
明
で
あ
る
。
第
二
に
、
「
い
っ
た
ん
設
定
さ
れ
た
ル
l
ル
」
が
特
に
観
念
し
得
な
い
場

合
で
も
、
「
名
義
」
と
し
て
の
所
有
権
の
「
帰
属
」
は
特
別
の
保
護
を
受
け
る
と
い
う
説
明
で
あ
る
o

共
同
決
定
判
決
は
次
の
よ
う
に
述

条ベ
一る
項

所
文
m 有

説警
存ぺ
保
そ

障 m

q;五
格

所
的

有
機

権
能の伊
帰ド
対

属
す
関
係る
と制
艮

そ と
の
比

実 J¥ 

体て
を L

維土
持ソ
広

す
範

"" きな
要制
限
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を
を且
い FE
か V

き 2
1益う
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に
「
現
存
保
障
」
の
対
象
と
な
る
と
こ
ろ
の
「
名
義
」
・
「
帰
属
」
に
、
人
格
的
機
能
を
見
い
だ
す
こ
と
は
一
般
的
に
可
能
だ
と
思
わ
れ

る。
と
こ
ろ
で
G
G
一
四
条
二
項
と
三
項
は
共
に
「
公
共
の
福
祉
」
概
念
を
用
い
て
い
る
。
し
か
し
、
上
述
に
鑑
み
る
な
ら
ば
、
こ
の
二
つ

の
「
公
共
の
福
祉
」
は
そ
の
内
容
を
異
に
す
る
も
の
と
い
う
前
提
か
ら
出
発
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
「
内
容
規
定
(
H

社
会
的
拘
束
)
一
と
「
収

用
」
と
に
関
す
る
「
公
共
の
福
祉
の
一
一
元
化
一
を
我
々
は
出
発
点
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

2 

シ
ス
テ
ム
と
生
活
世
界
?

プ
リ
ュ
ネ
ッ
ク
は
、

ハ
パ

l
マ
ス
の
言
う
「
シ
ス
テ
ム
と
生
活
世
界
の
対
立
」
の
図
式
が
所
有
権
論
の
局
面
で
も
見
い
だ
せ
る
と
す

る
。
「
所
有
権
の
全
面
的
政
治
化
を
志
向
す
る
『
シ
ス
テ
ム
』
の
諸
要
請
に
対
し
て
、
そ
れ
に
よ
り
人
格
に
ま
で
影
響
を
受
け
る
所
有
者

の
『
生
活
世
界
』
の
保
護
が
対
立
す
る
。
所
有
権
保
障
の
解
釈
に
あ
た
り
、
シ
ス
テ
ム
と
生
活
世
界
の
対
立
は
次
の
よ
う
な
問
題
構
成
を

と
る
o

『
シ
ス
テ
ム
』
の
妥
当
要
求
が
政
治
決
定
過
程
の
民
主
的
構
造
に
よ
り
高
い
社
会
的
正
当
化
を
受
け
、
他
方
、
対
立
が
生
じ
た
と

き
に
『
生
活
世
界
』
を
保
護
す
る
こ
と
は
専
ら
裁
判
手
続
に
委
ね
ら
れ
る
。
」
こ
の
観
点
か
ら
、
ブ
リ
ュ
ネ
ッ
ク
は
、
回
〈
巾
止
の
の
理
論

を
、
所
有
権
へ
の
立
法
|
行
政
的
介
入
の
一
層
の
必
要
性
と
人
格
的
核
心
の
保
護
と
い
う
二
つ
の
要
素
を
共
に
受
け
入
れ
関
連
付
け
る
も

の
と
し
て
積
極
的
に
評
価
す
る
o

切
〈
巾
広
の
の
理
論
的
枠
組
を
積
極
的
に
受
け
止
め
る
べ
き
こ
と
に
異
論
は
な
い
が
、
過
度
の
楽
観
主
義

に
陥
る
べ
き
で
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
ブ
リ
ュ
ネ
ッ
ク
も
認
識
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
が
、
回
〈
巾
同
町
の
の
提
起
を
忠
実
に
受
け
止
め
る
の
で
あ

れ
ば
、

そ
れ
は
「
生
活
世
界
」
を
法
の
観
点
か
ら
評
価
す
る
動
き
に
も
つ
な
が
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
例
え
ば
所
有
権
を
差
別
化
し
、
人
格

説

的
自
由
と
の
関
連
性
の
程
度
と
保
護
の
程
度
と
を
相
関
さ
せ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
具
体
的
生
活
諸
関
係
に
法
的
評
価
を
下
す
こ
と
を

意
味
す
る
。
そ
れ
は
か
え
っ
て
、
逆
説
的
に
、
「
生
活
世
界
の
植
民
地
化
」
を
引
き
寄
せ
る
お
そ
れ
を
伴
っ
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

論

歴
史
認
識
|
連
続
と
断
絶
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1 

ワ
イ
・
マ

l
ル

憲法上の所有権?

60 

本
稿
は
、

I

で
戦
後
(
西
)
ド
イ
ツ
の
所
有
権
論
の
課
題
を
、
①
ナ
チ
ス
期
の
所
有
権
論
か
ら
の
徹
底
的
訣
別
、
②
ワ
イ
マ

l
ル
期

へ
の
復
帰
は
解
決
に
な
ら
な
い
こ
と

に
見
い
だ
し
て
い
た
。
し
か
し
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
戦
後
西
ド
イ
ツ
で
現
実
に
行
わ
れ
た
法
解
釈

論
の
中
で
、
第
二
の
課
題
が
共
通
認
識
と
な
っ
て
い
た
と
は
言
い
難
い
。

切
の
国
は
、
賃
料
損
失
判
決
に
お
い
て
、
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
の
判
決
と
の
直
接
的
連
続
の
上
に
自
ら
を
位
置
づ
け
た
。
そ
の
背
景
と
な
る

歴
史
認
識
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
「
一
九
世
紀
後
半
、

ま
た
、
第
一
次
大
戦
に
至
る
ま
で
の
二

O
世
紀
初
め
と
い
う
安
定
し
た

時
代
に
は
」
明
確
な
公
的
必
要
性
が
存
す
る
個
別
例
外
的
事
例
に
収
用
を
発
動
す
れ
ば
そ
れ
で
よ
か
っ
た
。
「
二

O
世
紀
の
よ
り
後
の
時

期
の
社
会
的
危
機
、

そ
し
て
現
代
行
政
国
家
の
急
激
な
進
出
に
よ
り
、
(
:
:
:
)
従
来
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
規
模
の
無
償
収
用
が
行
わ
れ
、

そ
の
結
果
は
、
権
利
喪
失
・
不
自
由
・
そ
し
て
人
間
の
内
在
的
価
値
の
抹
殺
だ
っ
た
。
他
方
、
国
家
は
同
じ
時
期
に
、
社
会
秩
序
の
回
復

の
た
め
、
以
前
に
必
要
で
あ
っ
た
よ
り
も
市
民
の
財
産
的
権
利
に
よ
り
深
く
介
入
し
、
社
会
的
拘
束
を
以
前
よ
り
も
強
め
る
こ
と
を
必
要

(
9
)
 

と
し
て
い
た
。
」
多
分
に
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
こ
の
歴
史
認
識
の
上
に
、
判
決
は
、

ワ
イ
マ

I
ル
期
と
G
G
体
制
と
の
連
続
性
を
説
く
。

ワ
イ
マ

l
ル
憲
法
一
五
コ
一
条
と
G
G
一
四
条
と
は
共
に
こ
の
よ
う
な
時
代
へ
の
対
応
で
あ
る
と
さ
れ
、
さ
ら
に
G
G
の
方
が
「
立
法
者
に

(
叩
)

対
抗
し
て
所
有
権
を
保
護
す
る
こ
と
を
よ
り
強
調
し
て
い
る
」
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
ワ
イ
マ

l
ル
|
G
G
連
続
観
」
は
、
支
配
的

学
説
も
ま
た
共
有
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
o

「G
G
の
制
憲
者
が
所
有
権
保
障
・
収
用
条
項
に
つ
い
て
の
ワ
イ
マ

l
ル
期
の
支
配
的
実
務
を

否
定
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
文
言
を
改
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
距
離
を
お
こ
う
と
し
た
は
ず
で
あ
る
。
(
制
定
史
を
検
討
し
て
も
)
そ

ワ
イ
マ

I
ル
共
和
国
末
期
ま
で
に
展
開
さ
れ
た
所
有
権
・
収
用
理
論
が

G
G
一
四
条
の
現
実
的

(
日
)

評
価
に
あ
た
っ
て
も
出
発
点
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

の
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
。
(
:
:
:
)

(
は
)

こ
れ
に
対
し
て
回
〈
巾
止
の
は
、
こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
、
①
付
帯
条
項
の
意
義
の
強
調
②
補
償
に
関
す
る
「
衝
量
条
項
」



の
意
義
の
主
舵
③
現
存
保
障
の
価
値
保
障
に
対
す
る
低
知
④
収
用
概
念
の
拡
張
へ
の
歯

L
叫
な
ど
を
主
張
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

ワ
イ
マ

②
の
点
に
触
れ
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。
「
所
有
権
保
障
は
、
も
は
や
、

ー
ル
憲
法
(
あ
る
い
は
ず
く
な
く
と
も
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
の
判
例
)
と
の
差
異
を
強
調
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
ベ

l
マ
l
は
、
上
記

ワ
イ
マ

l
ル
憲
法
の
下
で
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
補
償
の

側
か
ら
理
解
さ
れ
、
財
産
的
損
失
の
代
償
で
あ
っ
て
自
由
権
で
は
な
い
と
い
う
の
で
は
な
い
o

類
似
し
た
文
言
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

G
G

(
凶
)

一
四
条
一
一
項
一
文
と
ワ
イ
マ

l
ル
憲
法
一
五
三
条
一
項
一
文
と
は
異
な
っ
た
意
義
と
機
能
と
を
有
し
て
い
る
の
だ
o
」

2 

ナ
チ
ス

そ
れ
で
は
先
に
挙
げ
た
第
一
の
課
題
に
つ
い
て
は
ど
う
だ
つ
た
か
。
確
か
に
戦
後
の
代
表
的
文
献
は
、

G
G
二
条
等
を
引
用
し
つ
つ
、

(

口

)

(

凶

)

「
人
格
的
自
由
」
を
強
調
し
て
い
る
。
ま
た
、
切
の
国
賃
料
損
失
判
決
も
「
人
格
的
自
由
」
を
強
調
す
る
こ
と
は
既
に
指
摘
し
た
。
し
か

し
、
堤
防
判
決
以
後
の
展
開
か
ら
読
み
取
れ
る
切
〈
巾
広
の
の
「
人
格
的
自
由
」
概
念
は
、
∞
。
出
の
そ
れ
と
は
決
定
的
に
異
な
る
と
考
え

(
印
)

ら
れ
る
。
そ
の
由
実
を
問
わ
ず
ス
ロ
ー
ガ
ン
的
に
「
人
格
的
自
由
」
を
強
調
す
る
こ
と
は
、
い
か
な
る
意
味
で
も
第
一
の
課
題
に
対
す
る

(
却
)

解
答
に
は
全
く
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
我
々
は
こ
の
こ
と
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

ブ
リ
ュ
ネ
ッ
ク
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
戦
後
の
所
有
権
論
の
骨
格
を
形
作
っ
た
論
者
の
多
く
は
、

(
幻
)

で
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
ヴ
ェ

l
パ
l
は、

そ
の
ま
ま
ナ
チ
ス
期
の
代
表
的
論
客

一
九
一
二
五
年
の
論
稿
で
「
国
家
は
も
は
や
、

そ
の
存
続
を
保
障
さ
れ
た
国
家
に
対
し
て
絶
対
的

な
個
人
の
私
的
領
域
な
る
も
の
を
認
め
な
い
。
・
:
:
国
家
は
、
民
族
的
観
点
に
即
し
た
ド
イ
ツ
民
族
の
生
活
秩
序
を
形
成
す
べ
き
自
ら
の

義
務
を
あ
く
ま
で
主
張
す
る
。
:
:
:
(
補
償
義
務
に
よ
っ
て
)
民
族
的
生
活
秩
序
を
個
人
の
利
益
の
側
か
ら
規
定
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な

説

い
」
と
述
べ
る
。
同
じ
論
者
が
、

一
九
五
四
年
に
は
、
「
所
有
権
保
障
は
、
自
由
保
障
の
補
完
・
対
応
物
で
あ
る
。
そ
の
意
義
は
、
従
来

論

か
ら
、
所
有
権
に
お
い
て
、
可
能
な
限
り
独
立
し
た
生
存
維
持
と
自
己
責
任
的
生
活
形
成
を
保
障
す
る
こ
と
に
あ
る
」
と
書
く
こ
と
に
な

(

n

)

(

幻
)

る
。
彼
ら
の
戦
前
戦
後
の
言
説
は
、
表
見
的
に
は
、
連
続
性
ど
こ
ろ
か
む
し
ろ
断
絶
を
示
し
て
い
る
。

61 
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し
か
し
、
実
定
都
市
法
制
に
つ
い
て
い
え
ば
、
そ
の
骨
格
は
ナ
チ
ス
期
に
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
限
り
に
お
い

(
M
)
 

て
、
ナ
チ
ス
|
戦
後
を
連
続
の
側
面
に
お
い
て
捉
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
が
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
連
続
性
が
ド
グ
マ

l

62 

テ
ィ
ク
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
む
し
ろ
不
自
然
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
指
摘
し
て
お
く
べ
き
な
の
は
、
本
稿
で
切
〈
巾
止
の
の
議
論
と
関
連
し
て
指
摘
し
た
論
点
の
一
部
が
ナ
チ
ス
期
に
起
源
を
有
し
、

あ
る
い
は
少
な
く
と
も
ナ
チ
ス
期
に
大
い
に
喧
伝
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
一
例
の
み
挙
げ
れ
ば
、
例
え
ば
「
所
有
権
の
差
別
化
」
は

(
お
)
(
泌
)

一
九
三
八
年
の
ヴ
ィ
ア
ッ
カ

l
の
ラ
イ
ト
モ
チ
ー
フ
で
あ
っ
た
。
同
じ
「
所
有
権
の
差
別
化
」
が
、
民
族
共
同
体
に
よ
る
拘
束
を
強
調
す

る
場
合
と
、
「
人
格
的
自
由
」
と
の
結
び
付
き
を
主
張
す
る
場
合
と
で
、
果
し
て
意
義
と
機
能
が
異
な
る
の
か
、
そ
の
検
証
が
課
題
と
な

る
だ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
今
日
で
は
自
明
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
所
有
権
論
を
考
察
す
る
限
り
、
わ
れ
わ
れ
は
ナ
チ
ス
期
を
「
括
孤
に
括
っ
て
除
外
す

(
幻
)
る
」
こ
と
は
到
底
許
さ
れ
な
い
。
ま
た
、
特
定
の
議
論
の
ナ
チ
ス
起
源
性
を
指
摘
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
れ
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
試
み

の
不
毛
性
は
厳
し
く
認
識
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
あ
る
ド
グ
マ

I
テ
ィ
ク
の
連
続
と
断
絶
も
簡
単
な
問
題
で
は
な
い
。
さ
き
に
挙

げ
た
ヴ
ェ

l
パ
ー
ら
の
論
者
の
議
論
に
、
戦
前
戦
後
を
通
じ
た
な
ん
ら
か
の
一
貫
性
を
見
い
だ
そ
う
と
言
う
試
み
も
、
彼
ら
の
実
践
的
政

治
的
立
場
に
ま
で
視
野
を
広
げ
て
行
け
ば
、
必
ず
し
も
無
謀
な
試
み
で
は
あ
る
ま
い
。
そ
の
よ
う
な
作
業
は
、

ナ
チ
ス
期
の
位
置
づ
け
に

関
す
る
議
論
へ
、
あ
る
い
は
翻
っ
て
、
今
日
わ
れ
わ
れ
が
立
っ
て
い
る
場
所
を
計
測
し
直
そ
う
と
い
う
試
み
へ
も
つ
な
が
り
う
る
も
の
だ

ろ
う
。(

1
)
 

(
2
)
 
】
凶
〈
ゆ
え
の
開
削
∞
-
u
c
c
(
ω
ω
町
)

切
〈

2
聞
の
開
閉
∞
-
u
c
o
(
ω
臼
回
)



説

(
3
)

中
島
「
ボ
ン
基
本
法
と
土
地
所
有
権
」

(
I
註
(
エ
)
二
八
六
真
。

(
4
)

中
島
・
前
註
二
八
七
頁
も
「
『
憲
法
に
も
と
づ
く
法
律
全
体
』
(
角
松
註
・
本
稿
で
は
「
合
憲
的
法
律
の
総
体
」
)
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
財
産
権

か
、
ま
た
は
『
法
律
に
も
と
づ
く
』
財
産
権
か
と
い
う
問
題
は
、
実
は
一
一
般
論
と
し
て
だ
け
で
処
理
し
う
る
単
純
な
事
柄
で
は
な
い
」
と
す
る
。

(5)
∞〈
2
宍

u
g
p
M
S・
-2・〉『
42-円
7
3色。

F
Eロ
ロ
ロ
偶
〈
Dロ
切
む
F
B
2
(
N白
血
戸
)
(
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
判
決
)

U

回
〈
め
え
の
何

F
M
E
(試
走
場
判
決
)

(
6
)
回
〈
ゆ
え
の
何
回
D

・
M
申
(
)
(
ω

企
)

(
7
)

切
ユ
ロ
ロ
onr(同
〉
ロ
ヨ
・

3
・∞
-
U川
町

Dlω2・

(
8
)
E
a
g
出
ω
Z
E
E
-
S
E
S
R
H町
二
。
さ
さ
ミ
E
S
S
h
g
E
5・
E
-
N
(丘
E
C
H
M
m
c
Z
E
E
-
問。N-H由∞∞)∞
-mNN・
邦
訳
書
(
丸
山
高
司
他

訳
)
(
下
)
三
五
人
頁
以
下
。

(
9
)
切
の
Z
N
F
N叶
D(N叶
罰

ljN一ミ)

(
叩
)
図
。
出

N白
.N叶
D(NJ『∞
)

(
U
)

者
。
2
2
4司。
g
p
何日間
g
z
s
g品
開
50Fmロ
E
m
-
-ロ
υ
2
2
2
5
¥
Z
-
3
2品。可
¥
ω
n
F
0
5
2
(国同
m四
・
)
匂
足
。
芸
誌
を
き
F
E
N
-
-由
主

ω-

U
U
H
(
宮
町
)
ヴ
ェ

I
パ
ー
に
よ
れ
ば
、

G
G
一
四
条
の
文
言
は
む
し
ろ
広
い
収
用
概
念
を
裏
付
け
て
い
る
。
三
項
二
文
は
立
法
収
用
を
承
認
し
て
い

る
し
、
補
償
額
に
つ
い
て
の
利
益
衝
量
を
認
め
た
三
項
三
文
は
、
広
い
収
用
概
念
を
前
提
に
し
な
け
れ
ば
理
解
で
き
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
た
だ

し
、
ヴ
ェ

l
バ
l
の
場
合
、
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
の
例
え
ば
建
築
線
判
決
が
「
破
滅
的
影
響
」
を
持
っ
た
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。
(
〉
-
P
C・
ω・
2
3

(
ロ
)
参
照
、
棟
居
快
行
「
ボ
ン
基
本
法
一
四
条
コ
一
項
(
公
用
収
用
)
に
お
け
る
』
S
E
E
r
-
z
m己
の
一
考
察
」
(
小
林
還
暦
『
現
代
国
家
と
憲
法
の

原
理
』
)
六

O
三
頁
(
六
一
二
頁
以
下
)
。

(
日
)
堤
防
判
決
切
〈
命
止
の
巴
品

-
g叶
・
参
照
、

E
二
2

2
)
堤
防
判
決
回
〈
え
の
巴
品
・

2
叶
・
参
照
、

E
一
T

(
日
)
砂
利
採
取
決
定
問
〈
何
止
の
何
回
∞
・
ω
0
0
・
参
照
、

E
三

(
日
)
〈
間
一

-
g
v
B
2
2
〉ロ
S
・

g・
2
巧
呂
田
∞
-
∞

N町田
M-

(

口

)

岡

山

E
D広
岡

山

O
Z
E三件
¥
C
E
n
y
w
Z
5
3
5ミ
E
主
主
EnPRHNS句
岡
崎

h
2
H
5
5
(固
〉
ロ
ヨ
-H由)・

ω-H・

s-
ご
u

t
弓
与
2
(〉ロ
B
・
2
)・
ω・

ω
間臼)・

(
刊
日
)
切
の
回
目
-
M
3
(自
由
)
参
照
、

E
冒
頭
。
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憲法上の所有権?

(
印
)
参
照
、

E
四。

(
初
)
『
公
法
研
究
』
五
一
号
一
六
四
頁
、
石
川
発
言

(
E
註

ω)
参
照

(
れ
)
即
位

5
2
r
(〉
ロ

B
・
3
・
ω・
町
民
・
彼
は
巧
。

5
2
巧
与

R
何
百
三
何
回
己
主
国
ロ

ropdEnrω
口
Z
5
2・、吋
z
a
o同
窓
E
ロ
N
の
名
を
挙
げ

る。
(
幻
)
巧
0
3
2
巧

$
2
0
2
巧
品

N
5
5
5ロ
岡
山
口
豆
岡
田
口
ロ
四

5
n
r
F
H
-宅
内
宮
『
¥
ヨ

g
n
r
R
巴
h
S
H
3
5丸
岡
ミ
笠
宮
g
h
(園
〉
ロ
B
・

s・

sum-ω
・申

(HU)
一ι耳
切
(
〉
ロ
ヨ

-HH)・呂町品・

ωω
問

ω・

(
お
)
プ
リ
ュ
ネ
ッ
ク
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
戦
後
も
影
響
力
を
持
っ
た
ナ
チ
ス
期
の
論
者
は
、
ひ
と
り
ヴ
ィ
ア
ッ
カ
ー
を
除
き
(
巧
F
O
R
Z『
・
モ

S
札・

宮
、
混
乱
町
、
町
民
h
g
h
S
E尽き句匂
g
h
(国
〉
ロ

B
・

s・
g
g
u
L
o
g
-
-
a巧
E
L
-
5
m
g
雪
回
開
2
5
3
E
E
G口問
J
m
i
m
t
a
-
-ロリ

C
E
号
き

3.。
喜
お
さ
え
を
、
守
ω芯
3.
ぬ色町
ε
2弘
司
芯

h
室、
E
S
き。札。
2
。
同
由
叶
由
¥
只
∞

-
E
H・
)
、
戦
後
、
戦
前
の
自
ら
の
論
説
に
対
す
る
態
度
を
明
確
に
し
て

い
な
い
。
(
回

2
5
2
F
〉

-
F
C
)
し
か
し
、
そ
れ
ら
論
者
の
「
転
向
」
を
道
徳
的
に
批
判
す
る
の
は
、
本
稿
の
課
題
と
は
お
よ
そ
無
縁
で
あ
る
。

(
M
)

原
因
他
『
現
代
の
都
市
法
』

(
E
註
河
)
四

O
頁
以
下
(
広
渡
執
筆
)
。
参
照
、
広
渡
「
ナ
チ
ス
民
族
法
典
の
所
有
権
規
定
」

(
I
註
3
)

一
四

二
頁
以
下
。

(
お
)
〈
包
・
4
司

U
R
E
H
(〉
ロ
ヨ
-
N
ω
)

∞-
H
0

・
但
し
そ
こ
で
強
調
さ
れ
て
い
る
の
は
不
動
産
と
動
産
の
区
別
で
あ
る
。

(
お
)
ま
た
、
ラ
イ
ス
ナ
l
は
、
「
所
有
権
に
内
在
す
る
共
同
体
的
義
務
」
と
い
う
発
想
は
、
ナ
チ
ス
期
以
来
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
。

(
Z
-
3
2
2

〉
ロ

S
E
)
E
N
E
ξ
ミ
5
8
ω
・
8
・
し
か
し
ゲ
ル
マ
ニ
ス
テ
ン
・
ワ
イ
マ

l
ル
憲
法
典
等
の
文
脈
を
応
え
て
軽
視
し
て
論
を
進
め
る
ラ
イ
ス
ナ
ー

に
は
、
あ
る
種
の
操
作
的
意
図
が
感
じ
ら
れ
な
い
で
も
な
い
。
〈
m--

∞E
ロロ仰の
r
(〉
ロ
S
・
d
-
ω
-
S

(
幻
)
『
現
代
の
都
市
法
』
(
註
記
)
四
二
頁
。
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*
本
稿
の
一
部
は
、
一
九
九
一
(
平
成
三
)
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
(
特
別
研
究
員
奨
励
費
)
の
成
果
の
一
部
分
で
あ
る
。

*
な
お
、
脱
稿
後
次
の
文
献
に
接
し
た
。
野
呂
充
「
ド
イ
ツ
都
市
計
画
法
に
お
け
る
一
時
的
土
地
利
用
規
制
と
損
失
補
償
付

ω」
『
法
学
論
叢
』
一
一
二

三
巻
一
号
一
九
頁
、
五
号
一
二

O
頁。


